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　俺おれ達の心を原げん子し核かくとするなら

　肉体は電子

　確立の存在でしかない

　８の字を描く幻まぼろし　




　俺達の心を原子核とするなら

　友達は幻

　あるはずもなく

　ないはずもない

　地平線の向こうで生きる

　８の字を描く幻





熱ねつ闘とう!!　飛ひ龍りゆう小学校☆パワード／西にし田だシャトナー　　












　★




　夏休みは、きっとぼくの味方だ。

　言葉にすればそういうことだった。高校一年生・小こ井い戸ど駆かけるは朝、ベッドで目覚めた自分の身体からだに力がミナギッていることに気が付いた。

　眠ねむっていた彼の傍かたわらで身を丸めていた茶トラの子猫ねこも目を覚まし、駆に同意するように「にぃにぃ」と鳴いた。

「おはようユピ」

　ツメを立て、駆がパジャマ代わりにしているＴシャツに「にゃぐにゃぐ」としがみついてくる子猫のユピテルをくっつけたまま、彼は一人暮らしにしては綺麗きれいに片付いているワンルームを行ったり来たりしながら出かけるための準備を始める。

　高校生になってから初めての夏休み。

　その気分の高まりから発せられた高周波は、天あまノ河がわの彼方かなたを経由し、夜間飛行で彼にとある啓けい示じを与えたようだった。

　駆はベッドに潜もぐり込む直前、不意に決心していたのだ。

　明日あしたは一日、一人で街をぶらついてみようと。

　駆かけるはいつのまにかそれを『小クエスト』と呼んでいた。

　彼と、彼の友人達が熱中している携帯ゲームでは、キャラクターたるハンター達が村長から与えられる様々なクエストを達成していく。

　駆はそれに倣ならって《自分村長》から《自分ハンター》に一つのクエストを下してみたのだ。

『隣となり町の駅の南側に広がる一帯は、素人しろうとが立ち入ったら二度と戻もどって来られぬという魔ま都とだという。しかし、そこにはきっとおぬしが見つけるべきなにかが隠かくされているハズ。それを一人で見つけて参るのじゃ！』

　なんともふわふわで曖あい昧まいな内容。けれどきっと成功報ほう酬しゆうはプライスレス。

　ぁあ！　いったいなにがそこでぼくを待っているんだろう！　ひょっとして、ひょっとして……！　と広がりそうになる想像の翼つばさを、駆は無む理り矢や理り折りたたむ。

　駆はこの高校生初はつの夏休みというものを、その全身でめいっぱい楽しむつもりでいた。

　あるがままを受け止め、はしゃぐ覚かく悟ごが彼にはあった。そのためにはこれ以上余計な想像をして、自分を縛しばるようなマネをするべきではない。

　そう、あの街には、村長の言う通り自分が知らなければならないなにかが──ぼくが想像する以上のものが絶対に潜ひそんでいるハズなのだ。駆はなんの根こん拠きよもなく、そう信じた。

　だってぼくの中にはそんな予感が渦うず巻まいてしかたないし、もう決めてしまったのだ。

　明日あしたぼくは、きっと特別ななにかを見つけてみせる。

　最初はあの通称『オタク街』に、部活の友人達をいつものように誘さそおうかと思ったが、それだと行動範はん囲いがいつも通りのパターンで終わってしまうかもしれない。

　みんなで一いつ緒しよももちろん楽しい。けれど今日きようは──夏休みの最初くらいは──一人で気ままに歩き回ってみようと思うのだ。

　駆が求めるのは今までにはない、新しいなにかだった。

「じゃあ行ってくるよユピテル！」

　カリカリ猫ねこご飯を夢中になって食べている子猫の「にゃごにゃご」という声を後に、愛用のボディバッグを斜ななめ掛け。準備を整えた駆はアパートを出発する。

　ロードタイプっぽい自転車で、隣町の駅まで十五分。

　現在時刻は朝の九時。

　八月直前の大空は、熱帯夜から受け取ったバトンを振りかざし、苛か烈れつな夏の午前中を奏かなで始めている。

　黄色いレーザービームのような太陽光に、アスファルトへと落ちる影は黒い。

　しかし、いくら空が輝きまくっていたとしても、夏の光線が強きよう烈れつだとしても、汗あせを弾はじいてペダルを踏ふむ今日の駆を打ち倒すことはできないように見えた。

「ぃよし！」

　なにしろ車上の駆は、今日という日が自分の思った通りにツイていることを全身で体感している。回転するペダル、連動する車輪の向かう道の先にある信号機は駆かけるが見上げれば全すべて青。

　自転車はノンストップで駅までの道をひた走る。

　きっとテレビや雑誌の占うらないを見たって、ぼくの星座と血液型が一番ラッキーだと宣言しているに違いない。ジャスト九分、駅に到着。

　新記録達成であった。

「ふぅ……」

　自転車預かり所の奥に愛車を止め、駆はスタート地点に立った。ここから彼の小クエストは始まる。

「まずは軽く、あそこに挨あい拶さつだ！」

　彼が最初にやってきたのは、マニアックなショップが雑居ビルにひしめく魔ま都との入り口に、まるでダムか城門のようにそそり立つ総合家電ショップ『フォトバシカメラ』だった。

【フォトバシる激特プライス！】【家電のコトならフォトバシカメラ！】などなどカラフルな垂たれ幕で飾られたこのビルは、あたかもライトなファミリーやデート気分のカップルを、全くの善意から、この先へに続く魔ま界かいへと進ませないようにフィルタリングする目的で作られた〝関せき所しよ〟のような構えを見せている。駆はここを単身で、まずは身軽に駆かけ抜ける予定だった。

「ん……？」

　その入り口が、なにやら騒さわがしい。

　駆は、なにか予感のようなものに引かれて早足になる。

　オレンジ色のハッピでおなじみフォトバシカメラの店員がメガホン片手に行列を整理している。俄が然ぜん、駆の足は速くなる。

『本日！　只ただ今いまより！　来週より発売されます「モンスターブレイブ３ｒｄ〝Ｇ〟」の、先行販売の、当日売り整理券を配布いたしますゥゥ!!』

　その布告を聞き終える前に、駆は列の最さい後こう尾びに滑すべり込んでいた。

　でも肝かん心じんの財さい布ふの中身は？　……大だい丈じよう夫ぶ、なんとかなりそうだ。今日きようの小クエストのためにバッチリ用意してあります！

　ああ、それにしてもなんという幸運だろうッ!!

　駆の心臓は激しく、高らかに鼓こ動どうしていた。

『モンスターブレイブ３ｒｄ〝Ｇ〟』

　それこそ、半年以上前に発売され、今でも絶賛激熱で友人達とプレイしているゲームの、その続編であり、今回駆が自分自身に繰くり出した『小クエスト』のモデルともなったゲームであった。

　国内累るい計けい５００万本は確実と言われるその続編ゲームが先行販売されるというウワサは耳にしたことがあったけど、それがまさか、今日、ここで行われるとは……!!

「やっぱり夏休みは、ぼくの味方だった！」

　駆かけるは家の冷蔵庫から引っ張り出してきたペットボトル、水すい滴てきでびしょびしょになっている冷えたミネラルウォーターで喉のどを潤うるおし、歩道に面して一列に延びる整理券配布列で自分自身を祝した。

　もしも部活の仲間と一いつ緒しよに来てたらこうは行かないハズだった。きっと遅ち刻こくしてくるメンバーを待ったりして、今も駅構内をウロウロしていたに違いない。そしてこの行列を発見したはいいものの、列には並べず、指をくわえていたハズで……。

　幸さい先さき良すぎるスタートに、駆の胸はばくばくしっぱなしだった。

　購こう入にゆうの権利を証明する整理券配布は、午前十時の開店直後から。

　それまでには四十分弱の待ち時間があった。

　周囲はちょっとしたお祭り騒さわぎになっている。ハッピを着た店員達が待たい機き列れつのみんなに冷え冷えのスポーツドリンクやかき氷をサービスしたり、手作り看かん板ばんやポップなどを掲かかげて周囲になにかとアピールを繰くり広げている。

　もちろん道行く人々の多くがこの騒ぎに足を止め『え!?　今ここで３ｒｄ〝Ｇ〟が買えるの!?』とびっくりしてから、これが特別な先行販売だと知ってがっくりと肩かたを落としていた。

　羨せん望ぼうの眼差まなざしを向けられる行列の一員だという思いが、駆の気分をより盛り上げる。

　その中に、

「あ、瑞ミズ星ホシリサだ……！」

「うぅう～ん、リサたんはやっぱり、かわいすぎるねぇ……ッ!!」

　というような声が頻ひん繁ぱんに耳に入ってくることに駆は気付く。なんのコトだろうかと、立ち止まって騒いでいる彼らの視線を追ってみれば、遠目にだがゲーム内のキャラ装備のコスプレをした小こ柄がらな少女が見て取れた。

　とは言っても、それは店員が掲げているモンブレの販はん売ばい促そく進しん用の等身大ポップで、瑞星リサというアイドル本人がそこに来ているわけでは無いようだった。

　なのにこの人だかり。どうやら相当人気があるみたいだなと思って、ふと、駆は同じ演劇部の仲間があのアイドルのファンだったことを思い出した。

　というか駆は、その『瑞星リサ』というアイドルのコトを、自分もよく知っているというコトにハッとさえする。

　ひょっとしたらあそこで立ち止まっている人々よりも、ずっと自分は瑞星リサに詳くわしいくらいなんじゃないかとすら思うのだ。

　なぜなら、自分はその友達になかば強引に連れられて、あの『瑞星リサ』というアイドルの事務所が開かい催さいした、どこか地方のひなびた温泉宿ライブに日帰りしたコトだってあったのだから。

『リサたんは仕事を選ばないんっス！　国民的アイドルでありながら、これだけファンと仕事を愛してるなんて……！　はぁぁぁあああリサたぁぁぁあああンッッ!!』

　というのが熱ねつ烈れつなファンである彼の言い分だったが、確かにゴールデンのテレビやラジオで頻ひん繁ぱんに目にするアイドルが、いまだにそういう地道な活動を続けているのは凄すごいなぁ（というか偉えらいけど変わっているなぁ）と駆かけるも彼の言葉に共感し、その後、実際会場で彼女を目にした際には、少なからず『瑞ミズ星ホシリサ』に好感を覚えたものだった。

　瑞星リサの熱狂的なファンであるその部活の友人は、くだんの温泉ライブの行き帰りにも、電車の中でこの現代に『アイドル』という地位にある彼女について色々と熱く語ってくれたコトを、駆は思い出し始めている。

　その中で一番鮮せん明めいに覚えている情報が、実はあの瑞星リサというアイドルも『モンブレ』のガチプレイヤーで、それが理由で今度のＣＭにも起用されるらしいという噂うわさだった（そしてその結果が、あの等身大ポップなのだろう）。

　駆はそれを聞いた時「きっとそのアイドルは３ｒｄ〝Ｇ〟をもうプレイしているんだろうな。いいなぁ」と、ちょっとピンぼけした感想を抱いだいたのだが、後おくればせながら今や自分もそんな一ひと握にぎりの幸運なプレイヤーになろうとしている。

「……へへへ」

　駆の意識は再び、この瞬しゆん間かんに引き摺ずり戻もどされ、そして身体からだに溢あふれる充実感に、自然と顔から笑みがこぼれた。

　ああ、早くプレイしてみたい……！

　うずうずが止まらない駆は、苛か烈れつな太陽をにらみ返すように大空を仰あおいだ。

　──暗雲は、

　まさに駆がバッグから携帯ゲーム機を取り出し、これから手に入るであろう〝Ｇ〟の前作である『モンスターブレイブ３ｒｄ』の狩しゆ猟りようクエストを、今クリアーせんとしている時にわき起こった。

　駆の前に並んで立っていたお客さんの背中が不意に迫り、駆はそれにぶつかってよろめいた。

「あ、す、すいません……っ」

　顔を上げた駆はよろめいた拍ひよう子しに、自分の背後に並んでいた小こ柄がらなお客さんにもぶつかってしまい、慌あわてて頭を下げる。

『急にどうしたんだろう……』と、駆は改めて顔を上げ、自分にぶつかって来た前方のお客さんを見た。

「……え？」

　そして駆は、ぶわっと目の前が灰色の霧きりに覆おおわれたような気分に陥おちいった。

　なにか、おかしくないか？

　ぼくの記き憶おくでは、自分の前にいたお客さんは背の高い日焼けしたチェックシャツのお兄にいさんで、そのお兄さんの前には少し太ったサラリーマン風ふうのおじさんがいたハズだ。

　それなのに、サラリーマン風おじさんとお兄さんの間に二人、見覚えの無い人物が出現している。長ちよう髪はつの髪かみに太いチェーンのネックレスをした若者と、赤いタンクトップを着た筋肉質の若者だった。

「え、え……？」

　自分の記き憶おく違いだろうか。

　確かに自分は時間を潰つぶすためにゲームに熱中していて良く見てはいなかった。けれど、絶対なにかおかしい。

「すっげえラッキーじゃね？　やるなおい」

「このソフト、幾いくらぐらいで売れんの？」

「マジで美味おいしいんですけど。ぜってー高くいけるって」

　見覚えの無い二人は、先ほど駆かけるにぶつかって来たチェックシャツと、しきりにそんな会話を交わしている。三人はどうやら知り合いらしい。……いや、待て。それよりなんだこの会話の内容は。

「おいまだ誰か呼べねえの？　一人一本だろ」

「何人かにメールしといたから、あと三人はいける。どうにかなんべ」

「つうか、あのリサっちの等とう身しん大だいポップも欲しくね？　ぜってー高いって。いけるって」

「クソあっちーな。あとどんくらいかかんの？」

「もうちょいだろ。つーか早く来ねーかなヤツら」

　ゾワリと身体からだが震ふるえた。間違いない。初めて見た！　このチーマー風ふうの若者達は『転売屋』と呼ばれる者達だ。彼らはこの整理券配布列に人を集めて、手に入れたソフトを売りさばくつもりなのだ！

「あ、あ……」

　だらりと背中に汗あせが垂たれる。自分はここに滑すべり込みで並び、ここより後ろには四人ぐらいしかいない。ということはもう既すでに、最初から並んでいたにも関わらず整理券を受け取れない人が出ているかもしれない。そしてそこには、自分が含まれている可能性だって……。

「う、ぅうっ？」

　彼らがやっている行為が、許されないコトなのは明白だった。

　こういう時に限って、さっき騒さわいでいた店員さんが近くにいない。時間はもう無い。列が動き始めてしまってから横入りした人がいると言い出しても遅いかもしれない。

「あ、あのっ！」

　言うしかなかった。自分から言い出して、列をどいてもらうしかなかった。

「……あの、すいません」

　けれど、前に並ぶ三人はそちらでなにやら盛り上がってるらしく、駆に気付いてくれない。

「す、すいません……！」

　思わず声が大きくなる。すると、

「ああっ？」

　声が届いたのか、駆かけるにぶつかって来たチェックシャツの背の高い青年が振り返ってこちらを見てきた。

　そして、

　さっきまで笑っていた彼の日焼けした顔が、一いつ瞬しゆんで無表情になった。

「なにおまえ、なんか用？」

　これは、なんなのだろう。駆は全身が痺しびれて動けなくなった。

　チェックシャツは「おまえのコトなんか全部知っている」とでも言わんばかりに、駆を見み下おろしていたのだ。

　駆は悟さとった。

　目の前の彼、そして彼らにとって、ぼくという人間なんかを言い負かすなんて、朝あさ飯めしまえなんだということを。

　ぼくがなにをしたって、彼らはそれを全部意味ないコトにできるというコトを。

　でも、

「そ、そういうことは、しないでください」

　駆は言った。

「んだ……？」

　日焼けチェックシャツの前に並んでいた長ちよう髪はつチェーンが異変に気付き、こちらを覗のぞき込んで来た。

「なんかコイツ、俺おれらに話があるって」

「ん、じゃあ行こうか」

　流れるように進行していた。

　三人組の最後、チェックシャツとロン毛げチェーンの隣となりにいた、筋肉を誇こ示じするようなタンクトップの男が、駆の服の首もとを握にぎりしめ、引きずった。

「え、え……っ？」

　なにこれ。意味がわからなかった。どうしてぼくは、今、この列から連れ出されようとしているのだろうか。

　ぼくはただ、彼らのやっていることを、注意しただけで──




「おい待てよ」




　声が、通った。文字通り貫つらぬくように一つの制止が響ひびいた。

「え……？」

　駆は列から外れてしまう直前で振り向いた。

　そして、駆かけるが巻き込まれた騒そう動どうを横目に見ていた周囲の視線も、声の主を突つき止める。
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　声の主は、駆より拳こぶし一つ分くらい背が低い、黒いキャップをかぶった少年のようだった。

　いたってシンプルな茶色いブーツにグレーのショートパンツ、オフホワイトのシャツの上に短いベストを羽は織おった少年の表情の半分は、黒いキャップのツバで隠かくれていたが、その瞳ひとみは確かに駆と、その胸ぐらを摑つかんでいる青年へと向いていた。

「あんた、俺の連れに、手……出したよね」

　見るからに身軽そうなその少年のコトを、駆は知らなかった。初しよ対たい面めんだった。決して自分は彼の連れなどではない。

　が、深くキャップをかぶった彼は、いつのまにか距きよ離りを詰つめ、駆を摑むタンクトップ筋肉の腕うでに伸のびていた。

　次の瞬しゆん間かん、

「んがぁあああッ!?」

　タンクトップ筋肉がよろめくと同時、駆は解放されていた。

　黒いキャップの小こ柄がらな少年が、駆に伸ばされたタンクトップの太い腕、その親指を摑んだ途と端たん、彼は蛇へびに嚙かまれたようにびくっと腕を引っ込め、身体からだのバランスを崩くずし、背後へと転がったのだ。

「んだ、てめっ！」

　おそらくは他人を怖おじ気づかせたり、その場を支配している雰ふん囲い気きが『転売屋』である彼らの最大の武器なのだ。

　それを取り戻もどそうと長ちよう髪はつチェーンが黒キャップの少年へと大おお股またで近づいた。男の腕うでが迫せまる。

　彼は少年のかぶるキャップを摑つかみ、毟むしり取ろうとしているのだ。

「あ……っ！」

　駆かけるの心は、自分が襟えり首くびを引き摺ずられた時よりもざわついた。「なんてことを……！」とすら思った。

　それほど、長髪チェーンがやろうとしていたコトを駆は許せなかった。

　けれど駆は微び動どうだにできない。全身が目の前の出来事に──自分に降りかかったコトに萎なえきってしまっている。駆はそんな自分に酷ひどく落らく胆たんした。がっかりだった。なぜ自分はこれ程までに動くことができない？

　が、黒キャップの少年は、そうではないらしい。

　次の一いつ拍ぱくではたき落とされたのは長髪チェーンの腕だった。同時に、バランスを崩くずした長髪の腹にめり込んでいたのは少年のブーツ。

　素人しろうとの駆から見てもわかった。

　少年の動きには一いつ切さいの無む駄だがなかった。まるで彼の演舞に男達が吸い寄せられ、付き合わされているようだった。

　あっという間に、三人のチーマーのうち、これで二人が膝ひざを崩くずして立ち上がれずにいる。

　一人残されたのは、駆に背中からぶつかって来た日焼けチェックシャツ。

　彼は明らかに動どう揺ようしていた。

『目立たぬように起こす自分達だけの騒そう動どう』だけならば、コトは全すべて上う手まく進む。けれどこれだけ人目を引けば、そろそろ店員が感づいてしまうかもしれない。

　正面から事情を聞かれれば、埃ほこりが出てくるのは自分達の方なのだ。

「てめえらどうせ転売目的だろ。ケーサツ呼ばれる前に消えろよ」

　そんな動揺を見て取ったのか、黒キャップの少年の声は最初に発した時と同じく、騒そう然ぜんとし始めたこの場を貫つらぬく。

「それとも、まだ、俺おれ達とやるか？」

　黒キャップの少年は言いながら、列に戻るタイミングを逸いつしたままの駆の隣となりに並んだ。

　そしてその背後には、新作ゲームを手に入れることを待ち望む、大勢の『モンブレ』ファンの視線。

「行こうぜ、おい……」

　一番先に少年によって弾はじかれたタンクトップ筋肉が、無傷の日焼けチェックシャツを押すようにして歩道を行く人並みに紛まぎれようとする。長髪チェーンもそれに続くようにして、まだ不満げなチェックシャツと並んで、足早に姿を消した。

　駆かけるに降りかかった危機は、こうして一人の少年の手によって払はらわれたのだ。

「あ、ありがとう……」

　黒キャップの少年に袖そでを引かれるようにして列に戻もどった駆は、周囲から向けられる「よくやった」的な祝福の視線に気付かぬまま、自分を救ってくれた彼に礼を言った。

「いや……、俺おれこそ、助けに入るのが遅れた」

　駆はそこで初めて、キャップのツバで隠かくれていた少年の顔を覗のぞくことができた。

　自分を助けてくれたのは、息を飲む程の美少年だった。

　駆は思わず顔を赤くしてしまう。

　美少年ではない自分が、なんだか恥はずかしくなるくらいの整い具合であった。

「おまえ、かっこいいな」

「は、えっ!?」

　ぼうっとしていた隙すきに突とつ然ぜん彼にそう言われ、駆はわけがわからない。かっこいいのはキミの方だよと、心の中でもどかしく言いつのり、

「な、なに、が……──」

「おまえが最初に、あいつらに注意したんだ。できないぜ、普通」

　美少年はそう言って、こちら二人に視線を向けている周囲の者達を見返すような素振りを見せる。すると、彼らも思うところがあるのか、ささっとこちらから顔を背そむけた。

「そんな……ぼく、ちっとも……」

　駆はまだ、先ほどの混乱から全部は復活できていなかった。

『モンブレ３ｒｄ〝Ｇ〟』を手に入れられる喜びから一転、強い憤いきどおりと恐きよう怖ふが自分を支配し、それを鮮あざやかに一いつ掃そうした美少年の登場。

　早く落ち着けと言われてたって、パラシュートでふわふわ風かぜ任まかせに空中を漂ただよっているようで「はいわかりました」とすぐさま地上に降りて来られるものではないのだ。

「それよりさ」

　にもかかわらず、自分を助けてくれた黒キャップの少年は、あんなコトがあった直後なのにすっかりリラックスしているのか、くだけた調子で駆に話し掛けてくる。

「おまえ、さっきモンブレしてたじゃん？　なんかすげえ上う手まくなかった？　後ろから見てたんだけどさ、あの片手剣けんでどうやってあんなに早くボスとか倒せんの？　向こうの攻こう撃げきも全然こっちに当たって無かったじゃん！」

「……え？」

　見れば少年は、限定色であるダークマター・ブラックの携帯ゲーム機を取り出し、既すでにその画面にモンブレを待たい機きさせてある。

　つまりは「だから一いつ緒しよにヒト狩かり行こうぜ！」状態なのであった。




　★




「やったな駆かける！　マジで手に入ったよ!!」

「ちょ、ちょっと待ってよレオ！」

　午前十時に整理券を無事ゲット。そのまま五階、ゲームフロアにて代金と整理券とを引き替えに少年達がついに手にいれたるは『モンスターブレイブ３ｒｄ〝Ｇ〟』。

　あれから駆と黒キャップの少年は、モンブレを通してすっかり意気投合したようだった。

　──とは言いつつも、やはり二人とも最初は互たがいにぎこちなさが勝まさっていた。

　主に固さが目立ったのは駆の方で、窮きゆう地ちを救ってもらった恩もある美少年に、彼はどうしても出会ってスグには「一いつ緒しよにプレイするのは、もちろん、構いませんけど……」的に、丁てい寧ねい語ご的な口く調ちようが抜けなかったのだ。

　整理券を片手に店内に案内される二人。駆と少年はそこで以前から雑誌やネットで先行販売の権利を獲かく得とくしていた人々、二百五十人余りと合流させられる。

　店内にいる九割以上のお客さんが男性客だった。そして夏場ということもあり、周囲はすさまじいアドレナリンのオーラに包まれている。

　熱気が立ちこめるその列で、駆は美少年に何度も「だから、ため口でいいんだって！　やめろよそういう他人行ぎよう儀ぎは！　名前にさんもくんもいらねーし！」と注意され、しまいには「今度そういうのがあったら駆、お前は次のクエストは回かい復ふく薬やく使用禁止な!?」とまで言われてしまい、実際に駆はその通りの縛しばりプレイをするハメにも陥おちいっている。

　人員整理をされながら、時間だけはたっぷりあった。

　そして『モンブレ』のプレイスタイルから、二人が徐じよ々じよに互いの性格を把は握あくし始めたころ、ようやくゲーム売り場のカウンターに辿たどり着く。

　ついに駆は自分を助けてくれた少年と共に、ついに誰もがうらやむソフトを手に入れたのだ。

　改めて思う。

　今日きようこのソフトを手に入れるコトができたのは本当に奇き跡せきだった。

　それがわかる駆と黒キャップの少年は自然と笑いあってしまう。その頃からようやく駆の口調がほぐれ始める。

「なんだかこんなの、夢みたいだ……！」

「俺おれもそう思うよ駆！」

　彼の笑顔を見て、駆はようやく気が付く。さっきまでの自分はよそよそしかっただけで、ズレていたのはこちらの方だったのだと。

　黒キャップの少年の笑みには、それを気付かせてくれる力があった。

　助けてもらったのはこっちなのに、彼にはちっともそれを笠かさに着るそぶりも見せない。

　だったら自分は彼にお礼を百回いうよりも、相手に笑顔になってもらうコトの方が恩返しになる気がするのだった。

　もちろん互たがいに年ねん齢れいが同じ十五歳さいだということと、『モンブレ』にハマりまくっているという点も、二人がその距きよ離りをさらに縮ちぢめている要素に他ほかならない。

「なあ駆かける、さっそくこれ、やってみようぜ！」

「うん！　じゃあさレオ、そこら辺のベンチで──」

　フォトバシカメラの出入り口から続く駅のロータリーから、灼しやく熱ねつの駅前広場に移動する間にも、レオは──そう、黒キャップの少年は、駆に自分の名前はレオ、伊い豆ず島しまレオというのだと、なぜだかあわあわしながら答えた──モンブレのパッケージをぴりぴりと開かい封ふうしている。

　が、しかし、

「あああっ！」

「どうした駆！」

　ちょうど空あいていた駅前のベンチに腰こし掛かけ、説明書を読むのももどかしく携帯ゲーム機にディスクを突っ込んで電源をオン。した途と端たんに声を上げた駆に、レオと名乗った美少年はぎょっとする。駆はゲーム機の画面を凝ぎよう視ししながら、

「電池が、もう無い……！」

「充電しとけよぉーっ！」

　駆はレオに肩かた口ぐちをひっぱたかれるが、痛くない。なんだか駆にはそれがすごく嬉うれしかったのだが、こうも早く気の合う仲間と『３ｒｄ〝Ｇ〟』のパーティープレイができるというチャンスを、こんな充電ミスで無くしてしまうのは非常に残念だった。

「どうしよう、どこかに今から充電できるところとかあるかな」

「んっ？」

　駆と同じく残念至し極ごく的な表情を浮かべていたレオは、駅ビルの一角をハッと見上げて、

「そういや前、マネージャーがノーパソをあそこのマックで充電してた気が……」

「マネージャー……？」

「いやいやいや何でもないっ！」

　レオはびくっと背筋を引きつらせ、激しく両手を胸の前でパタパタさせて、

「それよりあそこのマック、確か客席で携帯とかノーパソを充電させるサービスやってたの思い出したんだ！　行こうぜ早さつ速そくよ！」

「あ、う、うん！　わかったから……！」

　レオに背中を押されるようにして入った駅ビルの涼すずしさに、更さらにテンションを上げた駆、そして連れの美少年はマックのカウンターでポテトと飲み物を購こう入にゆう。

　夏休みということもあって混み合う店内を素早い回かい遊ゆう魚ぎよのように泳いで、ちょうど撤てつ収しゆうを開始した女子高生達と入れ替わるように窓際の席に滑すべり込む。

「あったぞ駆かける。やっぱりほら、ここにコンセント！」

『充電などご自由にお使いください』と小さなシールまで貼はってある、毎度おなじみ二つの縦たて穴あな。コンセントのぶっ込み口は今や誰かにラクガキされた結果、ニコニコマークの二つの瞳ひとみとして二人に微笑ほほえみかけている。

　駆はそこに、友達の家でプレイした時のままボディバッグに入っていた充電コードをズブリと差し込み、本体に繫つなぐ。

「よしッ！」

　灯ともるオレンジランプ、充電中のサイン。




　それから夕方までの六時間を、駆とレオは、二人で遊び倒した。




　もちろん『モンブレ３ｒｄ〝Ｇ〟』は、一いつ気き呵か成せいに二人で下級クエストを突とつ破ぱ。

　緊きん急きゆうクエで出現した巨きよ大だいな陸リク亀ガメのごとき新モンスターを三回目のチャレンジでようやく倒し、駆もレオもなんとか上級クエストへと階級を登った。

　……のはいいのだが、リクガメを討とう伐ばつする最中、興こう奮ふんしたレオの声は、あまり広くはないマックの客席を貫つらぬき、視線を浴びに浴びた。

「だぁぁああなんでだよぉ……っ！　なんでそこで避さけられないぃぃ！」だの「死ねぇ！　ここでお前は死……ぃぃいごめんなさいい！　ごめんなさいもう許してぇ!!」だの、苦情こそ来なかったものの、その悲鳴と身もだえのバリエーションは本当に見ていて飽あきないものだった。

　しかもじたばたしているレオは、一目見てソレとわかる美少年である。

　なんだか、周囲の女子高生達が作る包囲の幅が先ほどから少しずつ狭せばまって来ている気がして緊きん張ちようしてきてしまった駆は、そのせいで操そう作さを何度かミスった程だった。

　なので、

「ね、ねえレオ、上級クエからはカラオケボックスでプレイするっていうのはどうかな……」

　提案してみたところ、レオは意外にも二つ返事でそれを了りよう承しようした。

　なぜにこうもレオが頷うなずいたのかを、駆はカラオケボックスに到着してから知るコトができた。

　二人が到着したカラオケボックスは只ただ今いま、『モンスターブレイブ・フェア』の真っ最中であり、特別メニューである『モンブレ・プレート』を注文するとマスコットであるギャンニーという猫ねこのストラップがもらえるキャンペーンをやっていたのだった。

　美少年のレオは、どうやら『かわいいもの好き』らしかった。だって、彼はなんだかカバンにじゃらじゃらとストラップを大量につけていたりするのだ。

　きっとこのマスコットストラップも狙ねらっていたに違いない。

　雰ふん囲い気きのあるカラオケボックスの個室に移動した二人は、さっそく『モンブレプレート』を注文する。

　やがてやってきた店員から、ギャンニーのストラップをプレゼントしてもらい、それから二人は、わあわあ言いながら、バニラアイスの載のったハニートーストに、なんとカリカリに炒いためた大量のベーコンがたっぷり添えられた『モンブレプレート』を一いつ生しよう懸けん命めい食べた。

「うはっ！　最初はどうかと思ったけど、けっこう美味うまいこれ！」

「ほんとう？　でもなんか、ベーコンの脂あぶら、アイスの上で固まっちゃてるよ……？　本当においしいの!?」

　駆かけるは恐おそる恐る、それを口に運ぶ。

「うわぁ！」

　本当に美味おいしかった。そういえば自分達はお昼もまだだったのだ。

　きっとレオの祖先は、ウニやナマコを最初に食べた一族なのだろう。

　さっそく彼は貰もらったストラップを携帯につけている。駆もそれに倣ならって、自分の携帯に装着する。

　駆は、すっかりレオのコトが好きになっていた。

　彼はよく言えば豪ごう放ほう磊らい落らく。別の言い方をすればカナリの勢いでおおざっぱな性格だった。

　今も溶とけてしまったアイスをスプーンですくって食べるのに夢中で、自分の腿ふとももとショートパンツに垂たれてしまっているバニラに気付いている様子も無い。このままでは染みになってしまう。駆は我が慢まんできなくなり、そっとお手て拭ふきで彼のズボンをぬぐってやれば、

「ひぃやぁあんっ!?」

　突とつ如じよ、レオは高い声で悶もだえ、ガタンとソファから飛び退のいた。

「な、な、なに、すんのっ!?　なに考えてんの、駆!?」

「え、え……？　だって、アイス、垂れてたから……」

「あ……う、ほ、ホントだ。で、でも、急に、そういうことすんなよ!?　い、言えよそういうことは！　自分でできるから！　え……？　もしかしてお前、なんか、そういう趣味とか、あったりするのっ!?」

　レオは真まっ赤かな顔で駆にそう言いつのった。びっくりしてしまった駆は、ただただ頷うなずいたり首を横に振ったり「ち、ちがうよ!?　ちがうから！　ごめん今度からちゃんと言うから！」と、自分のやってしまったコトに今さら赤くなった。

　なんだかお互たがいドキドキしてしまって、二人はそれから急いで無言で『モンブレプレート』を食べきった。

「あ、俺おれちょっとトイレ」

　一息ついたところでレオが立ち上がる。

「じゃあぼくも」

　続いて立った駆に向かってレオはなぜかギョっとなり、

「いや、それは待て！　順番に一人ずつ行こう！　な!?」

「え……？　でも──」

「デモもテロもねえよ！　さ、さっきの今だぞ!?　それにほら、部屋を無人にしたら物ぶつ騒そうだろ？　駆かけるは俺おれが戻もどってくるまでここで待ってろ！　いいなッ!?」

　駆を強引にソファに座らせ、美少年はそそくさと部屋を出て行く。

　しかたない。変な誤解をこれ以上されても困るし、じゃあモンブレの続きでも……と、駆がゲームのスイッチ入れて、自キャラの装備を整えていると、いつの間にかレオが帰ってきていたので、入れ違いで駆はトイレへ。

　そして駆が部屋に戻ってくると、かの美少年は個室の壁に備え付けられてあった巨きよ大だいな液晶テレビを見つめ続けている。それからふいに、

「ねぇ、わたし……、……じゃ、なくてっ、お、俺、俺さ！」

　レオは早口でなにかもぐもぐ言うと、

「ちょっと、歌っていい!?」

　素早くテーブルの上のリモコンを操そう作さし、とある曲を呼びだした。

　それは今まさに液晶テレビに消音ミユートで映像が流れていた『モンブレ』のテーマソングだった。

　そして、聞けば勇気が凜りん々りんと湧わいてくるコト一〇〇パーセント保証なその歌を歌い出したレオに、駆は度ど肝ぎもを抜かれた。

　レオはかなり、……いや、駆が今まで聞いた中で一番上う手まいと思っていた演劇部の先せん輩ぱいよりも巧たくみに、そして伸のびやかな喉のどを持っていた。

　というかお金を取れないか？　これ……。駆はただただ、感心してしまった。

「すごいねレオ！　すごい感動した！」

「へへへ！　サンキュー！　サンキュー！」

　レオは架か空くうの大観衆にお礼を言った。駆はそんな彼がおかしくて笑った。

　結局それからゲームそっちのけで二時間、二人は（いや、主にレオは）自分が知っている歌を歌いまくり、受付からの『お時間ですコール』ももどかしく、カラオケボックスを後にした。




　──レオと一いつ緒しよに過ごせば過ごすほど、駆は加速度的に不思議な気分に包まれた。




　二人はそれから駅前のゲーセンに移動し、『モンブレ』に出てくるモンスターのぬいぐるみがぎゅうぎゅう詰づめにされたクレーンゲームに熱中。

　結果、ここで活かつ躍やくしたのは駆で、彼は傷だらけの巨きよ大だいなペンギン型モンスターと、カビの菌きん糸しに覆おおわれた偉大なるダンゴムシ型モンスターと、どう見てもたらこにしか見えないザコモンスターのぬいぐるみをゲット。それを欲しがったレオのカバンをぱんぱんにした。

　けれどレオが一番手に入れたがっていた、あの巨大リクガメのぬいぐるみだけは、どういうわけだかクレーンのかぎ爪づめとそりが合わないらしく、

「いけ！　そのままいけ！　ん、ああ、あああ～……ッ！」

「ごめんレオ、また……落ちちゃった……」

「頼むぜ駆かける！　お前だけが頼りなんだからな!?」

　駆から言わせれば、レオにはクレーンゲームの素質が全く無いのだった。

　クレーンゲームは我が慢まんと冷静と計算の世界なのに、それがどれも彼には備わっていない。

　けれど、

「ねえ店員のお兄にいさん！　これっ！　これはどうにかなんないの!?」

　レオのこういうところが、駆には全く無いところだった。彼は誰にでも、まるで以前からの知り合いのように気軽に会話を交わす能力の持ち主だった。今もレオは店員さんと掛け合い、ぬいぐるみの位置を調整して貰もらっている。

「これでバッチリ」

　立ち去っていく店員を見送り、レオは笑った。

　まったく不思議な気分だった。性格はお互たがい正反対のように見えるのに、なのになぜか、駆にはレオの抱いだいている気分が、彼がだいたいどこら辺のコトを考えているのかが、なんとなくわかってしまう気がするのだ。

　会ってまだ一日も経たってない。胸のドキドキだって収まっていないのに。

　こんな同年代に出会ったコトは、駆はもちろん初めてだった。

　そしてそれは案外、レオにとっても同じだったらしく、

「俺おれさ、今まで友達とかって──」

　ゲーセンを出て、隣となりにあったスタードッグス・コーヒーで《抹まつ茶ちやフラペツィーノ》の《トールサイズ》を飲みながら、美少年は駆に言った。

「──呼んだり呼ばれたりしないと、来ないものだと思ってた」

　それは半分くらいは独ひとり言で、残り半分を駆へ向けて呟つぶやいてみた、っぽいセリフ。

「でも、こういうこともあるんだな」

　駆は「うん、そうだね」とレオに同意する。駆は、彼も同じように思っていてくれたことに、さらに嬉うれしさを加速させる。

　人工衛星の窓からにっこり微笑ほほえんでいる犬スプートニクのマークでおなじみ、スタードッグス・コーヒーに入ったのも、実を言えば今日きようが初めてだった。

　駆は最初、レオがなんの気負いもなく堂々とスタドに入って行くから、てっきり何度も行ったことがあるのかと思ってほっとしていたら、なんと彼も初心者だったらしく、

「え？　ショート？　ショートってＳサイズってこと？　じゃあＭは？　トール……？　だ、だったらＬは？　……グ、……グランデ？　え、じゃ、じゃあ……──」

　駆もわけがわからなくなり、カウンターで二人して大おお騒さわぎをして、結局、レオと駆は同じ抹茶フラペツィーノのトールサイズを購こう入にゆうしたのだ。というかフラペツィーノって、フラッペかき氷ってことでしょ……？

　その冷たくて美味おいしい飲み物をストローでちゅーちゅーしながら、二人は混んでいる店内から流れ流れて歩道に面したテラス席へ移動する。

　午後五時。

　駆かけるとレオは、まだまだぬるくもならない街の緩ゆるい風にそよがれていた。

「駆は、この辺りに住んでるの？」というレオの何気ない問い。

　それに駆が「まあまあ近いかな」とか答えた後、レオは抑おさえめなトーンで語り出す。

「……実は俺おれ、こっちの親しん戚せきの家に夏休みの間、預けられる予定なんだけど。正直……そんなとこには行きたくないんだ」

「ぼくは、その逆かも」

　駆は紙ナプキンに水がどんどん染しみこんでいくような気分になって、思わず反応してしまった。

「ぼくの両親は今、北ほつ海かい道どうにいてさ。でもぼくは転校なんかしたくなくて、一人で大だい丈じよう夫ぶだって言ったら、本当にそうなっちゃった。……自分で言い出しておいてなんだけど、ちょっと、びっくりしたよ」

「じゃあさ、こっちにいる間、俺達──」

　なにかを言おうとしていたレオの声が急に、氷を詰つめられたように尻しりすぼみに消えた。

　見れば彼の視線が一点で止まっている。駆はその先を追ってみる。

　大通り沿いのスタードックスのテラス席。歩道を左手に辿たどっていけば、高こう架か下したを過ぎて大きな交差点がある。そこに、まっすぐこちらを見ているスーツ姿の男があった。ひょろりと背は高いが不ぶ気き味みに猫ねこ背ぜで、細い顔と突つっ張った両目は、まるでトカゲを思わせる。

　そんなトカゲスーツを目にしたレオは、明らかに動どう揺ようしているようだった。

　そしてスーツ男の方もレオを確認したのだろう。耳元にずっと当てていた携帯電話をたたみ、突とつ然ぜんこちらに向かって走り出したのだ。

「やべっ……」

　レオの腰こしが浮いた。と同時に駆は自分のボディバッグを斜ななめ掛けにし、テーブルの上にある二つの抹まつ茶ちやフラペツィーノを両手に持って立ち上がる。

　その時だった。




「いたいた、みっけたよ？」




　ダッシュでこちらへ向かってくるトカゲスーツの姿を、左右から覆おおい隠かくしてしまうように、なにかが遮さえぎった。

「へ……？」

「えっ？」

　完全に不意を突つかれていた。駆かけるとレオの座るテラス席を囲んだのは、

「二人とも、まだもってるよな、モンブレ」

　あの日焼けチェックシャツだった。

　駆を整理券の列から排はい除じよしようとした、あの『転売屋』グループが立ちふさがっていたのだ。

　日焼けシャツの両脇には筋肉タンクトップと長ちよう髪はつチェーンが揃そろっていて、さらに二人、同族の若者が増えている。

「駆」

「うん」

「逃げるぞ」

　息もぴったりに、二人は脱だつ莵との如ごとく走り出した。

　もちろんその場から思いっきり一歩目を踏ふみ出す直前に、二人してテーブルをチーマーに向かって力の限りひっくり返すことも忘れない。

「ま、待てやぁ！」

　獣けもののような怒ど号ごうを吐はき散らして、チーマー達は駆とレオを追ってくる。

　その差は十メートルもありはしない。駆はチラリと、それからまじまじと背後を振り返って観察する。

　自分達を追うチーマーは五人。

　そしてその後ろ、五人を追走するように見え隠かくれしているのは謎なぞのトカゲスーツと、肩かた幅はばがトカゲスーツの二倍、体積にしたら四倍はあろうかという巨きよ漢かんのスーツ男……って、ええッ!?　スーツ男が、増えているッ!?

「駆！　どっちに行けばいい!?」

　とにかく、今は逃げ切るコトが最優先だった。

「そこのビルとビルの間を入って！」

　たたらを踏ふんで勢いを殺し、レオと駆はビルの谷間に突っ込む。

「うおぅっ!?」

　レオはその光景にうめき声を上げる。

　そこは一見すると、ガラクタのような電子機器を売る露ろ天てん商しようが並ぶ、まるで異国の路ろ地じ裏うらのような場所だった。集まっているお客さんも、さっきまで街を行き交かっていた人々とはまるで人種が違っていて、なにかの作業服に身を包んだガタイのいい男達で賑にぎわっている。

「こっちだよレオ！」

　駆ははぐれないようにレオの手を取り、無む理り矢や理り詰つめ込まれたように立ち並ぶ露店と露店の間を進んだ。比較的小こ柄がらな二人の少年は、そこを縫ぬうようにして足早にビルの反対側に抜ける。

「ここまでくれば、きっともう……」

　足を止めずに人混ごみに紛まぎれるようにして、細い路地を駆かけるは背後を振り返る。

「ほら、見てよレオ。もう追って来なくなって……って、レオ？」

　けれどレオは背後を振り返ろうともしないで、駆を見つめている。

「どうしたの？」

「なあ、……その、手、もう、いいだろ？」

「あ、ごめん！」

　駆は繫つなぎっぱなしだったレオの手をぱっと離はなす。緊きん張ちようしっぱなしでうっかり忘れていたのだ。

「いや、……いい、けど……っ、お、お前、本当に……」

　と言いかける美少年に、駆は耳まで真まっ赤かにしてぶんぶんと首を振った。

　黒いキャップのツバで表情を隠かくしたままのレオは、「わ、わかったから……！」と駆から顔を背そむけるように背後を振り返り、

「んなっ！」

　その声に、駆もびくりと確認する。

　なぜだかビルの谷間から突つき飛ばされ、追い出されるように出てきた五人のチーマー、そして二人のスーツ男。彼らはすぐさま駆とレオを見つけ出し、

「くそッ！　あいつらしつけぇよっ!!」

　レオは吐はき捨てる。それがチーマー達のことなのかスーツの方を指しているのかはわからない。けれど、どちらにしても捕つかまるわけにはいかなそうだった。

　再び始まる逃走劇。

　さっきより相手との距きよ離りはあるものの、駅から離れ人通りが少なくなっているため、二人は後続を振り切れず、しかも逃走ルートはだんだんと駆が不慣れなエリアになり始めてしまっていた。

「というか駆!?　お前なんで大事に今でも抹まつ茶ちやフラペツィーノ持ってんだよ！　捨てろ捨てろ！」

「だ、だって美味おいしいし、もったいない！」

　レオを導くために手を握にぎった時も、片手で二つを抱かかえて走った駆である。これだけは捨てられない。

　それよりも、いったいどうしてぼく達はこんなにも追い回されなければならないのだろう。駆は逃げながら考えてしまう。こんなコトさえ無ければ、なんだかんだできっと今日きようは楽しい一日になったのに……!!

「え……!?」

　その悔くやしさに思わず背後を睨にらむように振り返った駆は、そこに見る。

「な、あぁあう!?」

　五人のチーマーをゴボウ抜きにして、トカゲスーツが迫っていた。

「やばい！　レオ！　追いつかれちゃうよ!!」

　なんという脚力。トカゲスーツはスプリントモードに入ったらしく、誰よりも全身を使い、なにかの映画で見たサイボーグのようにぐんぐんと迫り、

「うわぁあっ！」

　ついにトカゲスーツが伸のばした手が、経路上にいた駆かけるの襟えり首くびを捕らえた。

　瞬しゆん間かん、あまりにもびっくりした駆の手が跳はね上がり、連動して、彼が持っていた抹まつ茶ちやフラペツィーノは二つとも跳ね上がるようにして、ばしゃあっ！　と、

「あっつ!?　冷てぇっ!?　てか甘あめぇえッ!?」

　トカゲスーツへと真ま緑みどり色に直ちよく撃げきし、彼が思わず駆から手を離はなして怯ひるんだ瞬間、

「駆になに手ぇ出してんだテメェッ！」

「うぐおっ!?」

　トカゲスーツの長身が、飛んだ。ずだん！　とレオが歩道を踏ふみならして腰こしを落とし、駆と交差したと思ったその時にはトカゲスーツは竜たつ巻まきに巻き込まれたように宙ちゆうに浮かび、放物線を描いて迫り来ていたチーマー五人の上に、

「うぎょがわぶわああ痛ぁあい!?（こきこきぽきぽき）」

　墜つい落らく。そこへ最さい後こう尾び、巨きよ体たいスーツがそのもつれ合った六人を避さけ、さらに駆とレオにどしどしと迫る。

「待て！　いい加減にしろリサ……！　これ以上、我わが儘ままを、言うんじゃない！」

　巨きよ軀くをゆっさゆっさ揺ゆらすスーツ男の顔は、その体たい軀くに似合わず精せい悍かん、まるで狼おおかみのように引き締しまった異相をしていた。ハッキリ言って堅かた気ぎじゃなかった。

　さすがにぜえぜえはあはあと息を荒げ、死にそうな呼吸になりながらも、その声は日に本ほん刀とうのように気品があって鋭するどい。

　しかし決してスポーツマン体型でない体軀での連続ダッシュである。このままでは、ぐったりそのまま倒れ伏してしまいかねない。駆はさすがに心配になってくるが、

「うるせえ！　もう放っとけよ!!　おい逃げるぞ駆!!　お前ももう諦あきらめろよ抹茶フラペツィーノは!!」

「う、うん！」

　本当にいいのだろうか。なんだか、かっこいいお相す撲もうさんがスーツを着たようなあのヒトだけは、なにかが違う気がするのだ。

　だから、レオに続いて走りながら問う。

「ねえ、あのスーツの人達は、なんなの!?」

　飛び散った抹茶フラペツィーノに気を取られて、駆はレオとスーツが交わしていた会話を聞くことはできなかったが、その響ひびきだけは思い出すことができた。

　レオとスーツ男達は、もしかしたら知り合いなのだろうか。

「あのスーツの奴やつらは、ええと……あ、あれだ！　転売屋のチーマーの仲間だ！　元もと締じめなんだよあいつらは！」

「えええッ!?　あれが!?　あ、危なかったー！」

「だろ？　くそっ、それにしても、なんで見つかったんだ……？」

　見つかったもなにも、あれだけ普通に、というか、周囲に気き兼がねなく騒さわいでいたら、発見されてもしかたが無いとも思うのだけど……。

　けれど、このまま駅の周辺を二人でぶらつくわけにもいかなくなった。

　ここはひとまず、

「じゃあレオ、とりあえず、ぼくの家に行かない？」

　駆かけるは、そう提案したのだった。

　時は夕刻、午後六時のことであった。










　★




　…　…　……

　～～～すやすや──

　……すやすや、すや……、

「……、ん……っ」

　朝の気配に薄うすらむ微睡まどろみ。寝返りを打って、静かに意識が戻もどる一いつ瞬しゆん、

「はっ」

　それを摑つかみ取るようにして咄嗟とつさの覚かく醒せい、上半身をがばりと起こす。

「んあ……あ……っ！」




　瑞ミズ星ホシリサ、一生の不覚だった。




「はぁぁ～～っ!?」

　彼女は自分が、見知らぬ少年の、見知らぬ部屋の、見知らぬシングルベッドで眠ねむっていたコトを再発見し、

「い、あ、あ……」

　ベッドから立ち上がり、よろよろと洗面所へと移動した。

　見知らぬ、少年の……？

　いや、見知らぬわけじゃない。自分がさっき跨またいだ、固い床ゆかにタオルケット一枚＆胸の上に子猫ねこ一匹ぴきでまだ眠りこけている少年の名は、駆かける。

　小こ井い戸ど駆。

　昨日きのう、フォトバシカメラで出で逢あった同い年の少年である。

「うわぁあ……」

　瑞ミズ星ホシリサ。＝イコール小井戸駆にとっては伊イ豆ズ島シマレオという名の少年は、小さな洗面台の鏡の前で身をひねり、頭を抱かかえ、深い溜ため息いきと共に目を閉じた。

「やっ……ちゃっ……たぁ……っ！」

　男の部屋で、二人っきりで一いつ泊ぱく。

　顔から火が出るようだった。

　十五年間生きて来た中で、こんなにわけのわからないコトは無い。

　ノリのまま、自分はなんというコトをやってしまったのだ!?　これはもう、絶対に誰にも知られるわけにはいかない……っ！

　リサはチラリと室内を振り返る。

「うっ」

　広がる景け色しきは、まさしく強ツワ者モノ共ドモガ夢ユメノ後アトという有様だった。

　これは主に昨日きのうの夜、駆と一いつ緒しよにコンビニに行って買って来たお弁当やスナック菓子や飲み物のペットボトルを、部屋中にレオが散乱させた結果である。

　そしてその混こん沌とんをさらに加速させていたのは、彼女が駆の本棚だなから引っ張り出してきた大量の漫画と小説と雑誌とＤＶＤのパッケージ。

　そんな広めの１ＬＤＫが、遮しや光こうカーテンから漏もれる一いち条じようの太陽光線で切り取られている。

　彼女の憶おぼえている限りで言えば、この光景は全部自分が演出したものだった。




　昨日の午後六時半。




　チーマー五人と怪しげなスーツ二人を駅周辺に置き去りにするようにして二人は駅を迂う回かい、ぐるりと繁はん華か街がいの縁ふちをなぞって二駅分の距きよ離りを移動し、駆の家まで辿たどり着いた。

　住宅街の片かた隅すみにある古めかしいが清せい潔けつな、二階建てのアパートだった。

　そして駆の後についてコンクリートの階段を上がり、角かど部屋。

「お、おじゃましまーす……」

　おそらくはこの駆の家が、この周辺では一番安全ではあるのだろう。

　けれど幾いくらまめまめしいとは言え、この駆かけるという少年は正しよう真しん正しよう銘めいの男の子なのだ。

　正直言って、このまま上がるには抵抗があった。

　しかも高校一年生が一人暮らしをしている部屋だというのだから、ある程度以上の散らかり具合をリサは覚かく悟ごしていた。

　が、「あれ……？」と彼女は思わず声を漏もらす。

「けっこう、片付いてる……じゃん」

　想像と違って、部屋は物が多い割には、綺き麗れい好きの主婦が支配する空間のようにこざっぱりと片付けられている。

「本当にお前、一人暮らし……？」

「うん、もちろん。ああでも、これでもちょっと散らかっててさ、朝はバタバタしてたし。とりあえず上がってよレオ、喉のど渇かわいてない？」

　リサはお言葉に甘あまえるカタチで靴くつを脱ぬぎ、カーペット敷きの床ゆかに座って冷蔵庫から出されたばかりのペットボトルのお茶を貰もらう。

　それでようやく、一息つくことができた。

　もちろんリサはしばらくこの部屋で休ませてもらったら、頃合いを見ておいとまするつもりだった。

　断じてその予定であった。

　まさかこのまま男子の家で一いつ泊ぱくするなんて、あの時は想像すらしてはいなかった。

　行く当てもなく〝家出〟をして、今日きようは最悪で野宿。良くてビジネスホテルに泊とまるか……けれどお金は節約しなくちゃだし……とためらい、なんだったらこの家に泊めてくんないかなー……とか、ちゃっかり思ってなど、決して無かったのだ。

　断じて。

　それなのに自分が道を踏ふみ外したのは全部コイツの部屋のせいなのだとリサは思った。

　そう、自分は決して悪くない。

　だってまず、子猫ねこがいた。

「ユピテルっていうんだ。茶トラの柄がらが木星ジュピターみたいだから、木星ユピテルって」

「にゃぁあん！」

　子猫は勢いよく駆の身体からだを駆かけ上がり、その肩かたからリサへと飛びかかってきた。

「うわぁあん！」

　思わず声がでた。少女はネコが好きだった。だからこそ声が高くなってしまうのを、ネコを抱だっこしてぴょこぴょことジャンプしてしまいそうになるのを、ぐぅぅっと堪こらえ、

「お、おう！　よろしくなユピテル……！」

　リサはできるだけ男の子っぽく、けれども両の瞳ひとみをハートマークにさせながら、子猫の頭をこねくりまわした。

　だめだなにこれ、かわいい過ぎるぅぅ……！　なんで指とかぺろぺろ舐なめてくるの!?　これ以上見てたらおかしくなる！　おかしくなっちゃう！　目を逸そらさなきゃ！　目を……っ！

　そして首ごとそっぽを向いたその先に、

　膨ぼう大だいな書しよ籍せきがあった。そして棚たな差ざしされたＤＶＤも。

「ぁああッ！　すげえ！　『セミマン』がッ！　『アンシーン』が！　全部揃そろってるぅぅうッ!!」

　駆かけるの部屋は壁一面が本棚だった。それに床ゆかにだってどっさり整理した本が積まれている。レオが口にした『セミマン』や『アンシーン』という漫まん画がも、全巻揃ってたら是ぜ非ひとも一読しておくべきリサ的推すい薦せん図書であった。

「うん、なんか部活のみんながよってたかって持って来るんだ」

　リサは本が好きだった。活字も好きだったが、それが漫画だったらもう文もん句くは無い。

　そして彼女は、映画も大好きなのだ。

「う、渋しぶい……っ！」

　漫画と小説と並んで映画のＤＶＤも豊富だった。ハリウッドものはもちろん、日に本ほん映画界の巨きよ匠しようである黒クロ澤サワ冥メイ監かく督とくの作品や、話題のお笑い芸人『チーズグラタン』や『さふぁいや食堂』のＤＶＤもたくさんあったが、そこになんのためらいもなく『輪りん廻ね世紀ウラジミール』や『自由落下の帝国』と言った知る人ぞ知る名作や迷めい作さくが無む造ぞう作さに突つっ込まれている。

「そっちのＤＶＤは、先せん輩ぱいがみんなで見ようって持ってきて、そのままのやつなんだ」

　珍めずらしいというか節せつ操そうが無いというか、ＤＶＤの隣となりには、映画や舞台の脚きやく本ほん集までもがごっそりと並んでいた。

「へぇ……」

　自分も後で読んでみようと思える、しわしわの付ふ箋せんがはみ出たような、かなり使い込まれた台本を横目にしながらリサが視線を流していると、

「うぶっ!?」

　思わず、吹き出す。

「こ、こ、これ……ッ！」

　眺ながめる戸棚だなの中には深海ドキュメントやアーティストのライブ、さらにはアイドルのプロモーションＤＶＤまで詰つめ込んであり。そして、

「これ、は……ッ！」

　それは彼女のＤＶＤだった。つまりは『瑞みず星ほしリサ』の魅み力りよくがたぁっぷり詰め込まれた映像満まん載さいのＤＶＤ、そのタイトルは『流星少女』である。この中でリサは水着で浜辺を走ったり、公園でスキップしたりしているのだ。

　しかもよく見たら今ではプレミアがついてる最初期のものもあるよ!?　どういうこと!?　すごい恥はずかしいぃぃぃいいいいいいッ!!!!

「ああ、それ？　ええっと、瑞ミズ星ホシリサっ……て知ってるよね。それは友達が置いてったんだよ。そのアイドルの大ファンだから、ぼくに布教用だって言ってさ」

「こ、これ……か、駆かけるは、見たの？」

「ぅ、うん、なんか恥はずかしくって、友達と一いつ緒しよにしか見てないけど、あ、レオも見たい？」

「いい！　いい！　見たくない！　別に見たくない！」

　リサは無む理り矢や理り、意識を『流星少女』から引きはがし、身をひるがえしてテーブルの縁ふちに座り込んだ。

　そして、「なあ、それよりモンブレの続きしようぜ！」と、駆を誘さそった。

　できるだけあのＤＶＤから駆の、そして自分の気持ちを逸そらさなければならなかった。

　リサのテンションはこの時、かなりクリティカル。

　なので、

「なあ、せっかくだからモンブレ、下級装備を全部揃そろえてから、上級攻こう略りやくしようぜ！」

　と、駆に提案する。そのアイデアに、まめまめしいことが大好きな駆は飛びついた。

「いいね！　やろうやろう！」

　けれど、ここから先はよくある話である。

「出ねぇ……！　ギルマガンゼ（あの巨きよ大だいリクガメモンスターの名前）の逆げき鱗りんがいくらやっても出ねぇよぉぉおお……!!」

　しっぽも切断して剝はぎ取った。

　破壊可能部位を全すべて壊こわして捕ほ獲かくした。

　けれどいくらやっても、ギルマガンゼ装備を作るための必ひつ須すレアアイテムである『逆鱗』が、レオにだけには、出なかったのだ。

「あ、ぼく、三つ出た……」

「俺おれのを吸ったなッ!?　捨てろ！　おまえもうギルマガンゼ装備揃そろってるだろ!?　その逆鱗を捨てろ!!　それを海へ捨ててぇええ……ッ!!」

「無茶言わないでレオ！　せめて売らせて！」

　だから、気付いたら夜の十一時を超えてしまっていたのは、すっかり油断していた自分のせいではなく、全部この部屋と、部屋の主あるじである駆に責任があるハズだった。

「あ、ごめんレオ！　時間大だい丈じよう夫ぶ!?」

　二人は同時にそれに気が付いた。

　あまりにもうっかりしすぎていた。慌あわててネットで調べてみたところ、あと十分で終電が発車してしまう。そして十分では、ここから駅までギリギリで間に合わない。

「じゃあレオ、泊とまっていったら？」

　唐とう突とつな申し出だった。リサはぎょっとして、駆を見つめた。

「……あ、だめだった？　そうだよね、今日きようは親しん戚せきの家に──」

「だ、だめじゃねえよ！」

　咄嗟とつさに、答えていた。

「で、でも俺おれさ、駅のロッカーに荷物、預けてあるんだけど……」

　それから必死に、言ってしまってから、そういう流れになってしまってはいけないと思い直すかのようにリサはイイワケを並べ始める。

「それに……や、やっぱりわりーよ、そんなの駆だってメーワクだろ？」

「うぅん、かまわないよレオなら」

　その言葉に、なぜかリサはかっと顔が熱くなった。

　なんでこの駆はいともたやすく、自然にそんなコトを言ってくれるの!?　信じられない……！

　彼女は慌あわてて、嬉うれしいような恥はずかしいような気分を取り消すように両手で頰ほおを押さえ、駆から視線を逸そらす。が、なおも駆は、

「それに、駅に荷物があるなら一いつ緒しよに行くし」

「ま、待てよ、俺、一人で行けるから──」

「だめだって！　もしもまだあいつ等らが駅にたむろってたら危ないよ！」

　もうだめだった。顔の火ほ照てりは首を伝わり、全身に回っていた。

　結局、リサはそのまま無言になってしまい、駅まで駆がついてくるままに任せた。




　深夜の駅に到着し、リサはコインロッカーから大きめのスポーツバッグを取り出す。




　心配していたチーマーとスーツ男の姿はそこになかった。当たり前と言えば当たり前の話かもしれなかったが、二人はお互たがいきょろきょろしながら、アトラクション気分で駅構内を脱だつ出しゆつした。

　帰りは停とめっぱなしだった駆の自転車に二人乗り。

　その途と中ちゆう、深夜のコンビニに寄ることになった。

「夜食と、明日あしたの朝ご飯はんの買い物をしたい」と駆が言い出したのである。

　そしてリサは、そのコンビニで宿泊用の備品で足りない物を物色している最中、

「ん？　明日の、朝ご飯……？」

　急に自分が置かれている場所に、再び思い至ることとなった。

　買い物カゴを持って、牛乳パックの日付をチェックしている駆は、いかにも温和そうな少年だが、一応は高校一年の男子なのだ。

　そして自分は同い年の女子だった。

「ぅ、うぅーっ!?」

　異性同士がこれから同じ部屋で夜を明かそうとしている。

「え……ということは、着替えとか風ふ呂ろとか、どうするつもりなの!?」

　今さらながらリサは焦あせった。

　しかし、それを駆かけるに悟さとられるわけにはいかない。

　彼に、自分が女だと知られたくなかった。

　だって、もしもバレてしまったら「女の子を泊とめることなんてできない！」と、部屋から追い出されてしまうかもしれないではないか！

　今さらながら、さすがにそれはキツかった。

　──コンビニで飲み物や食料品を買い込んだ二人。

　リサはロードバイク風ふう自転車の後部に立ちノリしたまま、ぐるんぐるん悩み、ためらいつつ、けれど結局、そのまま駆の家に戻もどってきてしまう。

　そして、再び誘ゆう惑わくの多い部屋に上がってそわそわしていると、冷蔵庫に食料を詰つめている駆から、

「あ、じゃあレオが先にシャワー浴びちゃってよ」

　ばくん！　と、リサの心臓は喉のどまで迫せり上がった。

「あぁあああぁわわわ、わかった！　うん！　入ってくるから!!」

　駆の言葉に少しも動どう揺ようしてはならなかった。リサはスポーツバッグの中から替えの下着を引っ張り出し、タオルにくるんで、あらかじめ教えて貰もらっていたバスルーム、その脱だつ衣い所じよに入り、ドアを閉めた。

　もちろんそこに鍵かぎなどという気の利いたものはついてない。

　リサは耳を澄すまし、駆がキッチンにいることを確かめ、一気に服を脱ぬぎ捨て、たたみ、その中に脱いだ下着をしまいこんだ。

　そして激しく脈打つ心臓の代わりに息を止めたまま、彼女はバスルームに飛び込む。

　扉とびらを閉める。

　曇りガラスをはめ込んだこのドアにはさすがに鍵がついていて、小さなそれを、リサはかちゃかちゃと焦あせる指先でしっかり作動させた。

　駆は、レオが女だと知らない。きっと思ってすらいないだろう。

　だから、もしかしたら同性の気安さで、平然と駆はドアを開けて来るかもしれないのだ。

「ふぅ……」

　ロックがしっかりかかったことを確かめ、浴室内の空気が固定されると、リサはようやく息をつく。

　それからシャワーのお湯をひねり、ざかざかと落ちかかる水がお湯へと変化していくのを待ちながら、

「あれ……？　なんで自分はこんなところにいるんだ？」

　という思いが、胸の中の、それほど悪くない位置にあることに気付いた。

　リサはまだまだ水がぬるいうちから、シャワーの水流の中に自分のカラダをくぐらせた。今日きよう一日の汗あせがするすると流れていくのがわかる。

　自分が転がり込んだ家の主あるじ、小こ井い戸ど駆かけるは変なヤツだった。

　彼は自分と同い年にも関わらず、手の掛かる弟のように放っておけない一面があった。

　自分があの時、チーマーの前に立ちはだかっていなかったら今頃彼はどうなっていただろう。

　きっととんでもない目にあっていたハズなのだ。

　リサは、自分があそこに偶ぐう然ぜん居合わせた幸運を思う。

　と同時に、駆が助かったのは、ただただ運が良かったからとしか言えないことにぞっとする。

　まったく、リサからすれば駆の行動は見ちゃいられないの一ヒト言コトだった。

「ふふん……っ」

　リサの口元に笑えみが浮かんだ。浴室の隅すみっこに整ととのえられていたボディーソープを泡あわ立だて、それで全身を包みながら彼女は昼間歌ったモンブレのテーマをハミングする。

　しかたない。こうなったらもう少しだけ、このわたしが面めん倒どうを見てやるか。

　そんな気分でカラダについた泡をシャワーの水流で流していく。その時だった。

「ねえレオ、今だいじょうぶ？」

「んひぃやあぁっ！」
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　扉とびら一枚向こうから突とつ然ぜん声を掛けられ、リサは思わずバスタブへとよろめき、そのままバスタブ内へ転がった。

「な、な、なに!?　どうした駆かけるっ!?」

　脱だつ衣い所じよからは、曇りガラス越しにこっちの姿が見えているハズだった。けれど駆はそれに気付いてか気付かずか、

「ここに着替え、置いておくから。ぼくのジャージだけど、平気だよね？」

「さ、サンキュー！　助かるよ！」

　駆は洗せん濯たく機きの上にジャージを置くと、なんのためらいも無く脱衣所を出て行ってしまった。

「う、うあー……」

　しかもなんとガサツなのだろう。駆はどうやら脱衣所のドアを開けっ放しにしたままで戻もどって行ってしまったらしい。

「わざとか!?　それとも、本当に天然……!?」

　それからリサは、まるでスグ側そばで駆に見られて、急せかされているかのように頭を洗って、そうっと浴室のドアから手を伸のばしてバスタオルを摑つかみ、浴室内でカラダを拭ふいて、新しい下着をつけ、駆のジャージに身を包んだ。

「い、いい湯だったよ」

　リサは髪かみを拭きながら、駆に告げる。すると「じゃあ、ぼくも入って来ちゃうから」と、入れ替わるようにして駆がバスルームに消えていく。

　そして彼がシャワーを浴びているだけだというのに、その間中、リサは妙みようにそわそわと居場所が無い。

　さっき駆が座っていたベッドに腰こしをかけるべきか、自分のバッグが置いてあるすぐ脇の床ゆかに座っていればいいのか、パソコンが置いてある机つくえの椅い子すに着席していればいいのか。

　そんなもやもやを振り切るようにして、リサは立ったままゲームのスイッチを入れ、一人でモンブレに没ぼつ頭とうした。

　そして、

「あッ、で、出たぁッ！　駆！　ギルマガンゼの逆げき鱗りんが出たよぉッ！」

　夢では無かった。ふてくされていたようにベッドに座り込んでいたリサは思わず立ち上がる。時間さえつぶせればいいと思ってプレイした討とう伐ばつクエストをクリアーし、なんの期待もせずに見た報ほう酬しゆう画面。そこに、ずっと求め続けていたレアアイテムが、

「一気に二つも！　ねえほら見て！　これでガンナー装備までぎゃああああああっ！」

「ぎゃああはこっちだよレオ！　なにしてんの!?　急にお風ふ呂ろのドア開けないでよぉ！」

　リサはそれ以上の悲鳴をぐっとこらえ、ごごっごごめん！　とドアを閉めてリビングに逃げ帰った。

　しかしこれで証明されたことが一つだけある。

　リサとは違い、駆は性別を偽いつわってないというコトだ。

　彼女はそのことに、なぜかほっとし、それからやっぱり自分のしてしまったことを思い返して「うわああああ」と頭を抱かかえた。駆かけるは自分と同じ『男の子』に見られたから別になんとも思ってないだろう。

　だから、自分だってなんとも思ってないと駆に思わせなくてはならない。

「おちつけ、落ち着くんだわたし……！」

　子猫ねこのユピテルだけが、身もだえし続けるリサの姿を、あくびしながら見ていた。

　結局、リサは『レアアイテムが出たから興こう奮ふんしてるだけなんだからっ！　あなたのせいなんかじゃないんだからっ！』という態度で、駆をモンブレの上級クエストに誘さそい、それから意識が眠ねむ気けに引きずり込まれるまでモンブレをプレイした。

　余計なことなど、なにも考えないように。




　そして、一夜が明けていた。




　──まだ駆が目覚めないのをいいことに、リサは相変わらず洗面所の鏡を覗のぞき込んでいた。

　一晩一いつ緒しよにいても、駆はレオが実は女だとは気付いていないハズだった。

　伊い豆ず島しまレオとは、リサが一度、舞台で演じたことのある少年の名前であった。それは脚きやく本ほん家かがリサ自身の性格や見た目をモデルにして作り上げた役やく柄がらで、つまりその大おお枠わくは、瑞みず星ほしリサに似せて作られている。

　だからとっさに彼、伊豆島レオは瑞星リサに成り代われたのだろう。

「うん……っ」

　リサは鏡に向かって、駆の友達であるレオの輪りん郭かくをもう一度固め直す。

　夏休みの間、親しん戚せきの家に預けられそうになっているなんて真まっ赤かな噓うそ。昨日きのうの夜、電話でその架か空くうの親戚の家に連れん絡らくを取ってみせ、一度顔を見せれば好きにしていいと言われたというのも全部、リサのでっち上げた設定、演技に過ぎない。

「それに……」

　自分が男の子としてここにいることができれば、全すべてが上う手まく行きそうな気がするのだ。

　第一に、この家ならばあのマネージャー達から上手く逃げ続けることができるかもしれない。

　そう考えて、リサは小さく舌した打うちする。

「そういえば、」

　あの二人は今頃どうしているだろうか。大おお貫ぬきさんはいい。あのヒトを全力疾しつ走そうさせてしまったのは悪かったけど、なんだかんだ言って、大貫さんはきっと自分を理解してくれると思うのだ。

　が、兼かね藤とうを投げ飛ばしたのは、今考えてもいただけなかった。

　駆を助ける為ために思わずやってしまったとはいえ、兼藤はとても執しゆう念ねん深い男だ。きっと今頃、どこまでも追ってくる腹づもりを固めているだろう。

「けど、なんとしてでも、逃げ切ってみせる……！」

　自分はある出来事を振り切って、ここにいる。

　それを思い出したリサは、まただんだんと腹が立ってくる。

　いや、激げき怒どすると言ったっていいハズだ。

　いつの頃からだろう。

　自分が今、いったいなんの為に、なにをしているのかすら、わからないくらい忙いそがしくなってしまったのは。

　瑞ミズ星ホシリサのデビューは実に十二歳さい。わずか三年前のコトだ。

　仕事を始めた最初の頃は楽しかった。両親のツテで舞台に立つようになって一年目までは、リサにとって芸能という世界は、毎日を充実させてくれる夢みたいな空間だった。リサはあの頃を今でも懐なつかしく思う。

　舞台という場所が肌はだに合ったのだろう。周囲の者はリサの持つそれを才能と呼んだ。

　脇役だったのは最初の数回だけで、彼女はすぐに主役級に抜ばつ擢てきされ、あれよという間に人気を得て、気付いてみれば事務所という組織に所属していた。

　そこから始まったプロデュースは、今の彼女からしてみれば果てしない暴走だった。

　わけもわからずいつの間にかマイクを握にぎり、スタジオでデビュー曲を録音していた。

　いつの間にか水着になってＤＶＤの撮さつ影えいが始まっていたし、映画にも出演し、宣伝のためにテレビ局をはしごしていた。テレビでしか見たことの無い大人おとなと、自分はカメラの前で会話を交わしている。その現実感も無いままに景け色しきだけが目まぐるしく変わっていった。

　百歩譲ゆずってそこまではいいだろう。

　しかしなぜ、自分はああも頻ひん繁ぱんにひなびた日に本ほん各地の温泉地を巡めぐらなければならない？　休み無くデパートの小さなステージに立ち、遊園地や公共施設を回る必要があるのだ？　今日きようは何年何月何日で、ここはいったいどこなのだ!?

　休みなど無かった。スケジュールなどとっくに自分で把は握あくできなくなり、両脇を見れば敏びん腕わんのマネージャーが二人もついていた。

　与えられた仕事の一つ一つは楽しいものだった。

　しかし事務所の社長──彼女の祖父──は実に古いタイプの人間で、リサがいくらスターダムを駆かけ抜けようが容よう赦しやが無かった。

　若いうちの苦労は借金をしてでも買え。買って買って買いまくれ。

　瑞星リサの仕事の選ば無さはファンの間でも有名で、リサはどこまでもついてきてくれるファンのみんなが逆に可か哀わい相そうになってきてしまい、徹てつ夜やしてファンレターにお返しをしたこともあった。

　その最中、これだけには是ぜ非ひともやりたいと希望を出していた舞台への出演を、事務所に勝手にキャンセルされるという事件が起こった。

　リサはぶちぎれた。

　自分はいったいなにをやってきたのかというのか。

　わたしの存在は、まったく無視か？

　やっててよかったと思えた仕事なんて、かろうじて憶おぼえている範はん囲いでは『モンブレ３ｒｄ〝Ｇ〟』のイメージキャラクターをやったコトぐらいだった（けれど、それだってまだもらえるハズのソフトが事務所から届いていないってどういうことだ!?　もう自分で手に入れたし……!!）。

　さらにそこに来て、共に芸能人である両親の問題が勃ぼつ発ぱつした。

　もとから仲の良かったとも言えない両親。

　離り婚こんか、否か。

　あっという間にスキャンダルにもみくちゃにされた。

　離婚の原因、理由はリサにあると、そこには書いてあった。

　気付いたら目的地とは反対の電車にふと、乗っていた。

　前々から、逃とう避ひのように空想していた計画を、リサは実行してしまっていた。

　駅のホームで自分の気配を完かん璧ぺきに殺し、マネージャーに気付かれるコトもなく、どこに行くのかもわからない電車に乗っていた。

　しばらくして自分をチラチラ見ている周囲の視線に後おくればせながら気付き、今さらのように変装をした後──彼女はここでは無い、とても重要な場所に絶対にいなくてはならない時間に、まったく別のトコロにあっさりとたたずんでいる自分を発見した。

　家出は、達成されていた。

　もうなんだか馬鹿馬鹿しくなってしまい、知らない街をぶらぶらした。

　アテなど無かった。

　けれど『戻もどる』なんて想像しただけで、なにかが焼き切れる思いだった。

　そして今も、自分はこうして家出を続行している。

　偶ぐう然ぜんにも一人の少年と出会うコトで、それは成り立っていた。

　小こ井い戸ど駆かける。

　彼とはまだ一日しか一いつ緒しよに過ごしていない自分だが、駆と二人きりでいる時、不思議と罪悪感を感じないでいることができた。

　今までに無い安心感が、リサを満たしていた。

　……だからわたしは、駆を隠かくれ蓑みのとして利用する……？

　そうだ。自分はあの駆を、利用しようとしているのだ。

　だって、しかたがない。

　そこになにかが見えた気がしたのだ。

　家出以上のなにかが。

　それを手に入れるコトができたら、もしかして自分はもう、なにものからも逃げなくてよくなるような予感が、そこにあった。

　自分は今、感情とか良識が麻ま痺ひしているのかもしれない。そう感じるコトもあったが、それを確かめるまでは、どうしてもここにいなくてはならない気がした。

「うぅ……」

　それはしかし、駆かけるの優しさにつけ込み、彼を利用するというコトに他ほかならない。

「……け、けど……」

　ここでリサの思いは、言い訳のようにひっくり返る。

「これって、気が付かない駆の方も、悪くない……？」

　そうなのだ。簡単に騙だまされてしまう駆も駆だった。

　だって、少しくらい感づいてもいいだろうにと、リサは思う。

　というか、瑞みず星ほしリサがいつも結構かわいらしい制服っぽい衣装とか、ふりふりの女の子っぽい衣装を着た印象が強いせいかもしれないが、これしきの変装……というか男装で、この瑞星リサの正体に気が付かない周囲や、こんなに近くで生活しているのにツユとも疑いを抱いだこうとしない駆は、いったいどれほど鈍どん感かんなのだ!?

　そりゃ正体がばれたら一大事だから頑がん張ばって変装したつもりだよ？　けれども、ちょっとは「も、もしかしてこのレオっていう男の子は、実は女の子かも！　超ドキドキ！」みたいなことがあってもバチはあたらないだろうに……っ!!　なのにそんな気配が微塵みじんも無いなんて、逆に失礼だろうッ!!

　実に自分勝手な言い分ではあったが、駆はどうやら本当に、ほんのこれっぽっちも、伊い豆ず島しまレオが男の子だと疑っていないっぽかった。

　というか、信じる信じないのレベルではなく、そんなことは意識さえしていないのだろう。

「た、確かに、いつも衣装には、少しだけパッド的なアレとか、入ってたけど……っ！　やっぱりこの胸か！　もともとわたしは男の子っぽいっていうことなのかッ!?」

　リサは思わず鼻息を荒くする。

　まったく、こんな失礼な話があるだろうか……!!

　言われてみれば自分には、いわゆる一般的に女の子が魅み力りよくを備える部位に、ちょっとだけだが肉付きが足りないかも知れない。

　しかしそれはそれ。

　このカラダはなんの紛まぎれもなく、立派な女の子のものである。

　そればかりか、わたしはきちんとステージさえ用意してくれたら、一応なりとも女性として認められている存在だというのに……！

「んー……、駆ってやっぱり、もっと女の子っぽい娘この方がいいのかな……」

　これだけ身近に接しているにも関わらず女の子と気付かれ無いほどに、自分は駆かけるにとって魅み力りよくが無いのか。

　それとも、自分の『男の子』としての演技が絶ぜつ妙みように優れているのか。

　あるいはただただ、駆がきわめて鈍どん感かんなだけなのか。

「い、いや、これはきっと、わたしの演技が凄すごすぎて、しかも駆が鈍感なのに違いない……っ！」

　……いや、

「もしかして……」

　駆は既すでにレオが女の子と気付いていて、それでも知らない振りをしているのか？　まさか！

　だって、なんのために!?

「もう良くわかんない……！」

　リサは一人、洗面所で懊おう悩のうし続ける。
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　──一方、




「んんん～……っ」と、リサが続ける洗面所での壮そう絶ぜつで冗じよう長ちような身もだえの背後で、駆もようやく床ゆかの上で目を覚まし始めていた。

「……あ、あれ？」

　そしてふと、ベッドにレオがいないことに気が付き、その気配を洗面所に感じて、

「いた……。よかったぁぁ……」

　身体からだの力を抜いて、再び床に寝そべって目を閉じた。

　ユピテルがいるから一人で目が覚めても寂さびしくない、という昨日きのうの朝とは全然違う。

　むくむくと駆の中で嬉うれしさが膨ふくらむ。

　朝起きたら、部屋の中に誰かがいる。

　それが、こんなにもうきうきするコトだったなんて……！

「うぅぅーん！」

　駆は起き上がり、子猫のユピテルは主人の覚かく醒せいを感じ取り、ぴょいっと床に着地する。

「にゃうん！」

「おはようユピテル」

　そして駆は、今日きようも自分の身体中にエネルギーが充みち満ちていることを実感する。

「あはっ」

　と声が漏もれてしまうくらいに、今日も愉ゆ快かいで楽しい一日になりそうな予感を受信してしまう。

　駆かけるはさっきまでレオが寝ていたベッドに膝ひざ立だちになって、部屋のカーテンを開け放ち、室内に飛び込んで来る眩まぶしさに目を細めた。

　だって、予感は本当だった。

　昨日きのうあったことは、どうやら夢ではなかったらしい。

　レオは今も、洗面所で鏡に向かいながら、なにか身もだえするように身体からだを動かしている。

　彼独特の体たい操そうかもしれなかった。

　なにしろレオはなにか格かく闘とう技ぎも身に付けているようなのだ。

「すごいよな……、レオって」

　一日経たって、自分がハッキリとレオのコトが大切になってるコトに、駆は気が付いた。

　まるで自分に新しい兄ができたみたいだった。……もしくは、弟？

　とにかく、そんなコトを自分が言い出したら、きっとレオはこちらのことを馬鹿にしてくるだろうから絶対言わない。

「なんで俺おれが弟なんだよ！　お前実際は家族と離はなればなれに住んでるからって、友達を勝手に家族の一員みたいにするなよな!?」とか言われてしまうかもしれない。

　でも、ただ一つ確実なことは、彼と過ごすこの夏休みはきっと楽しいものになるってこと。

　なにしろ、だれかと一いつ緒しよにいるというだけで、こんなにもドキドキして、自然と笑みがこみ上げてしまうなんて初めてのコトなのだ。

　駆は自分の年ねん齢れいが五つも下がったように、心の中が無む邪じや気きにはしゃいでいるコトに気付いていた。

　それはテレビの中で憧あこがれていたヒーローを、実際に目の前にしたら、きっとこんなんじゃないだろうかという状況に近いかもしれなかった。

　なんだか奇き妙みように懐なつかしく、そして熱い想いに駆は満たされている。

「おはようレオ！　朝ご飯どうしよっか！」
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　すっかり片付けられたリビングで、二人はテーブルを挟はさんで向かいあっている。

　リサが朝食に用意された二枚目のトーストにバターを塗っていると、コップに牛乳を注つぎ終わった駆は不意に声を上げた。

「ああっ！　忘れてた！」

　テーブルに並んだ朝ご飯は豪ごう華かだった。それを目にした際、リサは思わず緩ゆるくなった口元を慌あわてて押さえたほどに。

　とは言っても、まるで見たこともないメニューが揃そろっていたというわけではなく、そこにあったのは黄身が半熟の目玉焼き、キノコとほうれん草とソーセージのあっさり炒いため、わかめのコンソメスープ。一度はどこかで食べたコトのあるようなレシピだ。

　違ったのは見た目と、その薫かおりだった。

　リサは自分のコトを比較的小食だと思っていたし、夏が始まってからは一層食欲が減り、朝ご飯はいつもヨーグルトドリンクとか、グレープフルーツゼリーとかしか食べていなかった。

　が、リサはその料理を見た瞬しゆん間かん、自分はだいぶお腹なかが減っていたのだ、ということに唐とう突とつに気付いた。

　いつの間にか箸はしを手に取り、彼女は男の子の演技も必要ない程に、駆かけるの手料理に食らい付いていたのだ。

　目覚めた直後に抱いだいたモヤモヤの身もだえなんか、頭から飛んでいた。今まで食べたものとなにが違うのかさっぱりわからなかったが、美味おいしかった。

　リサの実感では、駆はこれをあっという間に作り上げていた感がある。

　なにしろ気になっていた漫まん画がを一冊引っ張り出し、半分読まないうちに彼女はテーブルに呼ばれていたのだ。

　そして「な……、これ、すげえな駆！」と言ったまま、無言でトーストとおかずを往復するレオを、駆は嬉うれしそうに眺ながめ、自分もパンをかじった。

　しばらくしてレオは、観察されていた自分に気付いたのだろう。ハッと慌あわてたように顔を赤らめ、牛乳を飲み干して、駆に問いかけた。

「今日きようは、どうする？」と。

　駆は「うーん、そうだなー」と、何気なくカレンダーに目を留める。

　夏休みは始まったばかりと言っていい。またもや駆の胸に上昇気流が生まれた。

　ここで話は冒ぼう頭とう、駆の「ああっ！　忘れてた！」に繫つながる。

「ぼく、高校で演劇部に入ってるんだけど」

　カレンダーにそのことがメモしてあるのを、すっかり忘れていたのだ。

「え？　まじ？　おまえ役者なの!?」

　レオは演劇部と聞いて、わずかに身を乗り出してきた。

「うぅん、違うんだ」

　それを押しとどめるように、駆は自じ嘲ちよう的に笑った。

「ぼくは舞台裏の担たん当とう。今は大道具係なんだよ」

「へ？　おおどおぐ、がかり……？」

「そう、舞台装置とかを作る係。演劇部の友達に頼まれて、いつの間にか演劇部に入部してたんだ。知ってる？　演劇部ってすごくハードなんだよ？」

「お、おぉ……」

　知っていた。伊い豆ず島しまレオ。もとい本名＝芸名・瑞みず星ほしリサは、肩かた書がきこそアイドルだけれど、自分のポテンシャル、その軸じく足あしは、常に舞台役者に置いてあると信じている。

　本気の演劇部がどれほどの場所かはもちろん予想がついた。ある意味そこは、武術の稽けい古こよりもキツイ場所だったりするだろう。

「夏休みが終わったら校内の文化祭発表と秋の地区発表会があるから、そこで使う舞台装置を夏休み中に作っちゃうんだ」

「じゃあ今日きようは駆かける、そっちに？」

「うん。でも、どうしようかな……」

「なあ、そこに俺おれも、行っちゃだめ？」

「え？」

　その提案に驚おどろいたのは、口にしたリサも一いつ緒しよだった。でも、それも悪くないと自分でも思い直したらしい。彼女は駆を見つめた。

「手伝うよ大道具作り。行こうぜ、駆の学校に！」
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《学園ミュージカル『新しん撰せん組ぐみ』バルハラでキミを待つ・リミックス》と、書いてあるのだった。

「……なんだ、これ……」

「あ、それが台本なんだよ」

　机テーブルの上に無む造ぞう作さに置かれていたコピー用紙を束たばねた台本。それを見たレオが絶句していると、駆は手を休めずに答えた。

「なんでも、うちの演劇部に代々伝わってる台本で、元々は何代か前の先せん輩ぱいが書いた本らしいんだけど、毎年リニューアルされつつ上演されてる人気の演目らしいんだ（カタカタカタカタカタカタカタッ）」

「……で、駆はそれ、なにしてんの？」

「え？　なにって、舞台で使う衣装を作ってるんだけど」

　二人がやって来ていたのは、駆の通う高校の服ふく飾しよく室しつだった。

　昨日きのうと同じく熱い陽ひ差ざしの中、自転車二人乗りで校門をくぐったのが午前九時半。

　レオは、勝手知ったる駆にくっついて校こう舎しやの中をうろうろ、職員室経由でそのまま奇き妙みような教室に連れてこられたのだ。

　一いつ時ときは「演劇部のみんなに挨あい拶さつしてくるから」と服飾室を離はなれた駆に取り残されたが、その時に室内を見回した彼女は呆気あつけにとられる。

　服飾室にはずらりとヒトの上半身を模かたどったトルソーが並べられていて、そこに、どうやら新撰組のものらしい羽は織おり物ものや、つくりかけの攘じよう夷い志し士し達の衣装が掛けられている。

　そして戻もどって来た駆はと言えば、そのまま器用にミシンを操あやつって、ご覧らんの通り次々と衣装を仕上げ始めるのだ。

「いや待てよ駆かける！　お前自分は大道具係で舞台装置作ってるとか言ってなかったっけ!?」

「うん、大道具もやってるし、衣装もやってるんだ（ミシンをカタカタカタカタカタカタカタ……ッ）できたよ、ほら！」

　そう言って駆はぎらんぎらんにスパンコールが施ほどこされた『誠まこと』の文字を背負った羽は織おりを広げ、

「これ、ちょっと着てみてよレオ」

「い、いやだよ！　なんだこれ、俺おれこんな斬ざん新しんな新しん撰せん組ぐみの羽織は見たこと無ねぇよ！」

　レオは全身で拒きよ否ひ反応を示すが、駆はその言葉に俄が然ぜん、両目をキラキラさせると、

「あ、ありがとうレオ。で、でも……そんなに褒ほめられるなんてぼく……ちょっと恥はずかしいよ……！」

「褒めてんじゃねえよ！　なんなんだよお前のそのセンス！　だから褒めてないんだって！　なんで赤くなってもじもじしてんの？　ちくしょう、お前かわいいな！」

「……あ、知ってる？　レオ」

「な、なんだよ」

　駆は急に真ま面じ目めな顔になって、美少年を見つめる。

「ぼくも先せん輩ぱいに教えてもらったんだけど、新撰組で有名なあの△△△△だんだら模様の入った羽織は、江え戸ど時代に歌舞伎で上演されていた忠ちゆう臣しん蔵ぐらの四し十じゆう七しち士しが着ていた舞台衣装を、武士に憧あこがれまくった新撰組がそのままパクったものなんだって」

「……は？」

「つまり、新撰組は歌か舞ぶ伎きの衣装を現実世界で着ちゃった……現代風に言い換えれば、テレビの中のヒーローの衣装で刀を振り回したコスプレ警察集団でもあったってこと。だから、」

　じりりと、駆は羽織を両手で持ったまま、立ち上がり、

「……だからこのコンセプトは、概おおむねあってるハズ！」

「うぉおやめろ駆！　なにすんだぁ！　やめろ！　俺は着ないって！　ちょっと、や、やめて……っ！　くはぁッ！　ちょ、お前、どこ触さわって……!!　おおぉおい!!　か、駆……、こ、……こんな姿、誰にも見せられないぜ……？」

　駆の巧みな技術によって、レオはスカイブルー地に真っ白い△△△△だんだら模様が染め抜かれた総スパンコールの羽織を着用させられていた。しかしこれではまるで宝たから塚づか歌劇団ではないか。

「はっ！　だ、だから学園ミュージカル『新撰組』!?」

「似合う！　似合うよレオ！　そのまま舞台に上がっても絶対大だい丈じよう夫ぶだって！」

「そ、そうか……？　お世せ辞じでも駆にそう言ってもらえると、悪くないぜ……。よしっ！」

　レオは机テーブルの上の台本《学園ミュージカル『新撰組』バルハラでキミを待つ・リミックス》を摑つかんで開くと、

「『万バン国コク公コウ法ホウ!?　そんなものはもう古いぜよ！　今の時代はこれぇッ！　とある科学の粋すいを集めて作られた、このガトリング超電磁砲レールガンであの黒船に風穴あけてやるんじゃきぃぃッ！』」

「レオ！　それは坂さか本もと龍りよう馬まのセリフだよ!?　今のレオは新しん撰せん組ぐみのほうだから！」

「あ、そうか。ええと、どれだ新撰組のセリフは、あー……、これかな？『《天てん然ねん理り心しん流りゆう》は自動的なんだ。幕府の危機を察知すると自動的に現れる。残念だよ、芹せり沢ざわ鴨かもくん。今やキミは、幕府の敵てきだ』おいこれ、ネタが偏かたよってねぇか!?　誰だよこれを書いたやつは！」

「それよりもレオすごいね！　なんでそんなに台本読むの上じよう手ずなの!?」

「はッ……!?　あ、いっ、いやっ！　な、なんつーの？　俺おれ、幕末とか、好きだから!!　たまたまだよ!?」

「そっかぁ！　いいよね坂本龍馬とか新撰組とかって。ぼくも大好きなんだけど……あ、そうだ、レオのその袖そでのところにスイッチあるでしょ？　押してみて！」

「うおぉッ!?　な、なにこれ電でん飾しよく!?　こんなもんまでついてんのかよ！　道理で妙みように重いと思った……」

　スイッチをおもむろに作動させれば、かっちんかっちんとレオの着ている羽は織おりの縁ふちと《誠まこと》の文字が明滅し始めた。

「おおう……」

　舞台の上ではこの仕掛け、さぞかし目立つコトだろう。ふと駆かけるを見てみれば彼はちょっとしたドヤ顔がお中ちゆう。あっけにとられたレオは、そこに彼の歪ゆがんだ幕末愛を感じずにはいられない。

　が、

「でもこれ、かなり熱くねぇか……？」

　ともかくすごいのは認める。けれどレオは少しだけカラダが熱を持ち始めていることに気付いた。この衣装を着て舞台を走り回ったら、あっという間に脱だつ水すい症状だろう。

「あ、そっか。今のままだと生き地じが風を通さないもんね。ちょっと改良の余地があるかなぁ。電飾はＬＥＤだから熱くないと思うんだけど……」

　そう言って駆は「ちょっと動かないでね」と、羽織を着たままのレオのカラダ、そのギンギラ衣装の内側から手を回すようにして、彼女の背中側の布をいじり始めていた。

「ちょ、ちょ、駆ッ!?」

「ごめん、少しだけ我が慢まんして」

　我慢などできるわけがなかった。なにしろ駆は、腕うでを上げたリサの胸に飛び込んで、そのまま抱だきしめているような格好で両手をモゾモゾさせているのである。彼はなにやら電飾の配線をずらそうと集中しているようだが、今にも駆の頰ほおは、リサの胸にぺったりと押し付けんばかりに接近しているのだ。

　──というか、もう何度か、触ふれてはいないか、これは。

「……あ、あ……ッ」

　ハッキリ言おう。

　あろうことかこの時、リサは下着をつけていなかった。

　重要なことなので、もう一度言います。

　瑞みず星ほしリサは現在、上の下着を、つけていないのです。

　もちろん下は、穿はいている。当たり前だ。そこまでしたらただの変態なのだ。

　が、それ以外の下着は、万が一にも服の上から透すけることによって性別が発覚してしまうコトを恐おそれて、迷いに迷ったあげく、今日きようは着けないでみることにしていたのだった。

　盛大に裏目った。

　駆かけるは構うことなく、作業に没ぼつ頭とうしている。

「……ッ！」

　軽くこすれるように再び当たる中、リサは心しん中ちゆうで絶ぜつ叫きようする。

　おい駆ゥッ!!　も、もしもわたしにもう少し胸があったらお前はどうするつもりだったんだ!?　お前はとてつもない変態ってコトになるんだぞ!!　わかってんのかぁぁああッ！

　まさかこんなコトになるとは予想もしていなかったリサである。

「お、おい、駆……いいか、げんにぃ……っ！」

　いつになったら駆は作業を終えてくれるのだろう。なにしろ自分の胸の前にある駆の頰ほおは、そこに微かすかに触ふれて離はなれるを繰くり返して──

「……ぁぁっ」

　もう、限界だった。

「ぁぁっぁああああああ……っ！」

　か細い悲鳴が、上がった。

「えっ？（振り向く駆）」

「……んんっ？（顔を上げるレオ）」

　それはしかし、リサの口から漏もれたモノではなく、服ふく飾しよく室しつの入り口から発せられたものだった。




「な、なにしてるの駆くんっ!?」




　そこにいたのは一人の女子高生。

　教室の入り口に立つ彼女の存在を認識したリサには、一目で理解できたコトがあった。

　それは、この女子生徒は駆の所属する演劇部に、なくてはならない部員なのだということ。

「あ、灰はい塚づかさん」

　駆が新たに現れたその女子生徒に反応すると同時に、リサは解放される。

　が、今は美少年たる伊い豆ず島しまレオ。彼は、今度は駆の施ほどこした特とく殊しゆな抱ほう擁ようとはまったく別の物に捕らわれてしまっている。

　駆に灰塚さんと呼ばれた女子高生は、身に着けている制服が小さく見えてしまうくらい手足と首がすらりと細くて、長かった。

　そして、にもかかわらず、女性らしさとして賛美される傾向が強い部位が、なぜか必要以上に成長している。

　それはまったくもって、リサのカラダに無い特とく徴ちよう。

　未いまだド派手な新しん撰せん組ぐみの衣装を脱ぬいでいない瑞みず星ほしリサにとって、それはとてつもなくコンプレックスを刺し激げきされるモノだった。

　つまり灰はい塚づかという女子高生は、舞台に立てば一番後ろの客席からだって、彼女がその芝しば居いのメインヒロインとしてお客さんに認識されてしまうだろう特質を持つ逸いつ材ざいだった。

　腰こしまで伸のびている髪かみが、墨すみを流したように漆しつ黒こくで艶つややかなのも気に入らない。

　もしも彼女の前に立ったら、色素が薄うすく、今は髪を短めにしている自分など、本当に女の子として認識されまい。

　そんな彼女に、あの駆かけるは気安く声を掛けている。

「灰塚さんこそどうしたの？　練習は？」

「うん、お昼休きゆう憩けいになったからこっちの様子を見に来たんだけど……駆くんこそなにしてるの？　こんな昼間から、教室で……」

「え？　衣装の手直しだけど？」

　どういうわけなのか、灰塚という女生徒は酷ひどくあたふたしている。彼女は駆とレオを交こう互ごにちらちらと見ながら、

「でも、だって……、そちらの方は？」

「ああ、ええっと、彼はぼくのイトコで、伊い豆ず島しまレオっていうんだ。昨日きのうからぼくの家に泊とまりに来てて、家に一人でいてもらうのもなんだし、作業を手伝ってもらってるんだよ」

　これが、この学校に来るまでに駆とレオが考え出した部員達へのイイワケだった。

　駆からしたら、みんなには半分しか噓うそをついていないのだからバレてしまう危険性も少ない名案のように感じているのだけど、リサにしてみれば、これはどうやっても噓の上に噓を重ねて作った砂のお城である。

　が、今やそんなコトを気にしている場合ではなくなった。

　この女、危険だ……!!

　リサの胸の中で赤いランプがぐるぐる回転を始めている。

　だめだだめだ！　駆にそんな風に近寄ったら、駆が変な気を起こすかもしれないだろー！　なんというか、駆の背だと、ちょうど目の前がお前の胸じゃないかー!!

「イトコの、伊豆島さん……」

　がしかし灰塚はリサのテレパシー攻こう撃げきに一切怯ひるむ様子も無く、いぶかしげに首を傾け言った。




「……男の……方、なの？」




　同時にリサの住む砂のお城が、土台からぐしゃりと歪ゆがんだ。

「え、どういうこと？」

　尋たずねたのは駆かける。

「だって今、なんだか、伊い豆ず島しまさん、……女の子に見えたから……」

　だくっと、リサの背中に汗あせが走っていた。

　背骨から一いつ瞬しゆんで全身に霜しも柱ばしらが立ったようにカラダが凝ぎよう固こし、かっちんかっちんと『誠まこと』の文字が明滅した。

　終わった、か……？

　ギギギギぃと、動かぬ首を巡めぐらせて、リサは駆を見た。




[image: ]




　目が合った。

　駆の目は、大きく見開かれていた。

　……ちがう、ちがうんだ駆！　リサが叫さけぼうとした瞬しゆん間かん、

「まさか！　そんなコトあるわけないよ灰はい塚づかさん！」

　駆は笑って──というか、ほとんど爆ばく笑しようしながら言った。

「レオが女の子だって！　そんな、まさか……っ！　あるわけないよそんなこと！」

　ぷふっ！　うはっ！　あははははははっ！　ごめん！　ごめんねレオ！　灰塚さんが失礼なコト言ってごめん！　レオが女の子のわけないじゃんね！　だってあんなに強いのにね！　まったくもう……！

　そんな意味のコトを言いながら駆かけるはお腹なかを抱かかえていた。

　ここは、我が慢まんだった。

　灰はい塚づかはあっけに取られて、それから自分が口にした内容を今になって思い返したらしく、「あっ」と口元を押さえ、そして失礼だったと悟さとったのかこちらに頭を下げ、自分は灰塚静しず莉りという名前で、駆と同じ演劇部員なのだと名乗った。

　そんなコトはどうでもよかった。

　なにしろ、危うく秘密がバレるところだったのだから。

　なので許そう。

　駆を許そう。

　だって、全すべてはこれでいいのだから。

「ぃいいいい痛いッ！　痛いよ！　な、なにすんのレオ！　ほっぺをつねらないで!!　やめて！　痛いからレオっ！　どうして？　なんでそんなことするのーッ!?」

「なんとなくだよ！」

　そんなケンカっぱやい二人に灰塚がオロオロしていると、

「おーっす！　駆！　はかどってっかー」

　的に、演劇部の部員と思わしき生徒達が、ぞろぞろと服ふく飾しよく室しつに集まり始めた。

「う、うん！　みんなお疲れ様！」

　なんとかレオのつねりっこ攻こう撃げきから抜けだし、駆は部員達に手をあげる。

「おおおっ！　相変わらずおまえ、器用だなー！」

　その中の一人、眉まゆ毛げがキリリと太くて肩かた幅はばも広い、どうやら駆と仲が良いと思われる男子部員が新しん撰せん組ぐみの衣装を前に、腕うで組ぐみをして感心している。

「トルソーに着せてあるのはもうみんな完成してるよ？　そうだ安あ土づちくん、ちょっと着たまま過ごして見てよ！」

　どうやらその大おお柄がらな眉まゆ毛げ男子は安土くんというらしい。

　これまたリサは感心する。

　灰塚という女子生徒と対ついを成すような、主役級の風格を持つ男子だった。

　ふむ、これなら駆の衣装と釣つり合いも取れるモノだと、なんとなくリサは満足する。

「そうだ、紹しよう介かいしておくね。見学したいっていうから連れて来たんだ」

　その駆が、突とつ然ぜん自分に話を振ってきた。

「彼は伊い豆ず島しまレオ。ぼくのイトコなんだ」

　リサはいつもの黒キャップで表情の半分を隠かくすようにして、ぺこっとお辞じ儀ぎをする。

　すると、

「あ、よろしくー」「よろしくですー」的に、部員達は挨あい拶さつを返してくれるが、彼らはこちらにはあまり興味を示していないようだった。そんなコトより、部員達は出来上がりつつある舞台衣装と、昼ご飯に神経が向いているようだった。

　そうして服ふく飾しよく室しつにたむろい始めた部員達の総計は十人弱。

　リサはその中で、服飾室の大きなテーブルをみんなで囲むようにして座った部員に混じり、駆かけるの正面、やや左に座っていた。

　一点、最初にこの服飾室にやってきた灰はい塚づか静しず莉りという女生徒がこちらに向ける視線だけが、ちょっと気にはなったが、それ以外はリサにとっていい流れになっていた。

　目立たず、ただそこにいれば問題は起こらないだろうというのが、駆と学校にやってきたリサの計算だった（腹立たしいことに、この男装による変装は案外完かん璧ぺきだっていうことも証明されているしなぁ……ッ！）。

　駆の話によれば、部員はこれで四分の一くらいだというから、けっこう大おお所じよ帯たいらしい。

　もっとも、そこから全体の三分の一の部員は裏方、助すけっ人と的半部員なので、いつも全員集まるわけじゃなくて……と、お昼ご飯を食べながら、安あ土づちという部員や他ほかのメンバーが教えてくれる。

　レオは駆が作って包んでくれたおにぎりと卵焼きとウインナーのお弁当を食べながら、ふむふむと頷うなずいた。ともあれ、駆の所属する部活はなかなか活気のある演劇部のようだった。

　よし、ここなら駆を任せても問題はないなと、リサは一安心する。

　が、だいたい、今のところ世話になっているのは駆と言うよりもリサの方である。リサが駆に面めん倒どうを見て貰もらっている状況なのだが、そこら辺を彼女は、

『まあ、駆はオレの弟みたいなものだからな。弟を心配するのは当たり前のことだ。それに兄弟っていうのは持ちつ持たれつ。今はたまたまなのだ。たまたま』

　みたいに考えている。

　でも、そうなってくるとそもそも駆だって、レオのコトを今け朝さ、兄弟みたいに思っていたのだから、コレは双そう方ほうおあいこみたいなところがあるので、リサを調子のいいやつだと非難することはあんまりできない。

　そうとは知らない彼女は比較的気分良く、駆お手製のおにぎりをぱくぱく食べる。

　──そこに、強めの視線を感じた。

「……ん？」

　こちらを見ていたのは、リサの二つ隣となりの椅い子すに座っていた灰塚静莉であった。

　リサは慌あわてて居ずまいを正そうとして、それをぎりぎりでこらえる。今の自分は男なのである。姿勢を正して女の子っぽくしてどうする……！

　やはり、油断ならなかった。

　灰塚静莉は、完全に女性らしさを消し去っているハズの伊い豆ず島しまレオから、一目でその中に異性を感じ取った人物である。

　どうやら彼女、灰はい塚づか静しず莉りには充分気を付けなくてはならないようだ。

　そうした昼食タイム、喧けん噪そうの中──

　そんなリサの意識、そして微かすかに向け返された視線に気付いたのであろうか。

　灰塚静莉は、椅い子すからそっと立ち上がり、ちょうど空席になっていた駆かけるの隣となりの椅子へとさりげなく、移動する素振りを見せていた。

　リサはそれに気付いた瞬しゆん間かん、「しまった！」と肩かたを震ふるわせた。

　灰塚静莉を駆の隣へは行かせたくはなかった。彼女が伊い豆ず島しまレオという新キャラに何らかの対抗意識を抱いだいているのは明白で、そして今は夏休みなのである。

　なにかが起こるような気がしてならない。

　が、レオはまたしても驚おどろく。

「……っ？」

　自分の腰こしが、とっさにイスから離はなれないのだ。

「な、なんだとぉ……っ！」

　リサは心の中でさらに悪態をつく。

　レオは数すう瞬しゆん前に灰塚静莉の視線を感じ、どっしりと男らしく椅子に体重を預けるポーズをとったばかりで、とっさの移動などその時まったく考えていなかったのだ。

「まさか灰塚静莉は、これを見越して、わたしを牽けん制せいするためにこっちを見ていた!?」

　そんなハズがあるわけがなかったが、そう思ってしまってもしかたがないタイミングだったのだ。

「あの女、やっぱり侮あなどれない……！」

　リサは内心で歯がみする。なんという心理戦。このわたしが位置取りで後おくれを取るなんて……！　あっという間にリサの中で灰塚静莉がライバルの位置に固定される。

　そして、すらりと背の高い女子演劇部員が、そそくさと駆の隣に座ろうとしたその瞬しゆん間かん、ここでさらに静莉にもリサにも予想外の事件が起こる。




「カケルサぁンッッ!!」




　一人、新たな部員が服ふく飾しよく室しつに飛び込んで来たのだ。

「大変ッスよぉおッ！　大変なことになってるんスよぉッ!!」

　その勢いに、室内全体がぎょっとした隙すきに、巨きよ大だいなヘッドホンを首に巻き付けた男子生徒はなんのためらいも葛かつ藤とうも無く、空あいていた駆の隣の椅子へと、胴どう体たい着陸するように座ってしまう。

「ど、どうしたの？　音おん響きよう担たん当とうの保やす田だくんっ！」

　音おん響きよう担たん当とうの保やす田だくん良くやった！　キミは偉えらいぞ！　というリサの小さなガッツポーズは、けれど、あっという間に崩ほう壊かいする。




「リサたんがぁ！　ぼくのリサリサが行方ゆくえ不明になっちゃったんスよぉぉおお!!」




　うおおおおおおおおおおおおおおオオオオオン!!

　テーブルを挟はさんでちょうど保田くん目の前にいた瑞みず星ほしリサは、そのまま幽ゆう体たい離り脱だつ方式に魂たましいだけで立ち上がりテーブルを越えてヘッドホン男子にラリアットを喰らわし、そのヘッドホンのコードで彼を天てん井じようから必殺仕事人のように吊つるしていた。

　しかし、現実の世界の保田くんはあたりまえのように無傷。

　自分の剣けん幕まくにあっけにとられる周囲になんて脇わき目めもふらず、保田くんは駆かけるに向かってまくし立てる。

「ネットでも大おお騒さわぎになってるんスよリサリサ謎なぞの失しつ踪そうッ!!　彼女が出るイベントもリサリサなしで始まっちゃうし……、ううッ、リサたんに万が一のことがあったら、ぼくはもう生きていけないッス！　カケルサン、ぼくは、ぼくはなにをどうしたらいいんスかぁッ！」

「待って待って、落ち着いて？　リサリサって……、え？　あの瑞星リサが、失踪!?」

「自分はさっきからそう言ってるんスよぉおッ！」

　そして椅い子すを蹴けり倒たおす勢いで保田くんは立ち上がると、

「父は俳はい優ゆうでもあり映画監かん督とくでもある征ソ矢ヤ野ノ理リ仁ヒト。母は元トップアイドルであり、今も女優を続ける天テン川カワ吹雪フブキ！　そして祖父は、あの舞台演出家でもあり革命的舞ぶ踏とう家でもある大ダイ伽ガ藍ラン龍言ルゴンッ！　芸能界の純血サラブレッドにして、子役から流星のごとくスターダムを駆かけ上がっているあの瑞ミズ星ホシリサ以外にリサたん的天使存在なんかいるわけないじゃないっスかぁっ！」

「わかったから落ち着いて！　ね？　保田くん。あ、ほら、ええと、あちら、ぼくのイトコで、伊い豆ず島しまレオ。今日きようは見学に来てるんだ」

「そんなのどうだっていいんス！」

　どうだっていいと言われてしまったリサはその時、思い出していた。

　コイツ、このヘッドホン、よく見てみりゃ、憶おぼえがあるぞ……ッ!?

　──まるでファンの忍にん耐たい力りよくこそを試しているかのごとき、社長、大伽藍龍言の命令による地方巡じゆん業ぎよう。

　ひなびた温泉宿や小さなスーパーで行われたミニライブの客席の隅すみっこに、このヘッドフォン、いつもいなかったか!?

「カケルさんも一いつ緒しよに来てくれたじゃないっスか、あの温泉ライブ！　カケルさんも結構感動してたっスよね!?」

　な。

　は、

　はぇえええええええッッ!?　お、お前もアレに来てたの駆かけるぅぅううううッ!?

「そ、それはそうだけど……、それは保やす田だくんがあんまりにも誘さそってくれるから……」と、頭を搔かいている駆に、リサは戦おののきを隠かくせない。

　必死に堪こらえても眉まゆが上がってしまっている。

　あれに来てくれるってコトは、実はお前、めちゃくちゃ瑞ミズ星ホシリサのファンなんじゃないか!?　と思わず叫さけびそうになる自分を別の自分が羽は交がい締じめにした。

　息切れの音を立てそうになる呼吸を無む理り矢や理り整えようとして、彼女の身体からだは強こわばってしまう。　今はとにかく落ち着くしかなかった。湧わき上がる様々な感情を、今は抑おさえつけなくてはならない。

　リサは冬とう眠みんするリスのように身を堅かたく、潜ひそめる。

「そ、そうだけど、じゃあ、ぼくはどうしたらいいの？」

　一方、駆かけるはなんとか保田くんをなだめようとしているのだが、

「とりあえずカケルさんも祈いのってくださいッス！　リサたんの無事を、一人でも多くのファンと共に祈って欲しいッス！　ぜひとも【拡散希望】ッス!!」

「うん、わかった。……リサたんが、無事でありますよーに……！」

「……はい、はいッ！　届いたッスカケルさんの熱い想おもい！　ありがとうッス、カケルサン！　じゃあついでにイトコさんも一いつ緒しよに！　お願いっス！」

「オ、オレも!?」

　揺ゆさぶられたようにリサの声は裏返ってしまう。

「一人でも多くの願いがリサたんを救うハズっす！　お願いッス！」

「ううう、……リ、リサたんが……どこかで無事で、ありますように……」

　他人ひと事ごとのように祈りながら、ふと、リサの脳のう裏りに、今頃各方面に頭を下げまくっている大おお貫ぬきさんの巨きよ漢かん姿が浮かんだ。すぐさまそのスイッチをオフにする。

　そう、わたしは決めたんだ。

　みんなには悪いけど、わたしはもう、戻もどるコトは無いって……──

「案外さー」

　なんとも軽けい薄はくそうな声が、その時響ひびく。

「そのリサたんも、もうアイドルみたいなコトがイヤんなって、今頃どこかの男の家にでも上がりこんでんじゃねーの？　ひゃはははは！」

　そう声を上げたのは、ちょっと茶髪ちやぱつ気味で背の高い、色男というには少々頰ほおが瘦こけ気味の男子、周囲からはアリオッチと呼ばれている部員だった。

「うがぁあああッ！　そんなコトないッス！　リサたんの仕事愛、ファンに対する愛情が噓うそなワケがありえないッス！　訂てい正せいして欲しいっす有あり尾おサン！　リサたんは純情なんスよぉぉおおおッ！」

「うおほおおやめろおおお!!」

　音おん響きよう担たん当とう保やす田だくんは、悪あく魔まめいた笑い声を持つアリオッチにつかみかかり、そのままごろごろと画面外に消えていった。

　す、すまない保田くん……！　きっとキミのその思い、瑞ミズ星ホシリサは喜んでいるハズだ！　だがしかし、瑞星リサは、もう……、このまま……──

「そ、そんなことより、駆かけるくん？」

　その声に、リサはハッと顔を上げた。

　灰はい塚づか静しず莉りだった。

　レオは思わず、今度こそその腰こしを浮かしてしまった。保田くんが席を立ったせいで、ついに彼女が駆の隣となりに座ってしまったじゃないか！　なにをやってるんだ保田くん！

「せっかくの夏休みだし、駆くんも、みんなでどこかに遊びに行きたくない……？」

「あ、うん！　そうだよね。せっかくの夏休みだもんね」

　だめだぁぁっ！　駆はこの夏休みは、わたしと二人で遊ぶんだぁぁっ！　と、リサは色めき立って、思わず手の中でおにぎりを崩ほう壊かいさせる。

「たとえば、プールとか、神社のお祭りもあるし……」

　しかし、レオのそのような変化にはまったく気が付かず、静莉は駆に話し掛け続け、周囲の部員達もその話題に乗り始めてしまう。

　静莉は、一応のトコロ「みんなでどこかに」と、周囲の部員達にも話し掛けている風ふうを装っているが、その実、彼女の目的は駆のみに注そそがれているように、リサには思えて仕方がないのだ。

「いいね、いいねぇ～」

　そして静莉の提案に真っ先に積極的リアクションを返し始めたのは、黒目がちな瞳ひとみに大きな口、前髪がみぱっつん姫ひめカットという、舞台役者にたとえるなら、どうやったって個性派女優の地位を欲しいままにするであろう、独特のオーラを放ってやまない女子生徒。周囲からはしきりに『黒くろ須す先せん輩ぱい』とよばれている部員であった。

「くふふふ、張り切っちゃうよぉ。きっとしずりんも張り切ってるはずぅ！」

　黒須先輩はそう言って席を立って灰塚静莉の背後に回り込むと、

「やっぱりプールで水着ですよねしずりんさん……？　そこでついに解禁されるわけですね？　この、灰塚ボディが、駆くんの前にぃ～」

　なんとその個性派女優は、灰塚静莉のカラダを羽は交がい締じめにして、彼女の胸の下へと腕うでを回し、そこにあった凹おう凸とつを、これでもかと強調した。

　服ふく飾しよく室しつにいた灰塚静莉以外の目がその時、驚きよう愕がくに見開かれる。

　なんだこりゃー。

　どうやったらそんなに実ることができる。

　瑞みず星ほしリサにとっても、それは大いなる謎なぞであった。これに比べたら、宇宙に潜ひそむ神秘なんか小学生の算数に等しい。

　なにを食べればそうなれるの？　桃ももとかメロンとか、そういうもの？　そんなの、わたしだって大好きでいつも食べてるよ……ッ!!

「や、やめてください黒くろ須す先せん輩ぱいっ！」

　しかし、その衝しよう撃げき映像は一いつ瞬しゆんで消えてしまう。

　灰はい塚づか静しず莉りは自分に巻き付いて来た先輩を振り払はらおうとするが、その直前に、にゅるりと個性派女優は身体からだをかわしてしまう。

「うふふふふ、男性諸しよ君くん、こうご期待ッ!!」

　びしりと指を突つき出す黒須先輩に、男子部員は無音の拍はく手しゆを送っているのがわかった。

　その中に駆かけるも混ざっているような気がして、瑞星リサは、なぜか敗北感に打ちのめされた。

　一方、灰塚は顔を真まっ赤かにしながらも、

「じゃ、じゃあ、そうゆうことで……」

　と、今の顚てん末まつにめげる様子も見せず、夏休みの演劇部活動表をテーブルに広げ、活動日を避さけるようにして、プールや夏祭りに行くスケジュールを、部員みんなと決め始める。なんと強い精神力の持ち主だろう。

「あ、そうだレオ！」

　その中で、駆がテーブルから顔を上げて、リサへと声をかけてきた。

「レオも、一いつ緒しよに行くよね」

「い、いや、俺おれは、ちょっと……」

　その熱気と楽しそうな雰ふん囲い気きに、ちょっとだけ近寄りがたいモノを感じていたリサは、駆にそれを見抜かれたような気き恥はずかしさで、とっさにそう答えた。

　というか、駆に声を掛けてもらう直前まで、リサはこの周囲の展開に、どちらかと言えば拗すねていたのだ。

　駆に無視されている気がしていて。

　仲間はずれにされているような気がして、つまんなくなっていたのだ。だというのに、一転してこっちを見て欲しかった駆に声をかけてもらったのに、こんな答えをしてしまう自分に、リサ自身も混乱してしまう。

　その混乱は、彼女により一層、意地を張らせていた。

「そういうのは、俺、あんまり興味が──」

　が、

「行くよねレオも！　じゃあ、ええと人数は……──」

「お、おぉ……」

　リサは、予定をまとめ始める駆かけるに押し切られてしまう。

「なんだこいつ、なんか……逆らえない……っ！」

　胸の中に大きなモヤモヤが生まれていることに、リサは気が付いた。

　なんだか急に、この演劇部のコトが気に入らなくなってきてしまった。

　早いところ家に帰って、駆と二人っきりになりたかった。

「あ、そうだ！」

　けれど、そんなリサの心なんかつゆ知らず。夏休みのスケジュールをだいたい決め終わったメンバーに、駆はさも誰もが喜ぶ吉きつ報ぽうのように、こう言った

「ねえ聞いて、昨日きのうぼく、モンブレの３ｒｄ〝Ｇ〟を手に入れたんだよ!?」

　部員達が一いつ斉せいに駆を見つめ、服ふく飾しよく室しつは大おお騒さわぎになった。

　あっという間に、今日きよう部活が終わったら駆の家にみんなで行こうという話の流れが出来上がった。

　リサの手から、食べ損そこなってすっかり生ぬるくなってしまっていたおにぎりが、ぼろりと膝ひざの上に落ちた。










　★




　その後、駆の家で行われた演劇部員達による大騒ぎは、どうやらいつものコトらしかった。

　しかも今回はあの『モンスターブレイブ３ｒｄ〝Ｇ〟』の情報を、というか本物をどこよりも早くお届け！　だというのだからその熱気、留とどまるコトを知らぬ怒ど濤とうのごとくぅッ！　……のハズだったのだが、生あい憎にく、ソフトは二つで、集まったメンバーは駆とレオを含めて全部で八人。

　これは、足りない。

　なので駆とレオの携帯ゲーム機で〝新モンスター〟をみんなで覗のぞき込んだ後は、〝Ｇ〟では無い普通の３ｒｄをみんなでプレイしたり、部屋に無む尽じん蔵ぞうにある漫まん画がや小説を貪むさぼり読んだり、駆が作ってくれたドーナッツをみんなで食べたりという時間を過ごした。

「おまえは普通のお母かあさんか！」

　揚げたてほかほか、しかも次々とテーブルに並べられる駆の手作りこんがりドーナッツを右手に、よく冷えた牛乳を注いだマグカップを左手に持ったレオは、思わず駆に叫さけんだものだった。

　そしてリサは結局、演劇部のメンバーととても仲良くなってしまっていた。

　もともと人付き合いは苦手では無かったし、演劇部のメンバーは皆、駆かけるの友達なだけあって、どいつもこいつも、とどのつまりはいいやつだったのだ。

　リサが一番気に入ったのは安あ土づちくんだった。

　なぜなら、黒くて太い眉まゆ毛げにガッチリした体格の彼は、周囲の人間にそれほど気を配ったりしないタイプだったから。

　ベッドの横にどっかりと座った彼は、なにかを疑う素そ振ぶりなど微み塵じんも見せずに、レオに向かって接してきてくれた。

　よく言えば誰にでもフラット。悪く言えばガサツとも。

　けれど安土くんは駆に話し掛ける時だけ、いくぶん親密さを増したトーンになるところが、リサは気に入っていたのだ。

「んなはっ！　どおおよ！　見た今の俺おれの大たい剣けん防ぼう御ぎよ!!　おい駆！　すげえだろ！」

「いいから早く攻こう撃げきに参加してよ！　敵てきが罠わなに掛かってるの見えてるでしょ!?」

　が、安土くんはガサツなだけに、思わぬところでレオを普通に男扱いして、それによってリサの噓うそがばれてしまうという危険性を持っているんじゃなかろーか。

　そんな風ふうに考えたリサは一応、安土くんにもそういう点では注意をしておいた方が良さそうだと結論づける。

　次に気になったのが、やはりというべきか、あの灰はい塚づか静しず莉りだった。

　彼女は最初、駆宅に誘さそわれた際、かなりためらいながらも、その実、かなり積極的に駆の家にやってきて、あれだけ遠えん慮りよしていた割には、慣れた手つきで部屋をささっと掃そう除じしたり、駆と一いつ緒しよに飲み物の用意などをして、この部屋にするりと溶け込んでいた（レオはその横で、ぼけっと漫まん画がを読みながら細こま々ごまと働く二人を見ていた）。

　そして灰塚静莉も、やはりモンブレをやり込んでいるらしく、その長くてすらりとした足をテーブル前のカーペットの上に少し窮きゆう屈くつそうに折りたたんでゲームに混ざっていた。

　しかし、

「あ、いや灰塚さん！　盛り上がってるところちょっとわりぃんだけど、膝ひざにタオルとか掛けてもらっていいか!?　それとも俺がここをどけばいいのか!?」

「え？　見えたのレオくん！　やだ、なんで……っ」

「いやっ！　見てないから。見えそうになっただけだから！」

　実はばっちり見えていたが、生あい憎にくリサにはそれを喜ぶ趣味は無い。チョコミントチックな水玉フリルの可愛かわいらしいそれを身に着け、にもかかわらずこの隙すきの多さ。この調子でいつも駆の周囲にいるというのは、なんともいただけない。

　しかも灰塚静莉は、ハッキリ言ってあまりゲームが得意なようではなかった。明らかに一いつ緒しよに遊びたいから頑がん張ばってる感じである。まあ、けれどそこはパーティプレイ。なぜかゲーム内でレオは静莉の近くにいることが多く、彼女をカバーしながらのプレイになってしまい、なんだか、リサは彼女と変に仲良くなってしまったのだ。

「……ねえ、駆かけるくん。レオくんていつまで駆くんの家に泊とまるの？」

「え、ええっ？　あ、い……いつまでだっけ、レオ」

　モンブレに数ある武器の中でも片手剣けんという渋しぶいチョイスでパーティーを補佐しまくっていた駆が尋たずねる。

「ううんっ？　あんまり、決めてねぇんだよ、一週間……は、いないんじゃないか？」

「そうなんだ……」

　わ、なんだこの女子高生の視線は。

　もしかして、わたしのコトをまだ女だと疑っている!?　まさか、自分も駆の家に泊まっていくとか言い出すんじゃないだろうな……。

　やっぱりこの灰はい塚づか静しず莉り、あらゆる意味で要注意だった。

　そんな感じで思いを新たにしながら、モンブレのパーティプレイをしていく中で、

「……ん？」

　リサは、自分がお世話になっている部屋の主あるじである駆の、新たな面を垣間かいま見みるコトとなった。

　それはとある難関クエストをクリアーした直後のコトだった。

　リサはとあることに気が付いた。

「なあ、駆。お前、なんか……泣いてんの？」

　が、レオに指し摘てきされた駆はとっさに手の甲こうで目元をぬぐって「う、うぅぅうん！」とか首を振っている。そこへ、

「なんだよ駆、今度はどんなストーリーが展開してんだ？（安あ土づちくん）」

「あ、聞かせて聞かせ？（灰塚さん）」

「え、え？　どういうコト？」

　リサは思わず身を乗り出す。だって駆が涙なみだぐんでいる理由を演劇部員は知っているらしい。

「な、なんでもないよレオ！　ちょっとみんな、やめてよ……！」

「いいじゃねえかよ駆。レオにも聞かせてやれよ」

「そ、そうだよ駆、教えろよ。なにがあったんだ？」

　好こう奇き心しんが揺ゆさぶられ、部員達と一いつ緒しよにせがむリサ。けれど、

「で……でも……」

　なぜか恥はずかしそうに顔を伏せる駆。リサは思う。そういえば駆は、昨日きのう自分と二人っきりでプレイしてた時も、時たま目を赤くしてたりしていなかったか？　今までは眠ねむいのか気のせいかなとも思っていたんだけど……。

　駆の返答は一向に要領を得なかった。すると、なかなか言い出さない駆に代わって、しかたねーなと安土くんが説明してくれる。

「モンブレのクエストって、よく見ると依頼主からのコメントが小さくついてるだろ？」

「あ、うん。村を荒らすモンスターを追っ払ぱらって欲しいとか」

「駆かけるのやつ、それを勝手に脳内補完してストーリーをでっち上げて、一人で盛り上がって感動してたりするんだよ」

「い、言わないでよぉ！」

　恥はずかしいよー……っ！　と顔を伏せてしまう駆の肩かたをリサは揺ゆさぶる。

「お、おい聞かせろ駆！　今のクエストでなにを考えてた！　言うんだ駆ーっ！」

　駆としては言えるわけがなかった。

　彼が今回考えていたのは、メインである小さな村をモンスターから守る仕事と、そこにオリジナル展開として、仲間であったハンターの一人（何な故ぜかレオのキャラ）が、「この仕事、俺おれ、向いてないかもな」と打ち明けて来たコトから始まる一いつ遍ぺんの大長編であり、最後には紆う余よ曲きよく折せつを経て、駆のキャラがモンスターの一いち撃げきからレオのキャラを、片手剣けんの小さな盾たてで守るのだが、力及ばず滝たきから落ちてしまいそうになり、レオのキャラが身代わりになるようにして助けてくれて、彼はそれをきっかけにもう一度ハンターとしてやり直す、みたいなストーリーだったのだが、こんなの恥ずかしくってレオに打ち明けるわけがないのだった。

　がしかし、レオは言わせた。

　それらを全部、駆に語らせたのだ。駆は喋しやべりながら思い出したのか、また目を赤くしてしまう。

　そして駆がそれらを語り終えた時、顔を真まっ赤かにしていたのはリサだった。

「ほらね!?　聞かない方がいいって言ったのに！　聞かない方がいいっていったのに……！」

　涙なみだぐみながら駆はわめき、安あ土づちくんと灰はい塚づかさんは、なぜかそのストーリーにホンノリしている。リサはどうしていいかわからず、

「なんかお前、ある意味凄すごい才能の持ち主だな……！」

　と、逃げるように感想を言って、視線をゲームに向け直した。

　けれど、それでリサは本当にこのメンバーの中に溶とけ込んだ気もしていたし、それを知って、もっと駆のコトが嫌きらいじゃなくなっていた。

　駆は伊だ達てにこれだけの本に毎日囲まれているわけじゃないのだ。というかリサもちょっとだけ彼の語った物語にうるっときている。駆のコレに影えい響きようされて、モンブレのプレイスタイルが自分の中でも変わってしまいそうな予感さえリサにはしていた。

　一方、そうして彼女が部屋の片かた隅すみで物思いにふけっていたりするスグ側そばでは、

「うぅうううーッ！　リサたんやっぱりブログもツイッターも更こう新しんしてないッス！」

　駆の家にやって来たメンツの中で、美少年レオが「コイツも来るの!?」という感想を抱いだいたメンバー一位であるトコロの、保やす田だくんが自分の頭をわしわしとかき回している。

「これはどういうことなんスかぁあ！」

「ひゃはははは！　だから言ったろ？　リサたんは絶対アレだって！　今男の家に上がり込んでんだって！　もうだめだって！」

「いいやぼくはリサたんを信じてる！　リサたんがファンを裏切るわけないッス!!」

　もちろん保田くんの純粋なココロをもてあそんでいるのは悪あく魔ま的高笑いを唸うならせるアリオッチ。

　二人はモンブレを持っているにも関わらず、保田くんが持ち込んだノートＰＣで、公式には体調不良、ファンの間では何な故ぜか謎なぞの失しつ踪そう中とウワサされている『瑞ミズ星ホシリサ』の情報を追いかけ続けている。

　しかしやっぱりどう考えても、大いに盛り上がっている二人の横で体育座りでゲームをしているのが瑞星リサだった。

　彼女は忙いそがしかった。

　モンブレに集中する傍かたわら、どうしても彼らの動向を気にしないわけにはいかない。

　しかもリサにはヘッドフォンの少年コト保田くんの、このファンとしての常じよう軌きを逸いつしてはいるが真しん摯しな態度に、どんな感情を抱いだいていいかわからなかった。

　……いや、あえてわからないふりをしてやり過ごす。

　芸能界を出しゆつ奔ぽんしてしまうコトは、今までずっと自分を支えてくれた彼のようなファンを裏切るコトに他ほかならない。けれど、ここで少しでも彼らに『申し訳ない』と思ってしまったら。

　折れる。

　折れてしまうのを、なによりもリサはわかっている。

　けれどそれらの想おもいに板挟ばさみになり続けていたら、事態は最悪の結果を突つき進んでしまうのではないかという恐きよう怖ふに、彼女は勝てなかったのだ。

　そして、それらの想いは彼女の場合、「ああもうこの二人殴なぐって静かにしていいかなッ!?」という心情に帰結してくるのだが、会って初日の駆かけるの友人にそんなコトができるハズがない。

　しちゃ、だめだよな……？

　なのでリサは常に二人に背を向けて気配を絶つコトにしたのだが、傷心の保田くんが「うぅう、もう、僕ぼくにはこれしかないっす……」と、棚たなにあった『瑞星リサ』のＤＶＤ、『流星少女』に手を伸のばした時、第六感で彼女はそれを察知して振り向いて、思わず大きな声を出してしまった。

「ふざけんなこっちは真ま面じ目めにゲームやってんだ遊びじゃねえんだ！　変なＤＶＤとか見ようとしてんじゃねぇぞッ！」

　その剣けん幕まくに、保田くんは恐おそれをなしてへたり込んでしまう。そして、

「そんなＤＶＤじゃなくて、なにか他の……たとえばこの芝しば居いのＤＶＤとか……って、あ、あれ？　こ、これ……『劇団ヒューマンオーバー』の、『悪戯いたずらな子猫ねこは錆さび弾だまにじゃれつく』のＤＶＤじゃねえか！　なんでこんなところにあんの!?　っていうか、実在したのこれ!!」

　レオは急にそわそわし始め、「わ、わ、まじで!?」とＤＶＤプレイヤーに震ふるえる手でセットし始める。

「というかレオ、『ヒューマンオーバー』を知ってるの？」

　尋たずねる駆かけるに、

「あ、あったりまえだろ!?　ここの主しゆ催さいの御劔ミツルギスクワットさんていったら超有名人じゃんか！」

「え？　御劔さんって超有名か……？　でもまあ、御劔さんはうちの高校のＯＢなんだよ」

　安あ土づちくんが教えてくれれば、

「まじかよ!!　こんどサインとかどうにかならねーかな!?」

　そのレオの大喜びように演劇部員、中でも駆は目を丸くしている。

　その中で、ふいに音おん響きようの保やす田だくんが、

「はッ！　そう言えばリサたんも、今度、お芝しば居いに出演するっていう情報があったんスけど、あれ以降、何な故ぜか情報がまったく──」

「そういうのはもういいからぁあああッ!!　今はそんなことより『悪戯いたずらな子猫ねこは錆さび弾だまにじゃれつく』に集中しろっつってんだよぉぉおおお!!　おまえ演劇部だろぉ！」

「というかレオ、そういうのに詳くわしかったんだ……」

「へッ!?　あ……た、たまたまだよ！　いいから観みようぜ!?　な？　頼むよ駆！」

　結局それから一時間半、みんなでお芝居のＤＶＤを観るコトになったのだが、もう何度か見ているメンバーでさえ、ギャグシーンでは腹を抱かかえて笑い、そしてクライマックスではしくしく涙なみだを流すレオにつられるように部員一同、大きな拍はく手しゆで鑑かん賞しよう会かいは終わりを迎えるに至った。

「ふぅぅ……ここで、これが見られるなんて……」

　実際この時、駆の部屋には他ほかにも、冷蔵庫にもたれかかり膝ひざの上で眠ねむるユピテルの喉のどを撫なでながら小説『徳とく川がわ家いえ康やす』をもくもくと素す晴ばらしいスピードで読み進んでいた例の個性派女優・黒くろ須す先せん輩ぱい。

　そして駆のＰＣデスクに座って、キーボードでなにかを画面に向かってカタカタと打ち込んでいた、常に顔に流線型の医い療りよう用マスクを装着している女生徒、駆の呼ぶところによる氷ひ坂さか先輩というヒトがいたのだが、他のメンバーがあまりにも騒さわがしく、また『劇団ヒューマンオーバー』の感動が大きすぎたリサの記き憶おくには、この二人はあまり残っていない。

　騒ぎの終しゆう盤ばん。

　ふと一息吐ついたリサは人口密度の高い部屋を見回し、今け朝さ、ここで駆と二人で朝ご飯を食べたことを遠い昔のように感じてしまい、なんだかくらくらしてしまった。

　演劇部の部員達が解散を始めたのは、他の家族世帯が住んでいるらしきアパートの夕飯時であろう午後七時から八時くらいの時間帯である。

　解散の空気が流れた一いつ瞬しゆん、夏休みというコトでこのまま数人、駆の家に泊とまっていくのではないかとリサは少しだけ焦あせったが、そこは駆がみんなに、丁てい重ちようにお引き取りを願っていた。

「……俺おれだったら良かったのに。みんなが泊とまっていっても」

　と、リサはそわそわしながら急に静かになった部屋を片付ける駆かけるに言ったのだが、

「でも、今日きようはレオとあんまり二人で話ができなかったしさ、みんなには帰ってもらっちゃった」

「な……なに言ってんだよお前っ！」

　思わずリサは顔を背そむける。まさか、なにかを見抜かれている……!?　いや、そんなハズはない！

「それに今日はレオがいるから、みんなが帰っちゃっても、寂さびしくないし……」

　ぽつりと駆がこぼしたセリフを、ちょっとテンパってしまっているリサはフォローできない。けれど駆はそんなコトを気にする風ふうもなく、

「さてと、レオもお腹なか空すいたでしょ。今からお夕飯作るからね」

「あ、俺も手伝うよ！」

　リサも腕うでまくりするポーズで、キッチンに立つ駆の横に並んでみた。
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　出来上がったのは、夏野菜のドライカレーだった。

「くそ……、うまかった……」

　リサは食べ過ぎていた。カーペットの上にだらしなく横になって、美味おいしい満腹感に身をゆだねている。

　ぴりりと辛からいドライカレーと、駆が配合したヨーグルトドリンクは、夢の無限コンボをリサに向かって要求してくるし、付け合わせのトマトとツナとレタスのサラダも普通に美味しかったのだ。

　その幸福感が数刻前、リサの胸に湧わき上がった『ストーリーテラー駆』への親密感──と呼ぶには胸が高鳴り過ぎているが──を倍増させてた。そして、

「……なんか、駆の演劇部、たのしそうだな。仲もいいみたいだしさ」

　彼女は駆の隣となりに行くのを我が慢まん、もしくはそう願う自分自身をまるで焦じらすようにして、彼の方へごろりと体勢を変えて声をかける。

「うん、みんな、おもしろいよね！」

　同じく駆も行ぎよう儀ぎ悪く、テーブルを挟はさんでレオに並ぶようにして横になっていた。

　二人とも、あと三分もすればじっとしていられなくなって起き上がってしまうだろう、空白のような時間だった。

「そういえば駆さ、あの、パソコンの前に座ってたマスクの先せん輩ぱいと、なにか話してたみたいだけど」

「あー、うん。脚きやく本ほんのコトで、ちょっとだけ……」

「脚本？　って、あの新しん撰せん組ぐみの？」

「えっと……うん、そうなんだ！　あの脚本をリライトしたのは、氷ひ坂さか先せん輩ぱいなんだよ。すごいよね、あんなのが書けちゃうなんて」

「そうだなー」

　ベッドに腰こし掛かけたリサは、パソコンデスクに視線を向け、その氷坂先輩のコトを思い出してみる。

　きっとアレルギー体質かなにかなのだろう。医い療りよう用の本格的なマスクで顔の半分を覆おおい、姿勢良く椅い子すに座っていた彼女は、髪かみを一つに縛しばったクールな印象を持つ、二つ上の先輩だった。

　氷坂という女生徒は演劇部の副部長というポジションにあり、同時に裏方、つまり演出、脚本、舞台監かん督とく、大道具小道具、照明、音おん響きようなどをまとめる役割でもあるらしい。

　そしてそんな先輩に、確か駆かけるは、

「自分から、話し掛けてた……？」

　しかもそういえば、なぜか必要以上にニコニコしながら、

「氷川先輩、あの、この小説のクライマックスの展開とかって、台本の参考になりませんか？」

　みたいに、一いつ緒しよにディスプレイを覗のぞき込みながら、なにやら楽しそうに……ッ!?

「ど、どうしたのレオ！」

　カーペットから身を起こし駆は慌あわてた。さっきまで気分良さそうだったレオが、突とつ然ぜん安らかな眠ねむりから無む理り矢や理りたたき起こされた巨きよ神しん兵へいのようにズゴゴゴと立ち上がり始めたのだ。

「ぁあっ！　なんかユピテルが走ってどこかに行っちゃった！　どうしたのさレオ！」

「お、おいっ！　あの氷坂先輩って、どんな先輩なんだ？」

　リサは駆に食らいつくように振り向いた。すると彼は、

「氷坂先輩は、部の脚本担たん当とうで──」

「それはさっき聞いたよ！　他ほかにはないのか!?」

「んー……、ああそうそう、氷坂先輩って、実はなんと、うちの演劇部の部長と付き合っててさ！　これがお似合いなんだよねー」

　駆はニヤニヤというより朗ほがらかニコニコと、そんなマル秘情報をレオに教えてくれるのだ。

　これにはリサも、

「へ、へー！　そうなんだ。そう……なんだ！」

　すとんとベッドに腰こし掛かけ、駆と同じくニコニコになったのだからリサの性格も、だいたいでいい加減である。

「カレーも美味うまかったし、ごちそうさん、駆！」

「うん、レオが手伝ってくれたから」

　駆かけるは笑ってそう言ってくれるが、リサはこれまで家事など一切やったことがなく、かなりアクロバティックな包ほう丁ちようさばきで、ナスを一本切るだけだというのに、かなり駆を慌あわてさせていた。

「それにしても駆、手先が器用だよな。それに……なんというか、駆ってそういう台本とか脚きやく本ほんにも、興味とかあんのか？」

　リサは、モンブレの最中に見せた駆による怒ど濤とうの妄もう想そうを思い出しながらそう聞いてみたのだが、

「い、いやッ！　ううううんんっ!?　そ、そんなことより、ぼくはレオの方がずっと凄すごいと思ってるよ！」

　彼は慌あわてて、まくし立てるようにベッドに手を突ついて身を起こし、リサの隣となりにやてくる。

「な、ちょ……駆っ!?」

「だってレオのあれ、本当に凄かったから！」

「え、え……？」

　リサは突とつ然ぜん、駆が隣にやってきたせいで、いっぺんに落ち着かなくなってしまったが、察しは付いた。

　駆は『フォトバシカメラ』でレオがチーマーをいなした時のコトを言っているのだろう。

「あ、あれこそ大したことじゃねえよ……っ！　あんなのより、俺おれは駆が、最初にあのチーマーにしたことの方が──」

　しかし、駆はレオの後半のごにょごにょした言葉を聞いていないらしく、

「ねえレオ。もしよかったらそれ、ぼくにも教えて？」

「……は？」

「あれって柔じゆう道どうとか合あい気き道どうとかでしょ？　ぼくにも教えてよ」

「お、……か、駆、に？　ここで？　この部屋で??」

「うん、だって、また今度あんなことがあったら──」

「そん時は大だい丈じよう夫ぶだって！　俺がまた助けてやるよ」

　レオは手を振って駆を遮さえぎった。それに、彼女にはどうしても駆が武道を学んだり実じつ践せんしたりする場面が想像できない。

　が、

「だめだよ」

　駆は即答した。

「へっ……？」

「もしもレオが戦えない時があったらどうするの？　その時はぼくがレオを守らないと！」

「……そ、そんなの、それこそあるわけねーだろっ！」

　思わず語気が荒くなってしまった。びっくりしたのだ。なんてことを言い出すんだろう、この、駆かけるは……。

「だ、だって……」

　ほらみろ。駆がしょげたぞ。どうするんだおまえ。

「わ、わかったよ駆。じゃあ、まずはレッスン・ワンな？」

　そう言ってレオは戸と棚だなまで移動すると、そこからゴム風船を引っ張り出す。

　以前、誰かが無む闇やみにたくさん買って来て置いていったものらしい。赤いゴム製のそれを、レオはぷうぷうと膨ふくらませ、口を縛しばってぽぉんと弾はじいてみせる。

「いいか、みてろ？」

　それから両手で挟はさみ込むように摑つかみ、彼女は自分の顔の前まで風船を持ってくると、十本の指を突とつ然ぜん、風船にムギュっと突つきたてた。瞬しゆん間かん、

《どぱんッ！》

　爽そう快かいな音と共に風船は破は裂れつ。

　レオの前髪がみがその勢いで舞い上がり、美少年はにっこりと微笑ほほえんでいるのである。

　室内に響ひびいた破裂音にユピテルは本棚の上に駆かけ上がり、そして突然の出来事を前に、駆の顔面は、蒼そう白はくになっていた。

「これ、実は前にテレビで見た稽けい古こなんだけど、駆、やってみ？」

「む……無理だよっ！　無理無理無理だって！　絶対に無理ぃぃ！　なにそれレオ！　無理だって絶対！　いやだ！　やめてぼくに膨ふくらませた風船を近づけないでやだぁあっ！　ちょっとお願いレオ！　なんでもするからッ！　レオのいうことならなんでも！　だからそれだけはお願いレオ！　だめだってぇぇ……!!」

《どぱんッ！》
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「ひどい……ひどいやレオ……」

　レオがあんなに酷ひどいヤツだとは思わなかった。

　駆はシャワーを浴びながら、なおもめそめそと目め尻じりに溜たまった涙なみだの痕あとをこするようにして顔をぬぐった。

　確かに自分はレオに武道を教えてくれとお願いした。それが、まさかこんなコトになるなんて……。

　駆は学校の教室の隅すみで風船が破は裂れつしてもしばらくは心臓がドキドキして仕方がないノミハートの持ち主なのだ。

　それなのに、レオはさっきぼくの目の前で……！

「ぶぶぶぶぶぶぶぶぶ」

　駆かけるはシャワーを頭からかぶり、よだつ身の毛を必死に収める。

　もしもレオに武術を習うなら、ゆくゆくはあの風船を目の前で。しかも自分で割るなんて……。

　なさけないコトに、自分にはあのレッスン・ワンを越えられる自信がまったくない。

「……でも……」

　それさえできるようになったら、あのチーマー達の前に立つことが、本当にできるかもしれない……。

　頑がん張ばってみようと思う心が、駆の中に生まれそうになっている。

　どうやったらいいのか見当もつかないいし、できる自信すら今はない。けど、きっと自分だっていつか風船を割れるようになってみせる。

「……よし！」

　駆は頭を洗いながら気分を変える。

　レオはどうやら、演劇部のみんなとも馴な染じんだようだった。

　彼のコトだから最初から駆は心配なんてしていなかったが、演劇部のメンツは色々と味の濃い人達がそろっている。なので、どのような化学反応が起こるかだけには、気を配っていたつもりだった。

　──とはいえ、いくらまめまめしい生活力のある駆とはいえ、実は女の子である美少年の心をおもんぱかったり、リサが胸の中でなにを考えているか完かん璧ぺきに察するなんてことは、いくらなんでも彼にだって不可能で、あさっての方向にしか気をつかえてないことはなはだしかった。

　が、それでもレオはみんなと仲良くなれたのだから、結果は駆にとってオーライと言っていいかもしれない。

　駆の気分はふわっと軽く、そして確かになる。

　レオと二人でいるのも大好きだけれど、みんなで遊べればこの夏休みはもっともっと楽しくなるに違いない……！

「さて……」

　今日きようも一日暑かった。

　きっとレオも早くシャワーを浴びたいに決まっている。

　駆はさっさと身体からだを拭ふいてパジャマ代わりのＴシャツに袖そでを通す。

　そして、さっぱりした気分でリビングに戻もどってみると、

「……ん？」

　レオはベッドの上でこちらに背を向け、熱心になにかを読書中のようだった。

　彼はあまりにもそれに集中しているようで、ページをめくりながらこちらに全く気が付いていない。

　気になって、駆は後ろからレオを覗のぞき込む。

「……あっ」

　そして駆かけるが思わず声をだしてしまった。その瞬しゆん間かん、

「どうああああああァアアアッ！」

　レオはまるで、えっちな本を一いつ生しよう懸けん命めい読んでいる最中に母親に背後に立たれたのにまったく気が付かず、そこへ突とつ如じよ声を掛けられた少年のようなリアクションで駆に振り向き、

「あ、あ、あああッ！　あ、こ、これ……か、駆ぅぅぅうっ……！」
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　今さら遅いのに手にしていた本を布ふ団とんの中に隠かくし、真まっ赤かな顔でベッドの上でのたくった。

　というか、レオは、まんまその通りのコトをしていたので、駆はまるで、やんちゃな男の子の母親のような気持ちになった。

　確かに、部活のみんなが来ていた時に、アリオッチと保やす田だくんが本棚だなの奥に隠かくしてあった（というか、彼らが持ってきてエロ賢かしこいリスのようにそこに隠していった）えっちな本の話をしていたけど、ぼくすらまだ見つけるコトができなかったそれを、まさかレオが見つけ出してしまうとは……。

「ち、違う駆！　こ、これ、お、俺おれも、本を片付けようとしたら……っ！」

「い、いや、別に、見てもいいんだけど……だって、レオも、男の子だもんね……」

「ぁ、あ、ち……っ！　ちがッ！　ぁあ、いや、違うく、なくて、でも、これはなんというか、その……ッ！」

「あ……、ぼく、もう一回シャワー浴びてこようか？」

「いいからぁあッッ！　ここにいろ駆かける！　ばか！　なんでそうっとこの部屋に来るんだよぉ！　駆のばかぁぁああ！　おまええええ！　とんでもないことなんだぞこれはぁあああッ！　ぁぁああああ……っ!!（布ふ団とんに潜もぐり込みながら）うあああぉぉおおおおおんんんんッ……！」




　それが二日目の夜の、だいたいの出来事。
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　レオの様子がおかしくなってしまった理由には、実に様々な要因があったのだが、それを引き起こした当人であるトコロの駆には、割とおおざっぱにしかソレを把は握あくできていなかった。

「お、俺おれ、ちょっと……一回だけ、親しん戚せきの家に顔だしてくるからっ！」

　翌日。

　朝食のシリアルとヨーグルトフルーツを食べた後、レオはさっさと外出してしまった。

　彼を見送りながら「昨日きのうの夜のことなら本当に気にしなくていいのに」と駆は思っていたが、レオは思いのほか恥はずかしがり屋なのかもしれない。

　そういえば今け朝さからレオは、ずっと自分と視線すら合わせてくれなかった。

　駆は寂さびしかったが、出かける用事が彼の大切なコトなら仕方がないので、この際、レオがもう少し長くこのアパートにいるコトを想定して準備を進めておこうと思い至る。

　だって夏休みは、まだまだ続くのだ。

　レオなら大だい丈じよう夫ぶ。きっと戻もどって来ると思う。荷物だって置きっぱなしだし。

　駆は肩かたに乗せた子猫ねこのユピテルと一いつ緒しよに、最近ざっとしか片付けられていなかった部屋を見渡した。

　それから瞑めい想そうするように頭の中で掃そう除じ行程をシュミレーション。二分で部屋の隅すみ々ずみまで綺き麗れいにするイメージを組み立てると同時に、カァッと瞳ひとみを開いて腕うでまくり。ＦＭラジオのスイッチをひねり、活動を開始した。

　まずベッドサイドの窓に垂たれ下がっていたカーテンを全部外して順番に洗せん濯たく機きに放り込み、布団をベランダに干す。

　そして抜け殻がらになったベッドの上に、床ゆかに積んであった書しよ籍せきを全て移動させ、掃除機で広くなった部屋の床ゆかのゴミを吸い取り、本棚だなやテレビやパソコンデスク周囲、目に見える範囲の埃ほこりも同様に取り除いて、最後に床を、以前とっておいた古いタオルで丹たん念ねんに雑ぞう巾きんがけした。

　バスルームを綺麗にし、キッチンを整え、その間に洗い終わっていたカーテンを元に戻し、溜たまってしまっていた雑誌をひとまとめにして集めたゴミと一いつ緒しよに倉庫にしまい、玄げん関かんも箒ほうきで掃はき清める。

　洗面所と脱だつ衣い所じよ、そしてトイレを磨みがき終えると、汗あせだくになった駆かけるはぴかぴかになった室内を見て回り、

「よし、これならきっとレオもびっくりするはず……！」

　駆はいつも部屋を片付けたり、同じく朝ご飯や夕ご飯を作ったりする時には、いつもここでくつろいで楽しんだりしてくれるみんなを想像し、わくわくしながら立ち働いた。そうしていることが、駆は大好きだった。

　なおかつ、今はこの部屋にレオがいてくれるのだ。

　なかんずく、この大掃そう除じ……というか中掃除は、彼の為ために行っている部屋のバージョンアップと言ったっていい。

　やがて駆は一息つくと、その掃除の出来映えに「うひひひ」と我ながらうっとりする。

　駆の持っているお掃除エンジンは、掃除が終わった後、ここで過ごす誰かとの時間がもたらすエネルギーによって回転していると言っていいのかもしれない。

　それから駆はシャワーを浴びて身み支じ度たくする。時計を見れば針が示す時間は午後の十二時。

「お昼はどうしようか、ユピテル」

　子猫ねこと相談した結果、食事は食材の買い物をするついでにショッピングセンターで済ませることになった。

　ユピテルと一いつ緒しよにショッピングセンターのフードコートで冷たいうどんと、ちくわの天ぷらを食べ、今日きようの夜はそうめんといなり寿ず司しにしようかなとカートを転がす。

　そして細こま々ごまとした買い物も済ませ、スーパーの袋を抱かかえて自宅に戻もどってくると、まるで映画のロケでも行うかのように整えられた部屋の中で、二人の人間が駆を待っていた。

「おかえり、駆君」

　と、ベッドに腰こし掛かけていた巨きよ大だいなスーツ姿の男が言った。

「あ……、あなたは……っ」

　駆が声を上げた瞬しゆん間かん、彼は背後から自分が磨いたばかりの床ゆかに押し倒された。

　なにが起こったのか、そしてなにが起こっている最中なのか、全く理解ができなかった。

　まるで時間と世界がぶっ飛んで、テレビの中を見ているみたいに現実感が剝はく奪だつされている。　目の前のこれがさっきまでの続き、自分の身に起こっていることだなんて駆には信じることができなかった。

「クーラーの温度は十六度に設定させてもらったよ。この通り、夏場のスーツは暑いからね」

「だ、だったら、クールビズに……ッ!!」

「黙だまれ」

　鋭するどい声と力が背中越しに駆の肺を圧迫し、息が詰つまった。駆を取り押さえていたのはトカゲに似た面おも持もちのスーツ男だった。

　ぼくの部屋に、あの二人がいる……!!

　レオがお気に入りだったドーナッツをまた作ろうと、うきうきしながら小麦粉を選んでいたさっきまでのぼくの時間は、もう終わっている。

　子猫ねこのユピテルはとっくに本棚だなの最上段に駆かけ上り、震ふるえながら飼かい主を見下ろしていた。

「ぁあッ！　つ、冷たぁああッ!!」

「この前のお返しだ」

　駆かけるの首元に注がれたのは氷水だった。冷蔵庫から勝手に持ち出したのだろう。コップがテーブルに戻もどされ、駆はずぶぬれのまま床ゆかに押し付けられ呆ぼう然ぜんとした。

　この二人は、数日前にレオと一いつ緒しよに撒まいたハズの二人だった。それが、どうして今頃ぼくの家に……？

「ばれていないと思っていたのか。所しよ詮せんは子供だな」

「レオは？　レオはどこに!?」

　夏場なのに冷え切った部屋は、二人の男によって完全に制圧されていた。もしもレオがここに帰って来ていたら大変なコトになる。駆は問いかけずにいられない。しかし、

「なるほど、あれは君の前ではレオと名乗っているのか」

　巨きよ体たいを黒いスーツに包んだ、狼おおかみのような相そう貌ぼうを持つ異様な男は、手にしていたハードカバーの本をパタンと閉じて、棚にしまい、

「キミは将来、脚きやく本ほん家かか小説家にでもなりたいのかね？」

　大男の読んでいたモノは、駆の大好きなお芝しば居いの脚本集だった。あれに駆は大量の書き込みをしていて──

「私もここにあるキミの感想と考察に、だいたいにおいて賛同するよ。キミにも良い芽がありそうだ」

　顔から火が出るようだった。演劇部のメンバー達には公然の秘密。なんで選よりにも選って、こんな胡散うさん臭くさい大人おとなに、自分の将来の夢なんかを──

「その通り。彼の名前はレオ。伊い豆ず島しまレオ」

　しかし、巨体の黒スーツは駆の様子を気にする風ふうも無く、この場にいる全員に言い含めるような声で続けた。

「レオって……、本気ですか？　大おお貫ぬきさん」

　駆を押さえ込んだまま、トカゲ男が呻うめくように声を漏もらす。

「これだけ物語を読み取れる人間に、」

　狼おおかみ男おとこは先ほど本をしまった本棚をこつこつと巨きよ大だいな拳こぶしで叩たたき、それから部屋を眺ながめ回して、

「そしてこれだけ我が家を清潔に保てる少年に、悪い人間はいない」

　巨きよ軀くの狼男はそう言って、トカゲ男を無視するように立ち上がり、床ゆかを軋きしませながら駆の目の前にやってくる。

「私はそう信じたい。小こ井い戸ど駆君」

　駆かけるはその巨きよ大だいな眼球に睨にらまれ、声も出ない。

「放はなしてやれ、兼かね藤とう」

　そう呼ばれたトカゲ男は不満そうに息を吐はき、最後にきつく一いち撃げき、駆に体重を乗せ、ゆっくりと立ち上がった。

　駆も重く、身を起こす。

　しかし彼はそれ以上、動けない。

　自分の前後に、挟はさみ込むように存在するスーツ男から発せられる圧力で、駆は溢あふれそうになる涙なみだを堪こらえるのがやっとだった。

「まあ、落ち着こう」

　大おお狼おおかみ男おとこはそう言って、まるでこの部屋の主ぬしのように、駆とテーブルを挟む位置にどっかと座り込んだ。

　無言で促うながされ、駆は対面するように、そこに正座した。

「私は大おお貫ぬき。ブラックホール・エンタテインメントのマネージャーをやっている。名めい刺しは勘かん弁べんしてもらおう」

「ブラックホール……エンタテインメント……？」

　名乗られて、余計に緊きん張ちようが高まった。

「……て、転売屋組織……の、元もと締じめですか……？」

「はァ？」

　高い声で反応したのは背後にいたトカゲ男。兼藤と呼ばれていた人物。思わずぞくりと駆は身をすくめる。

「やめろ兼藤」

　大貫は片手で制する。

「小こ井い戸ど君。君がそうやって私達を勘かん違ちがいするのも無理はない。しかし、私達はあんなチーマーとは違う。勝手に君の家に上がり込んだのは謝ろう。しかし、コトは内密に進めたい」

「内密、に……」

　僅わずかに駆が顔を上げると「そうだ」と大貫は頷うなずき、

「ブラックホール・エンタテインメントは芸能事務所だ。私としては、結構有名所どころだと思っていたのだが。まあ、普通に暮らしていたら、気にはしないな」

　大男は自じ嘲ちよう気味に笑った。それから巨きよ大だいな手で、なにか唸うなりながら顔の下半分をぬぐうような素そ振ぶりの後、

「一つ、聞こうか」

　腹の底から響ひびかせた。駆は身構えた。

「君は、あのレオのことを、どう思っている？」

「レオを……？」

　駆かけるは、痺しびれたようになったまま声を漏もらした。

「……レ、レオは、すごく……かっこよくて……ぼくは、レオと友達になれて、すごく嬉うれしくて、だから今日きようも、夕飯の買い物、を……ぼくは……──」

　自分がなにを言っているのか。そもそも何をしているのかもわからなかった。

　なんでこんなコトになってしまったのだろうとすら思う余地もなく混乱している。

　駆は、固くうつむいた。

　恥はずかしかった。

　とにかく自分が情けなく、必死に歯を食いしばった。

　──数秒の後、

「君は、本当らしいな」

　大おお貫ぬきが言った。背後では兼かね藤とうがつまらなそうに、なにかを小馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

　もちろん駆にはなんのコトかさっぱりわからない。びくびくと怯おびえるだけだった。

　この二人は、自分をどうしたいというのだろう。

「では、君にあのレオを任せたい」

「……え？」

「社長の命令でね」

　大おお狼おおかみ男おとこはテーブルの上に手を乗せると、駆の頭の中をのぞき込み、その内部へ直接送り込むように語り出した。

「君が彼になんと言いくるめられたかには興味は無い。ただ、本当のコトだけを話そう。伊い豆ず島しまレオは、ブラックホール・エンタテインメントの社長の、事務所の秘蔵っ子だ。彼の持つポテンシャルはいつかこの芸能界をひっくり返す。あらゆるメディアで目にした人々はもちろん、スターを目指す誰もが憧あこがれる、それこそ星のような存在になるのが彼だ。もちろん社長は彼に厳きびしいレッスン──修しゆ行ぎようを課した。どんなダイヤの原石も磨みがかなければ輝かない」

　大貫は一息ついて、目を丸くしている駆の動どう揺ようが一段落するのを待って、続ける。

「が、彼はそこから逃げ出した。理由は色々とあったのだろうな。しかし結果は同じだ。レオは自分の環境に不満を抱いだき、逃げたんだ。簡単に言えば家出だ。そしてマネージャーである私と兼藤は彼を捜さがし回り、」

「……あ」

　思わず駆は声を漏もらした。

「しかしこうして、見つけたわけだ。家出先を」

　とんとんとん、と大貫はテーブルを叩たたいた。

「……レオを、レオを連れて帰るんですか!?」

　駆は焦しよう燥そうにかられて声に出していた。

「いや、連れて帰らない」

「……へ？」

「私は、君に任せると言った」

「そ、それは、どういう……」

　せっかく見つけ出したのに、マネージャーはレオを、連れて帰らない……？

「彼を戻もどすのは君だ、駆かける君。君がレオを説得して、事務所に戻るように言うんだ」

「む、無理です……！」

　反射的に駆は叫さけんでいた。

「だが、君は彼の友達なのだろう……？」

　それを予想し、回り込むように大おお貫ぬきは続ける。

「君にもわかるはずだ。レオにとって今は一番大事な時期なんだ。ようやく乗った軌き道どうから逸それてしまったら、元の道に戻ることは、この業界では難しい」

　まるで駆の胸に杭くいを打ち込むようだった。巨きよ体たいの狼おおかみマネージャーは、駆の瞳ひとみの中に動くものを見た。

「もしかして、レオって役者……なんですか？」

「……ふむ、君はなかなか鋭い。その通りだ」

　駆の中でなにかが繫つながった。学校でレオが台本を読み上げたとき、駆は感心していたのだ。初見であれくらい堂々と、そして臨りん場じよう感に溢あふれた演技ができるなら、本番ではどれくらいのものがみられるだろう。

　それに、レオのあの容姿。あれだけの美少年ならば……

「であるなら、なおさら君にはわかるハズだ」

　レオに関して言えば『劇団ヒューマンオーバー』のＤＶＤの件もある。

　このマネージャー二人の言っているコトに、間違いはなさそうだった。

「駆君、君が彼の本当の友達なのだとしたら、君には説得できるはずだね？」

　もしもレオが本当に役者であり、そこから逃げてしまっているなら……

「彼の頑がん固こさはマネージャーである私達が一番よく知っている。特別に一週間の猶ゆう予よを与えよう。それまでは君にまかせる」

　彼は、すぐにでも戻った方が……

「やってくれるね？　駆君」

　駆に選せん択たく肢しなど無かった。

「……はい、……それが、レオのためなら……」

「よろしい。これが、双そう方ほうに確かな未来のためになるよう、祈いのるよ」

　そしてスーツの二人組は立ち上がり、帰り支じ度たくをする素そ振ぶりをみせながら、固まったままの駆に、思い出したからついでに言っておくという感じで、

「そうそう、私達二人がここに来たこと、そして私が君に言ったコトは、決して誰にも言わないと約束してもらるかな？　友人にも家族にも、そして、伊い豆ず島しまレオにもだ」

　駆かけるは、小さく頷うなずく。

「その代わり、彼の宿しゆく泊はく費ひはこちらが出そう。なにかと大変だろうからな」

　彼はスーツの胸ポケットから、白い封ふう筒とうを引っ張り出し、ぽんとテーブルの上に置いた。

「とっておきたまえ」

　大おお貫ぬきはみしみしと床ゆかを鳴らしながら玄げん関かんへ移動していく。

「ああ、最後に一つ聞いておきたいのだが、……キミが両親と一いつ緒しよに住んでいないのは──」

　まるで帰りかけの刑けい事じのように、しつこく、突とつ然ぜん大貫は駆に振り向いた。

「──家族が不仲だからかね？」

　駆の息が止まった。

「……なるほど。いやいや、……キミはしっかりものだと思うよ」

　無言を貫つらぬく駆に、巨きよ軀くの狼おおかみ男おとこがそれ以上深く追及してはこなかった。けれどそれはハッキリとした脅おどし以上に、駆の身体からだに食い込んで来るコトとなる。

「早ければ早いほどいい、キミにならできる。一週間、彼を任せよう」

　どうあがいても駆の立場は弱いものだった。叩たたきつけられるように、一週間という期日が駆の全身を痺しびれさせる。

「それでは失礼する。いくぞ兼かね藤とう」

　動けない駆の背後で扉とびらが開き、そして閉まった。足音が遠ざかり、やがて彼らの気配は部屋からは跡あと形かたもなく消え去ったが、駆はそこからしばらくの間動けなかった。

「レオ……」

　明あけ透すけにヒトのいいあの友人は、もうずっと遠くにいて、このままずっとここには帰ってこないような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　駆は、ぶるりと肩かたを震ふるわせた。

　冷たすぎるクーラーに、ずぶ濡ぬれの全身が侵おかされていた。




　★




「ただいま駆！　なあちょっと聞けよー！」

　レオが駆の家に帰って来たのは午後の五時半。マネージャー二人が駆宅を立ち去ってから三時間ほどした後だった。

「親しん戚せきに挨あい拶さつした後さ、あ、ちなみに駆の家にお泊とまりは延長ＯＫでたよッ！　んでさ、俺おれ、ちょっと買い物しようと思って駅ビルをぶらついてたら、なあ、誰に会ったと思う？　ほんと偶ぐう然ぜんなんだけど、ほら、駆と同じ部活の灰はい塚づかさん！　俺、灰塚静しず莉りさんに声かけられちゃってさ！　ユニトゥロで！」

　見れば彼は大きく膨ふくらんだ駅ビル内のショップの袋や、なんやかやを両手に提さげて帰宅していた。

　レオは出迎えてくれた駆かけるに向かって意気揚よう々よう、にこにこと喋しやべり掛けながら、洗面所で手を洗ったり荷物を自分の陣じん地ちと決めたスペースに並べながら、

「で、なんか灰はい塚づかさんに時間あるかって聞かれて、二人でカフェみたいなトコロに入ってさ、なんかずーっと駆の話とかしちゃってさ、ドーナッツとかも食べ……あ！　でさ、やっぱ駆すごいよ。だってお前のドーナッツの方が、あそこのカフェの自じ慢まんだとかいうドーナッツよりずーっと旨うまかったぜ？　あそうだ、ちょっと俺おれ、シャワー借りていい？」

　買って来たばかりらしい下着や小物を抱かかえたレオは、身軽に浴室に飛び込んで行く。断続的なシャワーの音が響ひびいた後で、スポーツＴシャツにハーフパンツ、髪かみを濡ぬらしたままのレオは、座ったままの駆の前にあぐらをかき、

「でさあ、なあなあ駆」

　石せつ鹼けんの匂においをさせながら両手を広げる。

「俺、考えたんだけど、ゆくゆくは俺がお前にこう、武術を教えるだろ？　だから駆はさ、俺に料理教えてくれよっ！　俺ああいう家庭的っていうの？　食べたコトがあんまり無くてさ、なんというか、ああいう味って、すごい落ち着くっていうか……」

　そこでようやく、

「……あ、あれ？」

　リサは駆の様子が、いつもと違って見えるコトに、気が付いた。

「なあ、どうしたんだ駆」

　駆はまるで、リサからすれば『生き別れの兄に出で逢あったのはいいけど、最初の言葉をどうすればいいのかわからない弟』のような不思議な瞳ひとみでこちらを見続けているのだ。

「えっと、俺の話、……聞いてたか？」

「う、うん」

　と頷うなずくものの、駆の両目は、まるで灰色のモヤがかかったみたいにうろんだった。

　その表情にはいつもの駆らしい柔やわらかさがなく、どこかカサカサと強こわばって見えるのだ。

「……駆？　お前、どうかしたのか？　なんだか、元気があんまりねーみたいだけど……」

「う、うん……」

　顔をレオに覗のぞき込まれ、ふと気付いたのだろう。駆の瞳に僅わずかな光が戻もどる。

　けれど、その静かな覚かく醒せいもどこか怪あやしく、すぐにまた、霞かすむようにぼうっと曇くもり、

「おい、マジで大だい丈じよう夫ぶか駆。熱でも、あるのか？」

　リサの心はそぞろめいた。

　駆がなんかおかしい。全然いつもの駆じゃなくなっている。

「ま、まさか……！」

　彼がこうなってしまう理由を、リサは一つしか思いつけない。

　──やっぱり、昨日きのうの夜のコトだ。

　わたしががあんなに一生懸けん命めいえっちな本を何冊も読んでいたから、駆かけるはわたしに、……幻げん滅めつ、しちゃって──

「ち、ちがうんだ駆！　あ、あれは、あの時は……──っ！」

「ねえレオ……」

「な、なに？　駆」

　駆の声は、レオの狼ろう狽ばいとはまったく無関係に紡つむがれる。




「レオはこの家に、いつまでいるの？」




「……、へ？」

　ぼこんと、直径が二メートルもあるような硬く透とう明めいな風船が、駆とレオの真ん中に生まれたかのような間まが、流れた。

「え、あ、あ……っ」

　先に反応を示したのは、リサだった。

　顔が真まっ赤かになっていた。

　たまらなく自分が恥はずかしかった。

　……自分は今日きよう、なにをしてきた？

　よりにもよって、駆の家にもう少しいてもいいようにと、ユニトゥロで男物のボクサータイプのパンツまで買って、あまつさえ今はおニューの家着まで着ているのだ。

「そ、そりゃそーだよなっ！」

　声は羞しゆう恥ちに震ふるえている。

　レオはうつむいて、両腕うでで耳まで真っ赤になった顔を隠かくすようにして言った。

「やっぱ、俺おれ、……迷めい惑わく、だよな。悪い……。調子、乗ったわ」

「え……？」

　そして駆は、気が付いた。

　レオは無言で立ち上がって、広げたばかりの荷物を大きなスポーツバッグに突つっ込み始めている。

「あ、ご、ごめん！　ち……ちがう！　違うんだよレオ！」

　今度は駆が真っ赤になり、そして自分が言ってしまったコト。それを受け止めたレオの行動を目の前にしてみるみるうちに真まっ青さおになった。

「そうじゃなくて、えと、あの……っ！　迷惑とか、そういうんじゃなくて……ッ!!」

「いや、ちがくねーよ！」

　リサは駆かけるの顔を見ることができないままバッグをひっつかんで玄げん関かんを目指した。

「俺おれ、なんかこう、ちょっと勘かん違ちがいしてたみたいで──」

　ごしゃんッ！　という背後の音。

　とっさにレオは振り向く。

　立ち上がろうとしていた駆が、バランスを崩くずしてテーブルに躓つまずいていた。レオは滑すべるようにして駆に腕うでを伸のばし、彼を支えた。

　彼の身体からだは、酷ひどく熱かった。

「おい、駆……？」

「レオごめん、そうじゃ……なくて……」

　腕に収まった駆は、息も絶え絶えにそうこぼし、自分の脚あしで身体のバランスを取り戻もどす。

「駆？　おい、お前……どうしたんだよ」

　リサには駆のあのヒトコトが、どうやら最悪の意味を持ったものでは無いらしいと、彼に直接触ふれることで理解していた。

　そこには確かに、さっきまで掠かすれるように薄うすかった駆自身の気配があった。

　けれども、リサには駆に今もなにかが取り憑いているような変化がどうしても気になったし、理解するコトができなかった。

　最悪ではないにしろ、ぞわぞわの胸むな騒さわぎは一向に収まる様子がない。

「こ、怖こわく、なっちゃって……」

　と、ベッドサイドに腰こし掛かけ、ようやく落ち着きを取り戻した駆はレオに告げた。

「怖いって、なにが……」

　カーペットに座ったレオは、恐おそる恐る尋たずねる。

「だって、……レオとぼくは、出で逢あってまだ、三日しか……経たってないんだよ……？」

「えっ？　まだ三日ッ!?」

　本当だった。

　彼女は指折り数えてみる。

　出逢ってから駆との記き憶おくはそれこそ何本指があったって足りないくらいあった。でも、日数だけを数えてみれば指は三本でこと足りた。

　そしてリサはまた恥はずかしくなる。

　どういうことだろう。駆とはもっと長く、一週間……いや、それ以上ずっと一いつ緒しよにいたかのような感覚があった。

　だから勝手に安心していた。

　けど、数えてみれば駆が正しいのだ。今日きようでまだ、三日だった。

「……うん。だから、まだぼくとレオには、お互たがい知らないことが、いっぱいあって……」

　目の前の駆の輪りん郭かくがぶれてしまう程、リサの鼓こ動どうが高く一つ、脈を打った。

　彼女の全身の血管をものすごいスピードで流れるのは、真まっ赤かな血液ばかりではない。

　僅わずかな、けれど確固とした罪悪感が、砂すな粒つぶのようになってリサの全身を巡めぐり、呼吸を湿しめらせた。

「……それに、」

　駆かけるは、今さっきレオに向かって放ってしまった自分の言葉を償つぐなうように。

　そしてその償いを口こう実じつに、やっと本心を打ち明けられたという安堵あんどをない交ぜにしながら、

「ぼく、レオにはずっと、この家に、いてもらいたいぐらいで……」

　そのセリフは、まるで超新星爆発のような歓喜をリサのなかで生み出した。

　いったんは彼女の胸の中で絶たれたかにみえた希望。それが再び燃え上がる温度差と気圧差で、胸がおかしくなってしまいそうだった。

　が、彼女はその気配を咄嗟とつさに、全力で内側に閉じ込める。

　そうしなければ、ならなかった。

　なぜなら、同時に彼女は胸の中に、深海へ猛もうスピードで沈しずみ続けるように冷たく、凍こおり付いていく部分を感じないわけにはいかなかったからだ。

　自分が抱かかえる噓うそが、歓喜の爆発と反比例するように冷えていく。

　その核にあるのは、自分が作りだし、駆を欺あざむき続けている連れん鎖さ的な作り話の固まり。

　いつかは向かい合わなくてはならないその暗黒物質から、リサは咄嗟に顔を背そむける。その渦うず巻まきに今、飲み込まれるワケにはいかないと、心を振り切る。

　そして、

「そ、そんなこと言ったら、俺おれだっておまえのコト、知らないぜ……？」

　詰つまったように喉のどを堅かたくしながら、『絶対に駆には秘密』という名のそれを飲み込むようにして、レオはそう笑ってみせた。

　が、

「…………、……知ってる、くせに……」

「えっ？」

　リサの背中に冷や汗あせがどぉっと流れ落ちる。首筋が鼓こ動どうと連動してぴくっぴくっと蠢うごめいた。

　駆は、じとっとレオを見ていた。

「な、なに？　俺が駆の、なにを、知ってるって？」

　リサは大いに焦あせるしか無かった。だって駆のこんな表情、今まで見たこと無い……！

「……レオはぼくの部屋の、えっちな本の隠かくし場所……もう知ってるよね？」

「かっ！　な、なぁっ!?　それはっ！　あれはお前の、駆のだろっ!?　別に俺のじゃないだろ！　それは持ち主のお前の方がアレだろっ！」

　背中の汗が前面に回り込んできたようだった。リサは声が詰まってしまいそうになるほど胸をドキドキさせ、顔を伏せてしまう。

「レオってさ、見かけによらず、純情だよね」

　その声、一いつ瞬しゆんで微笑ほほえんだ駆かけるの表情。

「な、バカっ！　なに、言ってんだよ!!　からかうな……ッ!!」

　それがすっかり、いつもの駆に戻もどっていた。

　リサは嬉うれしいのと恥はずかしいのが半分半分で、彼から顔を背そむけた。

　──けれどリサはまだ知るコトができない。

　──一度変わってしまったら、容易には元に戻もどらないものが、この世界にはたくさんあるのだというコトを。

　今の彼女にわかるのは一つだけ。

　さっきまで駆とレオの間にあった、目に見えない固い球体が、すっかり消え去ってしまっているということ。

　それでもリサは、ただ駆に視線を戻せない。
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「……じゃあさ、レオ」

　それからしばらくして、

　ベッドの上に戻って来ていたユピテルを肩かたに乗せた駆は、レオが駅前のお土産みやげに買ってきてくれていた鯛たい焼やきをオーブントースターで温めながら彼に声をかけた。

「ん？　手伝おうか？　駆」

　すぐだから平気と答え、鯛焼きと緑茶の用意をすると、駆はまだ顔を火ほ照てらせたままの美少年の向かい側に座った。

「ねえレオ」

　そして駆は、思い切って口にした。

「これからお互たがいにさ、色々質問しあおうよ。一日に一回ずつ。で、それには絶対に、お互いが答えなくちゃだめっていうルールで」

　言った瞬しゆん間かん、鯛焼きを今まさに頭から食べようとしていたレオは「ふぅん……？」と手を止める。

　その仕し草ぐさに駆は『しまった』と息をひそめた。

　もしかしたら『一日に一回、絶対に答えなくちゃいけない質問をしあう』なんて申し出は、かなり唐とう突とつで強ごう引いんなんじゃないだろうか。いや、確実にそうに違いない……!!

　けれど、

「うん、いいなそれ。じゃあ今日きようから早さつ速そくな？　じゃあ、えーと……俺おれは駆になにを聞こうかな……（かぷり、もぐもぐ……）」

　レオはあまりためらうことなく、そう頷うなずいていた。駆かけるは滑すべり込みセーフのような安堵あんどに胸を落ち着ける。

　……焦あせることは、なかったのだ。

　というか、焦っちゃだめだめで、それこそ衝しよう動どう的に動いてはいけなかったのだ。

　まずはレオのコトをきちんと知るコトが大事だと、駆は思い始めていた。

　レオにはレオなりの事情があって、きっとここにいるハズで、それを知らずに、彼を元の場所に帰き還かんさせることなんてできない。

　そして与えられた猶ゆう予よは一週間。

　レオの心を変えようとするならば、まずはその心の持ち主である彼のコトを、きちんと知るべきなのだ。

　そうでなければ自分は彼を説得なんてできないだろう。

　──駆は、いずれ当然の如ごとく訪れるであろう『レオの帰宅』という問題に、そのようにして入り口を取り付けた。

　そうしなければ耐えられなかった。

　これが今の駆の精一杯だった。

　そして、レオのコトを知りたいなら、自分のことも知って貰もらわなくちゃならないのだ。

　少しずつ。でも、もっとたくさん。

「ね、じゃあさ……」

　だから、駆は彼に尋たずねた。

「……レオってさ、好きな人とかいるの？」
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「うぇほ……ッ!?」

　食べていた鯛たい焼やきが喉のどから飛び出そうになり、レオは慌あわてて口元を押さえる。夜道で背後から不ふ審しん者に飛びかかられた方が、まだましだった。

「す、す、好きな人……ッ!?　い、いねえよそんなのっ！」

　とっさにレオは駆から顔を背そむけ、そう答える。

「えー、いないの？」

　落らく胆たんしたような駆の声。というか駆って、こういう話が好きなタイプだったのか!?

「ねえレオ、本当に……？」

「あ……あたりまえだろ！　ひ、秘密なんだよ!!　そういうのは！」

「秘密っていうことは、いるんだよね、本当は……」

「な、なぁッ!?」

「ねえ、だれなの？」

　あくまで無む邪じや気きに問いかけてくる駆かけるに向かって、

「う、うるせーっ！　言わねーって言ったろーッ！」

　レオは突つっぱねるようにそう言うのだが、

「その子って、やっぱりかわいい？」

「か、かわいいか、そうじゃないかだと……、ん、かわいい、んじゃ、ねえかな……」

　あれ？　なんで俺おれ、答えちゃってるの!?　やめろ！　なんかお前おかしい！　お前に聞かれると、なんか逆らいづらい……っ！

「そっかー、レオは可愛かわいい系がいいんだ。じゃあ、灰はい塚づかさんとかどう？　今日きよう会ったって言ってなかった？」

「まて！　駆は……あの灰塚静しず莉りとかって、タイプなのか!?」

「んー……、やっぱり可愛いんじゃないのかな。なんか、校内にファンクラブみたいのもあるって言うし」

「そ、そうなんだ……？」

「まあ、レオの好きな子は、ぼくの知らない女の子なんだろうけどさ」

「へ？　お、女の子!?」

「うん。……え？　なに驚おどろいてるの？」

「な、なんでもねえよッ!?」

　レオはテーブルに転がっていたうちわでばたばたと自分の顔を扇あおいだ。どうにも受けに回ってしまっている。こういう時は、こちらからも攻めの一手を繰くり出さなければ流れは変わらない……！

「そ、それより駆！　お前は好きなヤツとか……いないの？　まて！　答えられないっていうのは無しだからな！　これが今日の、『一日一回』の、俺の駆への質問だからな!?」

「ＯＫ、じゃあきちんと答える！」

「よし、よし……、じゃあ、駆は好きなヤツ……いるの？」

「いないよ？」

「ためらいも無しかよ!!　え？　い、いないの……？　あ、あれ……？　じゃあこれで、俺の今日の質問終わり??　だ、だって駆、彼女とか……欲しいとか、思わないの……？」

「いや、べつに……。ぼくは、こうやってレオと遊んでる方が楽しいし」

「そ、そ、そういうっ！　そういうんじゃ、なくて……ッ！」

　レオはその場でじたばたと暴あばれるように手足を振り回した。しかしそこへ、

「んー、あ、でも、レオが女の子だったら、もうぼくにも彼女ができてたのにね」

「ぎゃああああああッ!!　お、お、おまえっ！　な、なにを言ってんの!?　お前、本当に、そ、そういう、趣味、が……ッ！」

「冗じよう談だんだよ冗談！　そういうんじゃないから！　あ、あれ？　ごめん！　冗談だって言ってるのに、なんでレオはぼくに意味のわからない一本背負いみたいな技を繰くり出して、ベッドに転がしたまま、自分は洗面所の方に走って……行っちゃうの……？（がくがくと痙けい攣れんしながら）」

　しばらく経たって、




「……俺おれと駆かけるの間に、隠かくし事は無しだ」




　トイレに籠こもっていたレオは、部屋に戻もどって来ると断言するようにそう言った。

「うん……！」

　駆はベッドから立ち上がり、小さく頷うなずく。

「じゃあぼく、これからドーナッツ作るから！」

「よっしゃぁ！　美味おいしいのを頼むぜ駆！」

　そして駆のドーナッツ宣言に全身で喜びを表現したリサは、

　実のところ、

　目がくらんでしまう程にどっきゅんどっきゅんと、全身の脈動を強く、速くしていた。

　なぜなら、

「レオって、本当は女の子なの……？」

　と、いつか駆に質問されたらどうする？　という想念に今も絶ぜつ賛さん、襲おそわれ中だったから。

　そうなったら、正直に言うしかない……！　リサは今さっき、トイレの中で覚かく悟ごを決めようと、決心しようとしては、ぐねぐねと身もだえを繰り返していた。

　だって、そう、そうなのだ。

　自分は女の子であるということを駆に隠かくしているわけじゃない。

　今はまだ、駆に聞かれていないだけなのだ。

　──打ち明けるべきか、打ち明けざるべきか。

　リサの血に流れる罪悪感の微び粒りゆう子しは、彼女にすら制せい御ぎよできなかった。
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「なあ駆、まだ起きてるか……？」

　深夜の十二時を回っていた。

　レオはベッドに。そして駆は床ゆかに簡単な布ふ団とんを敷いて、暗い部屋で横になっていた。

　ユピテルのすぴすぴ言う寝息を聞きながら、レオは暗くら闇やみの天てん井じように瞳ひとみを開いている。

　駆のドーナッツはやっぱりおいしかったし、その後には薬やく味みがいっぱいのそうめん。いなり寿ず司しだって三つも食べた。

　全部、彼が作ってくれたのだ。

「ん、どうしたのレオ、眠ねむれないの？」

　恥はずかしいコトに、リサはお腹なかがいっぱい過ぎて眠れないでいたのだ。

　けれど、

「なんか、色々あってな……」

　彼女は駆かけるへ、神しん妙みようにそう言った。

　言ってみた途と端たん、ころころとお腹が鳴ってリサは赤くなる。

「うん……、わかるよ」

　けれど駆はその時ごそごそと身じろぎしていたみたいで、彼女はほっとした。

「なあ駆」

　そんな状況がリサを調子づかせたのだろう。夕方、突とつ拍ぴよう子しもないコトを聞かれたお返しとばかりに、彼女はベッドサイドから駆を覗のぞき込むようにして尋たずねた。

「駆って将来の夢、あったりする……？」

　闇やみに目が慣れてくると、カーテン越しに漏もれる窓の外の遠い街がい灯とうや、部屋の中の家電が発する小さなランプの瞬またたきで、駆の微かすかな輪りん郭かくを見て取れるようになる。

　その中で、レオの問いを耳にした少年の縁ふち取どりは、明らかに緊きん張ちようし、強こわばった。

「も、もう今日きようはレオ、『一日一回』の質問、使っちゃったから……」

　そう言いつつ寝返りを打ってごまかそうとした駆の肩かたを、レオの手がくいっと摑つかんだ。暗がりの中で、リサの唇くちびるがチェシャネコのように吊つり上がる。

「ん？　でも俺おれ達、最初に出で逢あってから三日経たってるんだろ？　ということは昨日きのうと、最初の日の分があるはずだ」

「う、うう……」

　駆はもぞもぞと、布ふ団とんの中でこっちを振り向いて、

「……いわなくちゃ、だめ？」

　レオは頷うなずいた。

　その気配が伝わったのだろう。駆は掛け布団をさらにばさばささせ、「んんん～」としばらく悶もだえたあと、

「誰にも言わないで、秘密にしてくれる？」

「もちろん」

　レオのその声で、少年は観念したのだろう。

「……脚きやく本ほん家かに、なりたいんだ」

　むしろさっぱりとした口く調ちようで、駆は言った。

「脚本家……？」

「うん。ぼくはお芝しば居いとか映画とか、そういうのの脚きやく本ほんを、書きたいんだ」

「おぉ、……なるほど……」

「やっぱり、変、かな？」

「いや、変じゃねーよ！」

　駆かけるの返答はリサにとって意外なものだったが、けれどよくよく考えてみれば、妙みように腑ふに落ちてくる。それはむしろ名案のようにも思えてくるのだ。

「脚本家、か。いいな、絶対駆に向いてるってそれ！」

「ほ、本当に？」

「本当だって。だってお前、なんというか……」

　リサの視線は思わず『モンブレ』がセットされている駆の携帯ゲーム機に向いてしまう。ついついその視線を追ってしまった駆は、

「あ、でも、違うから！　そういうんじゃなくて、レオ、ええと、あれは……っ！」

「いや、ちがくないって！　たぶんそういうのって脚本家とかに向いてるんだって！」

　昨日きのうの夕方、みんなの前で駆が突とつ如じよ語りだしたモンブレストーリーを思い出してしまったのだろう。暗くら闇やみの中で顔を赤くしながら、お互たがいがまくし立てる。

「勇気出してレオにだけは、打ち明けたのにっ!!」

「な、なんでそこでヘコんでるんだよ！　俺おれは駆は脚本家になれるって言ってるだろ!?」

「でも、だって……」

「なんか、あったのか？」

「ぼく、一度氷ひ坂さか先せん輩ぱいに、自分が初めて書きあげた脚本を見せたコトがあるんだ」

「す、すごいじゃん！」

「すごくないよ！」

　駆はがばっと上半身を起こして、

「だって、結局採用はされなかったし、たくさんダメ出しもされたし……」

「そうなのか……？　まあ、初めて書いたんだから、それはしかたがないというか──」

「レオは、読んでみたい？」

「へ？」

　突とつ然ぜん自分に向いた矛ほこ先さきに、リサはキョドる。

「読むって、なにを……？」

「ぼくが書いた、脚本」

「もしかして、あるのか？」

「うん……」

　駆はもそっと起き上がり、パソコンデスクに近づくとデスクスタンドを灯ともし、ごそごそと棚たなをあさって、コピー用紙の束たばを引っ張り出す。

　そしてデスクスタンドの光を背にしたまま、それをレオに向かって差し出した。

「ぉ、おお……」

　リサはベッドサイドの明かりを付けて、駆かけるから紙の束たばを受け取る。

「これ、なんだけど」

「結構、分ぶ厚あついな……」

　ふんふんと頷うなずき、レオが一枚目のコピー用紙をめくろうとした時だった。

「本当に、読む？」

「へ……？　ああ、うん、読むけど、え？　だめなのか？」

　ここまで来て？　と、思わず手を止めたレオが聞けば、

「だ、だめじゃないけど、わ……笑わない？」

「いや、笑わないぞ？　俺おれ、逆にこういうの、すごいって思うけど」

「そ、そっか……。じゃあ、お願いします」

「あ……、じゃあ、拝はい見けんします……」

　とは言ったものの、ページをめくる指には少しの勇気が必要だった。

　リサは緊きん張ちようしていたのだ。

　彼女は一度、駆の語ったストーリーで悶もん絶ぜつしてしまっている。彼の紡つむぐ物語に、どうやら自分は翻ほん弄ろうされやすいようだった。

　けれど自分は、もっと駆のコトが知りたい。

　コイツが目指そうとしているモノを、この目で見てみたい。

　その想おもいが、指先のためらいに勝まさった。

　チラリと駆を見れば、視線を下に落としたままじっとしている。彼も緊張しているのだ。

　よっぽど思い入れのある原げん稿こうなのだろう。こんなに頑がん張ばっているヤツを笑うなんてもっての他ほかだ。自分はそんな人間を応援こそすれ、決して馬鹿になんかしないのだ。

「よぉし……！」

　リサはそう息巻いて白紙の一枚目をめくり、二枚目の冒ぼう頭とうにあったタイトルに目を通して「ぶふぅッ！」と吹き出した。

「待ってレオ!?　なんで笑うの!?　今笑わないって言ったばっかりだよね？　なのになんで!?　ひ、ひどいよレオぉぉおおおッ！」

「ま……まて……ッ！　待てよ、駆ッ！　俺は悪くないッ！　俺は絶対に悪くないぃ！　おかしいのは駆、お前だ!!」

「ぼくがぁぁあ!?」

「そうだよだってなんだよこのタイトルは!!　言ってみろ！　自分でこのタイトルを読んでみろ!!」

「待ってよ！　『尿意によーい、どん！』のなにがおかしいの!?」

「全部に決まってるだろッ!!　え？　なに……？　これ、なんなの……？」

　リサは混乱しきったまま、タイトル横にあったテキストに目を落とす。





『尿意によーい、どん！』

　あらすじ

　京きよう都と、修しゆう学がく旅りよ行こう一日目。時刻は夜。

　バスガイドのような格好をした一人の奇き妙みような少女が、５０５号室の男子生徒五人が共通して見る夢の中に現れた。

　彼女は自分を『修学旅行の神』だと名乗る。

　そして彼らにこう告げた。

「お前達はこの神聖なる修学旅行でハメを外しすぎた。その罪、償つぐなわなければならない！」

　その時、夢の中に浮かび上がる映像は、五人の女子生徒。

　なんとそれは、男子生徒五人の好きな女の子達だった。

　自分の好きな人を友人達にばらされるという男子生徒五人の苦行はしかし、序章に過ぎない。

「これからお前達に、試練を与える。そこから脱だつ落らくした者が好きな女の子は……」

「どうなる!?」

「どうなるんだ!?」

「早く言え！」

「翌朝、自分がおねしょをしていることに気が付くだろう！」

「そんなことはさせないッ!!（五人揃そろって）」

　今、五人の少年と『修学旅行神しん』との、尿意をかけたバトルが始まる!!

「それでは第一の試練、『尿意、どん！』」






「……ほ、本気か……？」

　リサはゴクリとツバを飲み込み、台本からゆっくりと顔を上げ、駆かけるを見た。

　駆は、まるで期待いっぱいでご主人様をみつめる子犬のような瞳ひとみで、レオを見ていた。

「あ、いやっ！　その！　あらすじ……からすると、とても個性的で、ユニークで、期待できそうな内容だけど……」

「本当!?」

　駆の目が、ぱぁっと輝く。もう後には引けなかった。
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「あ、ああ！　本当だ！」

　リサは噓うそはついていない。

　ここまでで既すでに、読むヒトによって色々と評価は分かれてしまうだろう。

　しかし、駆が書いたこの『尿意、どん！』。

　この発想は、並ではない。

　方向性はともかく、そこには何かとんでもないエネルギーだけは込められている気がする。

　というか『修しゆう学がく旅りよ行こう神しん』ってなんだ。

「と、とにかくこれ、最後まで読んでみて、いいか……？」

　こくこくと頷うなずく駆かけるに促うながされるように、レオはベッドサイドの蛍けい光こう灯とうで『尿意によーい、どん！』を読み進める。




　……およそ三十分程で読み終わった時、リサの両目は濡ぬれていた。




「よかった……よかったよ駆……！」

「あ、ありがとうレオ！　なんか、嬉うれしいよ……」

　確かに荒あら削けずりで、ところどころ首を傾かしげざるを得ない部分もあるにはあった。

　けれど男子達が『修学旅行神』と闘う前半戦。

　そして今度は女子達が、片想おもいの男子達の尿意を掛けて闘う後半戦（ここで女子達は全敗を喫きつし、男子は翌朝、大惨さん事じになっている）。

　そして最終決戦。

　修学旅行三日目の夜に行われた男女混合十人・ヴァーサス・修学旅行神との戦いは、リサの胸を強く打った。

　その方向性はともかく、リサは駆かけるの中に、脚きやく本ほん家かとしての才能の萌ほう芽がとも言うべきものを、この『尿意によーい、どん！』の中に見た。

　その熱情が覚さめぬうち。

　リサはコピー台本を片手に、自分が爆ばく笑しようしたり感動したりした箇か所しよを、事細こまかに駆に説明した。

　駆は最初照れたり恥はずかしがったりしたが、だんだんうなずいたりメモを取ったり、逆にレオに質問したりして、二人は熱心に台本について語り合った。

「はぁ……。こんなにいっぱい。ありがとう、レオ」

「いやいや、でもすげえよ駆。そもそも台本を一つ書き上げるのがすごいと思うよ」

「うん……」

「……ん？」

「でも、やっぱりまだまだだと、ぼくも思うんだ」

　それからしばらく後、駆はほどよく冷たい牛乳にメープルシロップを入れたマグカップをレオに渡し、自分も同じモノを両手で抱かかえるようにして、呟つぶやくように言った。

「ぼくも、って、ぁあ、氷ひ坂さか先せん輩ぱいか？」

　レオは一息でそのマグを空からっぽにすると、テーブルに置いた。

「うん。演劇部で公演してもらえませんかって、聞いてみたんだけどなぁ……」

「……お、お前、ホント、変なトコロで勇気あるよな……」

「でも、さっきも言ったけど、氷坂先輩の言うコトはもっともでさ……」

　駆の声がやけに遠く聞こえたので、

「いや……けどこれ、結構おもしろかったぞ？」

　レオはまったくの本心でそう告げる。すると駆は、

「うん、実はそれ、先輩に指し摘てきしてもらったところを直した修正バージョンなんだ」

「じゃ、じゃあ今度はこれを、先輩に見てもらえよ！」

「……そう、だね。レオにも色々言ってもらえたし、手直しして、また先輩に見てもらうよ」

　レオは「絶対そうしろ！」と駆に発はつ破ぱを掛けたが、もし、この『尿意、どん！』が本当に高校の演劇部で公演されてしまったら、それは自分の責任なのだろうかと思い「その時は、その時だ……！」と、無責任に覚かく悟ごを決めた。

「でも問題はタイトルだよな……」

「やっぱり、ダメかな……。一応、高校演劇っぽく、『夜や間かん飛ひ行こう』っていうタイトル候補も考えたりはしたんだけど……」

「夜間飛行……ナイトフライト、か。俺おれはそっちも好きだけど、でも確かに『尿意、ドン！』の方がキャッチーだよな……」

　リサはうむむと頭を抱かかえる。そこへ、

「ねえ、……レオの将来の夢って？」

　今度は駆かけるが、尋たずねて来た。

「あー……、俺おれの？」

　リサは、

「俺の夢は……、」

　それを打ち明けるコトは、もっと抵抗があるものだと思っていたけれど、

「……役者に、……立派な役者に、なること。それで、いっぱいのお客さんを感動させるんだ」

　スルリと駆に答えた自分に、リサは少し、驚おどろいた。

「絶対に大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　そして駆のその返答はあまりにも早かったので、リサはさらにびっくりしてしまう。

「あ、……え？」

「レオなら、絶対にすごい役者さんになれる。だって、すごくかっこいいし、なんかこう、レオのまわりって、きらきらしてるもん！」

　ベッドサイドにかじりつくようにして、駆はレオを見つめていた。

「おまえ、なんか、目がマジなんだけど……」

「レオは本気じゃないの!?」

「いや、本気だよ!?　けど、なんか突とつ然ぜんだったから……」

　リサは面めん食くらってしまっていた。

　初めてだったのだ。こんなにも誰かに役者になりたいというコトを賛同してもらえたのは。

　リサは初舞台に立った直後から、なぜか常に舞台以外のステージに立つことを期待され、そう煽あおられて来た過去を持つ。

　けれど、

「ぼく、見てみたいな……」

「な、なにを？」

　駆は、ここではないどこか遠くを見ている眼差まなざしで言うのだ。

「レオが、ぼくの脚きやく本ほんで舞台に立ってるところ」

「お、お前の台本で!?　え？　あの『尿意によーい、どん！』俺がやるの!?　それは勘かん弁べんしてくれよ！」

「ひどいよレオ！」

「ひどいのはお前の台本だよ!?」

　二人は笑った。ユピテルが目を覚さまし、両耳をぴくぴくさせ、小さなあくびを一発かます。

「あ、もうこんな時間！　早く寝なきゃ！」

　ひとしきり発ほつ作さが治まると、駆かけるは目覚まし時計を手元に摑つかんでそう言った。

「いいだろ別にもう、寝なくったって」

　既すでにリサはそのつもりだった。

　駆には料理を教えてもらえるし、それから将来、脚きやく本ほんだって書いてもらえるのだ。なんだか嬉うれしくってドキドキして、今日きようはもう正直、寝ていられない気分だった。

「それとも明日あした、なんか用事があるのか？」

「レオ、忘れてるの？」

　と、言われても、

「ん？　……あれ？　なんだったっけ」

　リサはとっさに思い出せない。浮うわついてしまっている彼女の脳みそは、当分の間役に立ちそうになかった。

　そんなレオの様子を感じ取ったのか、駆は自分の心をどこか遠くに飛ばすようにして教えてくれる。

「明日は部活のみんなと、プールに行く予定でしょ？」

「……は？　ぷーる……？」

「楽しみだなぁ、今から眠ねむれるかなぁ。あ、レオ、今日水着買って来た？」

　駆は「あ、そういえばぼくのはどこにしまったっけ」と、布ふ団とんから出ていってしまったが、リサはそれどころではなかった。

「ぷ、ぷ、ぷ……プールゥゥゥウッ!?　ぷ、ぷ────る─────ぅぅぅ!?」

　明日は、水着祭りであった。




　★




　晴れた。

　熱帯夜を真横から貫つらぬくようにして顔を出した太陽は、今日きようも無反省にその猛もう威いを振りかざす。

　今がまだ午前中だからといって、あの輝く星は自分の仕事に対してはまったく手を抜くつもりはないらしい。

　無む尽じん蔵ぞうきわまりなく、全すべてを平等に照らす黄色く透とう明めいな陽ひ差ざし。

　それはもはや熱いとか痛いとかではなく、直じかに肌はだをねっとりと突つっつかれ、そこからなんらかのエネルギーを体内に注入されているようにすら思える。




　が、「今日きようはそれでいい」と誰かは思った。




　むしろもっともっと強きよう烈れつな方が気持ちいい。




　それが水着で、自分がプールサイドに立つことができるのならば、なおさらだった。

「一番乗りッスよぉおおおッ!!」

　音おん響きようの保やす田だくんは、いつものヘッドホンこそ首に掛けてはいないものの、走ってはいけないプールサイドを音速ダッシュで、

「あぶないよぉお保田くーん!!」

　アリオッチに突つき飛ばされ、そのまま流れるプールに飲み込まれた。直後に「ひゃはははははは！」という爆ばく笑しようがこだまする。

　このプール施設はもともと赤字の市営プールだったものを、とある企業が受け皿となり、改装を重ねた結果、こうして地元に密着することに成功したレジャーランドだった。

　夏はプールやイベントを目当てにしたお客さんで生計を立て、そして秋から冬にかけては、なんとプール内でウナギの養よう殖しよくをすることで採算を取っているのだという。

　プールのマスコットキャラクターはもちろんウナギの『ウィナッギーくん』で、さっそく先ほど着ぐるみごと後方へ板のようにまっすぐ倒れ、担たん架かで運ばれていった。おそらく熱中症だろう。

「思ったほど生なま臭ぐさくねーな」

　右腕うでに浮き輪を二個、左腕にビート板三枚、背中にはパラソルを担かつぎ、肩かたには冷えた飲み物を満まん載さいしたクーラーボックスをたすき掛けにした安あ土づちくんのボディは、やはりたくましいのヒトコトで、今にもライフセーバーのスカウトマンが走り寄ってきそうな勢いだった。

　そして、

「ね、駆かけるくんも急ごうよ！　早く休きゆう憩けい場所作って、みんなで泳ご？」

　陽ひ差ざしの中をとぼとぼと歩いていた駆を先に立って手招く灰はい塚づか静しず莉りに至っては、これは既すでに、凶きよう器きに近かった。

　これこそ真夏の最終兵器。

　彼女の周りだけが、まるでスローモーションのようにゆっくり見えた。

　それこそ、安土くんとはまた違った種類のスカウトマンが束たばになって寄って来そうな揺ゆれ方だった。

　そうなのだ。

　彼女はとうとう、他ほかの人と違い過ぎ、今までコンプレックスですらあった自分のカラダを、前向きに展開、行使する覚かく悟ごを決めたようなのだった。

　灰塚静莉は今日きよう、その女性らしすぎるボディ──多くの女性がそうであったらと願う特質、細く長い手足、くびれた腰こし、そして推定Ｆ以上であろう胸部と白い肌はだ──を、あえて強調する水着を選んでいた。

「ほら、駆くんてば、早くー！」

　灰塚静莉。

　彼女もまた、レオの出現で変わることをヨギナクされた一人と言っていいだろう。

　まったくもって女の子である以上は、男の子である伊豆島レオに負けるわけにはいかなかった。

　彼女は先日、駅ビル内で今日きようの水着を選んでいた際、レオと遭そう遇ぐうしていた。

　その際、彼女は確信してしまったのである。




　伊い豆ず島しまレオは男の子であるにも関わらず、小こ井い戸ど駆かけるを狙っている、と。




　だって、駆のコトを話題にしている時の彼の瞳ひとみの輝きは、単なる友情という範はん囲いでは説明がしきれなかったのだ。

　彼女の直感は、今や確信にまで成長している。

　あの氷ひ坂さか先せん輩ぱいや別の女の子にならまだしも、ぽっと出のあんな男の子に負けるわけにはいかない。

　灰はい塚づか静しず莉りは、そういう恋愛の自由において、比較的ラディカルな思考の持ち主なのだった。

　ゆえに、彼女はレオと別れた後、自分ではこれでも結構大だい胆たんだと思っていた水着を急いで返品し、店員さんがお奨すすめしてくれていた、さらにきわどいデザインのものを購こう入にゆうしたのだった。

　幸いなことに、この強い陽ひ差ざしの中で火ほ照てる肌はだは、恥はずかしくて赤くなっているコトを周囲には簡単に悟さとらせない。

　──しかしながら、

　灰塚静莉の今日のがんばりに、当の小井戸駆は、まったく、気付いていなかった。

　言ごん語ご道どう断だん。

　男子として切せつ腹ぷくモノのこの態度には、実はワケがある。

　理由は簡単。




　伊豆島レオが、プールに来ていないからです。




　では、今日きようのこのプールイベントに集まったメンバーを改めて紹しよう介かいしよう。

　早くもはしゃぎすぎて監かん視し員に怒おこられている保やす田だくんとアリオッチ。

　プールサイドにパラソルを立て、ベースキャンプを設置している安あ土づちくん。

　そしてとぼとぼ歩きの駆の手を引こうか引くまいかそわそわしている灰塚静莉は、今見た通り。

　メンバーはその他ほかに、あと二人いる。

　安土くんが用意し広げたチェアに、お礼を言って座っているのは個性派女優、黒くろ須す先輩。

　そしてそのお隣となり。競泳水着はいいとして、ここへ来てもマスクを外さないと、その形に日焼けしてしまうのではないかと心配になってくる、演劇部・副部長の氷ひ坂さか先せん輩ぱい。

　ここに駆かけるをあわせれば合計七人。

　奇くしくも先日、駆の家に集まったのと同じメンバーであった。

　ただし一人だけ、足りないメンバーがいる。

　伊い豆ず島しまレオである。

　もちろん駆は朝、自宅で「レオも一いつ緒しよに行こうよー！」と何度も涙なみだ目めで誘さそった。

　が、彼は、

「俺おれも行きたいのはヤマヤマなんだけど……、あっ！　い、痛ててて……！　ちょっと、寝冷えしたみたいで、腹は痛いし、それにちょっと、熱っぽくて……」

　と赤い顔なのだ。

　なのでしかたなく「じゃあぼくも今日きようはプールに行かないで、レオの看かん病びようするよ」と駆が言い切らないうちに、

「いやっ！　お前は行くんだ！　プールは楽しいぞーっ!?　な？　俺は大だい丈じよう夫ぶだから、みんなと楽しんで来いよ！　遠えん慮りよするなって……！」

「そう言って、一人でまたえっちな本を──」

「絶対見ねーからッ！　お前なに言ってるの!?　ぐだぐだ言ってるとしまいには怒おこるぞッ!!」

　と、押し切られてしまい、追い出されるようにして駆はここにいるのだ。

　レオを説得しきる期限まで、残るはあと六日。

　大切なその期間の一日を──というか、初日を──こうして彼抜きで過ごしてしまうことには大きなためらいがあった。

　駆は一日でも長くレオと一いつ緒しよに過ごし、彼のコトを知る必要があった。

　それはきっと、レオを説得する糸口になるハズだから。

　自分が一いつ時ときでも長く彼と一緒にいたいと願うのは、そのためなのだから。

　胸にあのスーツ姿の男達がよぎる度たびに、駆はそうやって自分に対する言い訳を繰くり返さなければならなかった。

　──そんな駆のこころ、レオ知らず。

　なかなか上う手まくいかないものだった。

　レオに「どうしても、なにがなんでも独ひとりでプールに行け」と言われてしまったら、駆はそうしないわけにはいかない。

　そして、

　最初こそ、プールにやってきた駆が独りで、あのライバル美男子がいないことをラッキーだと思っていた灰はい塚づか静しず莉りだったが、こうも彼にしょげられていては、せっかくのイベントが元も子もない。

　だからなおさら、静莉は自分が予定していたよりも大だい胆たんになってしまう自分を止められないのだった。

　そんな様子を遠くから見ている黒くろ須す先せん輩ぱいと氷ひ坂さか先輩は、

「せいしゅんだねぇ～」

「まったくもって」

　冷えた瓶びんコーラ片手に、すっかりくつろぎモードだった。

　そんな中、

「……やっぱり、レオくんが家にいたままだと、心配……？」

　ついに灰はい塚づか静しず莉りはプールサイドで駆かけるに尋たずねる。

「あ、いやっ、そういうわけじゃ……」

　改めて目の前に置かれたその言葉に、駆はハッと短く息を吸った。

　ようやく駆も、このままでは「楽しんで来い」と言ってくれたレオにも、今一いつ緒しよにいる部活のみんなにも失礼だと気付いたのだ。

「うぅん、ごめん灰塚さん。ぼくは大だい丈じよう夫ぶだから」

　そう言って駆は目の前のプールと、そして灰塚静莉を、今初めて見たという風ふうに微笑ほほえんで「というか今日きようの灰塚さん、すっごくかわいいね！」と、まだ誰も面と向かって言えなかった言葉をサラリと言ってのけ、今度は彼女の息を詰つまらせた。

「先輩達も行きましょうよ！」

　駆は不動の構えを見せていた黒須先輩と氷坂先輩も誘さそって、流れるプールで楽しもうとしたところを、安あ土づちくんの手によって、

「うおらッ！」

　ひょーいと水中に投げ込まれた。

「あははははっ！」

　水面に顔を出して笑う駆を追うようにして、みんなが次々と流れるプールに飛び込んで来る。

　保やす田だくんとアリオッチとも合流し、駆は全身でプールの水の冷たさを満まん喫きつした。

　演劇部員一同は、それから水流に身を任せながら、ビーチボールを突つきっこしたり、オニごっこをしたり、滑すべり台で涙なみだ目めになったり、その際に駆がお約束のように灰塚静莉の胸に突っ込むというハプニングを起こしたり、まったくもって清く正しいプールイベントを進行させてゆく。

　午後からの雷かみなりや、ゲリラ豪ごう雨うの心配もなさそうだった。




　──微かすかな変化、事件の兆きざしは、二回目のプール休きゆう憩けいの時間に訪れた。




　本格的に人が増え、混雑してきたプールの中に、駆は見覚えのある集団を発見したのだ。

　人数は五人。

　それは、あのチーマー集団だった。

　フォトバシカメラで転売屋騒そう動どうを起こした青年達。

　最初にそれを見つけた時、駆かけるは全身が凍こおったように動けなくなった。

　が、向こうはこちらのコトを憶おぼえていないのか、それとも最初から興味が無いのか、まったく見向きもしてこない。

　次第に駆も気にならなくなって来たのだが、心がざわついてしまったのは確かだった。

　けれどそれを表面に出せば、今度こそ灰はい塚づかさん達に説明するコトができない。

　駆はもう一度チーマー達の動向を確認すると（どうやら彼らは目当ての女の子グループを見つけたらしく、やっぱりこちらに興味を向けてない）、それを意識の外へ、あの時の出来事も含めて、放り出した。




　が、本命の落らく雷らいは、その直後に駆へと命めい中ちゆうする。




「……レオ？」

　あまねく人々がプールから上がって休まなければならない『休きゆう憩けい』という名の十分間。

　プールサイドのみんながまだかまだかと待ち望んだそれが終わり、再び演劇部員達が流れるプールの気ままな水流に身を任せ、そして駆がなにげなく水に浸つかりながら岸辺を見上げた時だった。

　一いつ瞬しゆん、人混みの向こうに、レオらしき人影が見えた。

　思わず駆は仲間達と「ちょっとトイレ！」「だから休憩時間に行っておけって言ったろ！」というやりとりをしてプールを上がり、家で寝ているハズの少年が歩き去った方向を目指した。

　もしかしたら体調が良くなったレオは、一人でプールにやってきて、ぼく達を探しているのかもしれない……！

　駆の心がふわっと華はなやいだ。

　そして更さらにこのプールが楽しくなってしまう。人混ごみを縫ぬいながら、笑えみが浮かんでしまうのを止められない。

　あのシルエットは絶対にレオだった。間違えるわけがないのだ。

　彼と一いつ緒しよにプールで遊ぶことができるのだ……！

「レオ！」

　ついに駆は彼の後ろ姿を確認した。行き交かう人の壁の向こうで、レオは流れるプールに掛かった橋を渡ろうとしている。

　しかし駆の呼びかけは、人混みとプールの水音に吸い込まれ、彼に届かなかったようだった。

「まってよレオ、こっちだよ！」

　なおも駆は声を上げつつ、橋を渡り切り、一人でプールサイドを進むレオを追いかける。

　きょろきょろと何かを探すように、流れるプールの縁ふちを歩むレオの後ろ姿。

　そして、駆かけるが安堵あんどにも似た胸の高鳴りを抱かかえ、彼に手を伸のばした時だった。

　レオと駆、二人の前方に、あのチーマー集団が見えた。

「……っ!!」

　咄嗟とつさだった。

「レオごめんっ！」

　駆は勢いよく、レオの肩かたを両手で引き寄せるとそのまま一いつ緒しよに流れるプールへと飛んだ。

　突つき飛ばされた彼は「ひあっ！」とか「うわぁっ!?」のような声を上げ、水しぶきも盛大に駆と共に水底に沈しずむ。

「ぷはっ！」

　いち早く顔を上げた駆は、チーマー達がそのまま歩き去ってしまったのを確認した。

　それから、

「あ、危なかったね、レオ！」

　遅れて水面に上がってきたレオに向かって笑いかけた。

「…………」

　しかしこちらに背を向けたままキョロキョロ周囲を見回し、水面に浮く淡い色のサングラスをすちゃっと掛けたその人物は、駆の声が聞こえていないわけも無いのに、すいすいと岸辺に上がる階段へ移動して行ってしまう。

「あれ？　まってよレオ！　ごめん！　びっくりした？」

　慌あわてて駆も階段へと急ぎながら、

「ほ、ほら、前からあのチーマー達が来てたから、とっさに、これしか無いと思って……！」

　なおもプールサイドへ続く階段を上がろうとするレオに向かって弁解を続ける。

　すると、駆の前を行くその人影は、ようやく階段の途と中ちゆうでぴたりと脚あしを止め、

「あの、ちょっとなにを言ってるか、わからないんだけど……」

　サングラス越しに駆に言った。

「……へ？」

　階段を上がりつつある、その姿。

「あ、あ……っ」

　なぜ、自分はこのヒトをレオだと思ってしまったのだろう。

「お、」

　駆がひたすら追ってきた人物は、どうみても見み間ま違ちがえようのない、白い水着を着た、

「女の子……ッ!?」

　長い黒髪かみから落ちる水すい滴てき。彼女はそれを絞しぼるように肩かた口ぐちから垂たらしてこちらを見ている。

　呆ぼう然ぜんとしたのも束つかの間。

「あ、す、すいま……せんっ！」

　駆かけるは腰こしを折り、水中へ頭を突つっ込みながら彼女に謝った。

「わたしが誰かに似てたの？」

　くるぶしまで水に浸つかった階段の上から、白い水着にサングラスの女の子がしゃがみ込んで、駆かけるを覗のぞき込んで来る。
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「う……は、はい。ええと、あの……友達に、よく似てて……」

　まさか男友達に間違えてとは言えなかった。

　だって彼女は、ボディラインこそ、灰はい塚づかさんに比べたらとっても滑なめらかだけど、きちんと女の子。

　男に間違えられて嬉うれしいわけがないのだ。

「それって、わたしをナンパしてるってコト？」

「……へ？　あ、い、いやっ！　ちがう！　違いますっ！」

　駆はもうどうしていいかわからなかった。

　このままとぷんと水の中に潜せん水すいし、そのまま家まで帰りたかった。

　けれど、

「ふぅん……」

　サングラス越しの少女の視線は、駆に不動金かな縛しばりの術にも似た状態を醸かもし出す。

「あのさ。わたし、急にあなたに、プールに突つき落とされたんだけど……」

　さらさら、さらさらという流れるプールの水流の中に、それはやけにくっきり、貫つらぬくように駆かけるに届いた。

「お詫わびに、なにか奢おごって欲しいとか言ったら、あなた、どうする人？」




　★




　プールの売店名物は、もちろんウナギの蒲かば焼やき、および、きちんと四角いおひつに収まった鰻うな重じゆうだった。

　敷地内の一角。

　フードエリアには大輪の白いパラソルが咲き乱れ、作られる日陰に丸いテーブルが置かれていた。水着のお客でごった返すこのスペースは、写真で見ればなんてこと無い夏の風景だったのだろうが、実際はうなぎ特有の食欲をそそる焦こげた醬しよう油ゆダレと脂あぶらの匂においが充満し、強烈な誘ゆう惑わくで胃袋を揺ゆさぶって来る。

　そこで白い水着の少女は、当然のように鰻重を注文した。

　しかも、なんのためらいも無く、特上を。

　それで今日きようの駆の財産は三分の二が吹き飛んだ。

「ひ……ど……い……」

　運良く座ることができたビーチパラソル付き丸テーブルで、駆は指をくわえて、かっかっかっと小こ気き味みよく鰻重の特上を頰ほお張ばる少女を眺ながめている。

　それにしてもなんと美味おいしそうな鰻重なのだろう。

　たっぷり肉厚の蒲焼きが重なり合って四枚、おひつからはみ出さんばかりだった。少女は無む造ぞう作さとも言っていい振る舞いでそれにかぶりつき、タレの染しみたご飯はんをかき込んだ。

　しかも特上鰻重には特典として、プールのマスコットである『ウィナッギー』くんの携帯ストラップまでついてくるのだ。

　いつまでたっても淡い色合いのサングラスを外そうとしない長い髪かみの少女は、駆かけるのそんな物欲しそうな視線に気付いたのか、

「肝きも吸すい、おいしい？」

　箸はしを止めて、そう尋たずねて来た。

「肝吸い、おいしいです……」

　駆の前に置いてあるのは、一杯百五十円の肝吸いだけだった。肝吸いだけのお客さんにはもちろん『ウィナッギー』くんストラップなんてついてこない。駆は今気付いたみたいに、自分の目の前のきわめて薄味なユズ風ふう味みのお吸い物をするすると啜すすった。

　ちなみに、この肝吸いも水着少女の特上鰻重にはセットで提供されている。

　──ぼくは……ただただ善意で……行動しただけなのに……。

　落ち込もうと思えば簡単にそうするコトができたが、夏のプールに免めんじて、駆かけるはそれに耐えた。

　少女は今、ぺろりと鰻うな重じゆうのご飯を部分を食べきり、残ってしまった丸々一枚、ウナギの蒲かば焼やきと格かく闘とうしている。

　もう駆はたまらなくなって視線を逸そらす。

　土ど用ようの丑うしの日まではまだ日にちがあったが、『夏にはウナギじゃ！』というエレキテルの元祖、平ひら賀が源げん内ない先生の薫くん陶とうは現在まで有効らしく、このパラソルエリアでは多くの人が水着のまま鰻重や蒲焼きに舌した鼓つづみを打っていた。

「なに？　この光景……」

　とは、そんな周囲を見回した駆の感想であり、目の前、髪かみの長い水着の女の子と二人っきりでいる彼が、思わず神の視点から今の自分の状況を見下ろした実感である。

「ふぅ……」

　ようやく少女はそれを食べ終えたらしい。肝きも吸すいを一口飲み、それから立て続けに氷水をごくごく飲んだ。そして、

「ごちそうさま」

　そのまま立ち上がり、どこかに行ってしまう素そ振ぶりを見せる。

「ええええ……ッ!?」

「うそうそ」

　少女はぱたぱたと顔の前で白い手の平を振って、すとんとイスに腰こし掛かけた。

「寂さびしかったでしょ、今」

「寂しかったというより、びっくりしたよ……？」

「びっくりしたのは、こっち」

　ふう……と、少女はすこしだけふっくりした剝むき出しのお腹なかをさすった。食べきれないのを無理して食べたのなら、ぼくにも少しくれればよかったのに……と、駆がちょっといやしいことを考えていると、

「このわたしを、そのレオくんとかいう男の子と間違えただなんて──」

　駆の脳みそがスポンジだとして、そこに丁てい寧ねいにプールの水を染しみこませるみたいにじっくりと少女は言った。

「──ひどい」

「ひ、ひどくなんかないよ！」

　なんで自分はウカツにもこんな少女に自分の大切な秘密を喋しやべってしまったのだろう。駆は自分自身に対する腹立たしさ混じりに、

「キミはレオがどんな人だか知らないからそんなコトを言えるんだよ。レオはすっごくすっごく美少年なんだからね！　格闘技とかも強いんだから！」

　そう言って、そっぽを向くようにして自分の残りの肝きも吸すいを啜すすった。

「……ひょっとしてカケルくんて、そういう趣味なの？」

　ごぼはぁ！　と駆かけるはそのまま飲み干そうとしていた肝吸いをリバースした。

「ちぃ、ちっ！　ちがうよぉおっ！　ごほっ！　ごほぉっ！　ウ、ウナギの、肝が……き、気管に……！　ごほぉ！　えっほぉお！　こふこふっ！」

「カケルくんは、かわいい女の子を美少年だと思って接すると興こう奮ふんしちゃう、変態なの？」

「なにを言ってるのぉっ!?　もう意味がわかんないよぉ!!」

　少女が「ほら、おちついて」と言って自分の分の肝吸いを差し出して来たので、駆はそれを丁てい寧ねいに断ってから、

「レオとは友達なの！　今日きようはプールに来られなかったけど、きちんとおかゆだって炊たいて来たんだから！」

「え……？　もう同居してるの？」

「もうってなに!?」

「じゃあ、もしかしてカケルくんて、そのレオくんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったりしてるの？」

「し、してないよ!?　そんなコトするなんておかしいでしょ!?」

「だったらわたしとも一緒にお風呂に入ってくれる？　ねえ、ちょっと一緒に入っているトコロを想像してみてよ」

「いやだよしないよそんな想像っ！　キミ今、頭の中でなにか変なコトが起こってるでしょ！　それは軽い熱射病ですよ？　大だい丈じよう夫ぶなのッ!?」

「うん、だってあなたとわたしも、もう友達でしょ？」

「ち、ちがうよ！　だってぼくはキミの名前だって知らないんだよ？」

「あれ？　言ってなかった？」

「う、うん！」

　するとサングラスの少女は、指先で少しだけ自分の唇くちびるに触ふれてから、

「あぁ、……じゃあわたし、ウナギの『ウィナッギー』のガールフレンド、『ウィナ美み』っていうの。よろしくね」

　貰もらった景品のウナギストラップをつまんで操あやつり、ころころと笑った。彼女は明らかにふざけていた。

　けれど駆はその少女の笑顔に、不意にどきっと呼吸を止めていた。彼は本当にわけがわからなくなっていた。そして混乱もしている。

　だって今一いつ瞬しゆん、彼女は本当に、レオにそっくりで……

「ねえ、カケルくん」

「な、なに……？」

　名を呼ばれ、駆かけるは慌あわてて彼女を見た。

「というコトはカケルくんは、もしもわたしが男の子だったとしても、わたしをチーマーから助けてくれたってことかな」

　駆は頭の中がクルリと一回転したような感覚に陥おちいりながら、

「そうなると、思うけど……」

　答えた。

　答えながら、それよりもなんでこの少女は自分にそんなコトを聞いてくるのだろうと、駆は思う。

　少女は続ける。

「あのね、本当にわたしが男の子だったら、カケルくんはどうする？」

「え……？」

　あり得なかった。彼女は紛まぎれもなく女の子なのだ。少女が身に着けている水着からわかる身体からだのラインは。紛れもなく少女のものである。

「それでも、友達でいてくれる？」

「そ、そんな、キミが男の子のわけなんか、ないから、なんというか……」

　その時、駆の頭の中では、「そもそもキミと友達かどうかもわからないのに」という言葉と、「キミが男の子であってもたぶん友達な気がするけど」という言葉が衝しよう突とつし、彼を一時的に機能不全に陥おちいらせていた。

　さらには「だって絶対にそんなことあり得ないのに」というフレーズが、そこに輪を掛けて駆を惑わく乱らんさせる。

　夏の暑さが駆の脳を揺ゆらしていた。

　そこへ、

「じゃあさ、そのレオっていう男の子が、本当は女の子だったとしても、それは変わらないの？」

「……え、えっ？」

　さらに戸と惑まどい混乱する駆に、少女は膝ひざを向けるように体勢を変えて、こくびを傾げるようにして言った。




「あなたが友達だっていうレオくんが、本当は女の子だったとしても、カケルくんは今までと変わらないでいられる？」




「たぶん、変わらないと思う」

　それが駆の返答だった。

　少女の問いは、駆を飽ほう和わ状態へと導き、満水に達したその感情はあふれかえるように、今や彼の中に奇き妙みような染しみ込みを見せていた。

　あまりにも真しん剣けんに尋たずねてきた少女の奇妙な問い。

『レオがもし、本当は女の子だったら？』

　それに、駆かけるの心はゴムのような膜がぽんとたわんで反応するように答えを返していた。

「うん、……そう思うけど」

「ふぅん」

　駆の言葉に、淡あわいサングラスの少女は溜ため息いきをつくようにしてぷいっとそっぽを向いてしまう。

　そして、

「なんか本当にあなた変態みたい」

「ええっ!?　じゃあなんでそんなコト急にぼくに聞いてくるの!?」

　けれど少女は、顔を背そむけたまま駆の言葉に反応してくれない。

　真夏の太陽が作り出した白い影のような少女が〈ぴくり〉と小さく反応、動きを示したのは、その場に次のような声が響ひびいたからだった。

「ぁああー！　駆くんこんなところにいたーっ！」

　それは紛まぎれもなく、トイレに行ったまま行方ゆくえ不明の小こ井い戸ど駆を探し回っていたのであろう灰はい塚づか静しず莉りの、心の底からの叫さけびだった。

「あ、灰塚さん……？」

　駆は驚おどろいて、走り寄ってくる同じ演劇部の女の子へと振り向いた。

「トイレに行ったままずっと帰ってこないから、なにかあったのかと思ってたら……」

　彼女の視線は、明らかに駆の隣となりに向いていて──

「あ、ああッ！　こ、これは、ええと、これはなんというかその……っ！」

　決してこれはナンパしたとか、そういうコトではないのだ！　と、どうやって説明しようかとためらったその時、

「ずるいよ駆くん！　一人で鰻うな重じゆう食べてただなんて！」

「……えっ？」

　がばっと駆は身体からだをひねり、隣の席を見た。

「あ、……あれ？」

　誰もいなかった。

　テーブルの上に一つ、綺き麗れいにすっからかんの鰻重の四角いおひつが、ぽつんとあるだけだった。

「しかも肝きも吸すいを二杯も飲んで！　みんなで食べようって言ってたのに、なんで勝手に、一人で……っ！」

「お！　みっかったのか駆が！」

　そこへのっしのっしとやってくるのは安あ土づちくん。

「それが聞いてよ安あ土づちくん！　駆かけるくん、みんなを待ちきれないで一人で鰻うな重じゆう食べちゃったみたいなの！」

「は？　なんだよそりゃ！」

　ぶははははと笑いだす安土くんと、やれやれと呆あきれた笑えみを浮かべる灰はい塚づかさん。

　それからぞろぞろと駆のいたテーブルにイスを集めて座り始める部活のメンバーをよそに、

「だって、さっきまで、ここに……」

　駆だけが頭の上に『？』を浮かべ続けていた。




　★




「ただいまレオぉおっ！」

　這ホウ々ホウの体テイにも関わらず、玄げん関かんにそのまま崩くずれ落ちまいと立ち尽つくす駆を前にして、

「ん!?　ど、どうした駆っ！」

　ベッドで上半身を起こしていたレオは転げるようにして彼に近寄り、駆が両手に提さげたスーパーの袋を受け取った。

「もう、大変だったんだよぉ……」

　時刻は夕方の六時。

　外の熱気を引き摺ずってプールから帰って来た駆は靴くつを脱ぬぎ、ずるずるとテーブルまでやってくると、

「なんだよ、プール楽しくなかったのか？」

　冷蔵庫から冷たいお茶を出してくれたレオからコップを受け取って、それをんぐんぐと飲み干す。

「いや、楽しかったのは楽しかったんだけど……」

　そこで一息吐ついたのだろう。

「って、あ、レオ、身体からだの方は大だい丈じよう夫ぶ？　もう熱は下がった？」

「お、おおっ！　それが午後からだいぶ落ち着いてきて、今はもうぴんぴんだから！」

　レオの笑いには張りがあった。駆は一安心して、

「そっか、よかったぁ」

　んふーっと鼻で溜ため息いきをつく。それからお茶のペットボトルを摑つかんでトクトクとコップを満たしてもう一杯。

「で、なにかあったのか？」

「んん──……っ？」

　コップを口に当てたまま、駆は首をひねる。

「え、だからプールで、なにかあったって、さっき……」

「あー～～……」

　駆かけるは長く息を吐はく。そこには上下七段階くらいの感情が込められていたのだが、

「なんというか、レオがいなかったから、ちょっと寂さびしかったよ」

　彼はそう言って、とりあえず全部をひっくるめた。

　レオは、圧縮された駆のその言葉を自分の中でなんとか解かい凍とうしようとして、

「そっか……。なんかごめんな？」

　半分ほど解読したくらいで力尽つきたのだろう。少しだけ伏せていた顔をあげて、

「まあでも、楽しんでこられたんならよかったよ。俺おれも駆の部屋なら一日中閉じこもってても退たい屈くつしないしな」

　見ればなるほど。レオが横になっていたらしいベッドの縁ふちには、小説の塚が出来上がっている。

　駆は積み上げられた「江え戸ど川がわ乱らん歩ぽ全集」を見ながら、留る守す番ばんをしてくれていたレオにお土産みやげ話として今日きようあったことを詳くわしく話そうか、どうしようか迷まよった。

　しかしイザ、レオにそのコトを切り出そうかと、あの時のコトを思い出そうとすればするほど、あのプールで起こったサングラス少女とのやりとりは、まるで浅い夢の中で見た出来事のように言葉にしづらい感かん触しよくが強くなる。

　触さわるとほどけてしまう短い糸の固まりみたいに、それを扱うのは難しくてやっかいだった。

　いったいどこから話し始めたらいいのやら。

　どうやら彼女は姿を消すと同時に、あの時の記き憶おくまで駆の脳みその中から持って行ってしまったらしい。

　残っているのは太陽で焼き付けられたように強きよう烈れつな、あの少女のシルエット。その印象だけである。

「はぁ……プールで散々浴びたけど、一応シャワー浴びてくる。レオは休んでてね」

「おー」

　伏せた小説の続きに手を伸のばしていたレオは、バスルームに立った駆の後ろ姿を見送った。
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　──見送ったリサの手は、細かく、震ふるえていた。




「っはぁ……ッ！　はぁ、……んはぁぁぁぁぁあああ…………っ」

　そしてそのまま、本を手に取ることなくベッドサイドに倒れ込む。

　彼女は全身、頭の天てつ辺ぺんから足指の先せん端たんまでばっきゅんばっきゅん脈みやく動どうさせ、荒あらぶる血流にぐるんぐるんと目眩めまいすら感じていた。

　どんなステージよりも緊きん張ちようした。

　どんなに不安な初日よりも、千せん秋しゆう楽らくでよりにもよって今まで気にもしていなかった歌詞やセリフが飛んでしまったあの時よりも、自分はパニックの縁ふちにいた。

　リサは日焼けに火ほ照てる全身を、両手でぎゅっと抱だきしめる。




　自分は、なんであんなコトしちゃったの……!?




　朝の体調不良は、もちろん仮け病びようだった。

　駆かけるを言いくるめ、なんとか一人でプールに送り出した後、リサは急いで準備を整えて家を出た。

　向かった先は駅ビルで、そこで水着と変装用のサングラスと黒髪かみ長ちよう髪はつウィッグをかっ攫さらうように購こう入にゆうし、あらかじめ調べておいたプールへ直行。

　辿たどり着き、着替えて、駆を探した。

　理由は単純だった。




　前夜の駆との時間が、リサを変え、動かしていたのだ。




　真まっ赤かになりながらも真しん剣けんに、そして一いつ生しよう懸けん命めい、自分の夢を打ち明けてくれた駆に、リサは自分も真正面から、本当の自分で向き合いたくなっていた。

　彼にずっと噓うそをついていることへの罪悪感が、リサにないわけではない。

　けれど今、それ以上に彼女を突つき動かす情動があった。

　ヒトコトで言ってしまえはこうだ。

　瑞星リサは、駆と友達になりたかった。

　彼ともっともっと、いろいろなコトを喋しやべって、遊んで、語り合いたかった。

　伊い豆ず島しまレオは確かにリサの一部であった。けれどそれだけではもうイヤだった。

　駆は自リ分サを、受け止めてくれるだろうか。

『大だい丈じよう夫ぶ、駆ならきっとリサを受け止めてくれる。だって駆だもん！』

　リサはそう信じる。

　しかし、けれどもと、彼女の中の誰かは言う。

『あんたは甘あまい。もしも同じ部屋の住人が、本当は女の子で、本名も性別も全然違う人物だと知ったら、いくらあの駆だってがっかりして、ずっと噓うそをついていたあなたを嫌きらいになっちゃうに決まってる』

　二つの思いに、彼女は板いた挟ばさみになった。

　そして瑞みず星ほしリサは本当に不器用な心の持ち主で、追い詰つめられれば追い詰められるほど、その行動は大だい胆たんかつ無む謀ぼうになる傾向があった。

　結果、両耳からぷすんぷすんと白い煙けむりを吹き出し始めた彼女は凶きよう行こうに走る。




　瑞みず星ほしリサという女の子を前にして、駆かけるがどういう態度をとるか、彼女は試すコトにした。




　リサは、駆と、出逢うことにしたのだ。

　最初はプールで、リサから駆に声をかけようと探し回ったが、まったくの計算外の事態が起こってしまった。

　駆を見つけられずにもたもたしていたら、彼の方から瑞星リサにアタックを仕掛けて来たのだ。

　最初はそのコトが信じられずに動どう揺ようし、必死に自分をなだめ、落ち着かせるので精一杯だった。

　プールに一いつ緒しよになって飛び込んでしまった時、黒髪かみのウィッグをとっさに押さえることができたのは自分でも本当にファィンプレーだったと思う。あれができなければ、いくらサングラスをしていたって、お淑しとやか系の女の子を精一杯演じたって、いつかかならず『瑞ミズ星ホシリサ、プールに現る！』という事態になっていただろう。

　が、それらの綱つな渡わたりを成功させ、ほっとしたところで彼女は愕がく然ぜんとする。

　あまりの展開に、その時点で自分が立てていた計画は頭の中からこぼれ落ち、全すべてプールの流れと共に水すい泡ほうとなって消えたと言っていい状態だったのだ。

　そこからはとにかく、全すべてがアドリブだった。

　どのようにそこに辿たどり着いたか、もうリサさえ思い出せない。

　けれど、

『もしもレオが女の子でも、駆は今まで通り、変わらない？』という問いに、『たぶん、変わらないと思う』という、駆の返事を、確かに聞いた。




「やっぱり駆は、わたしのことも受け止めてくれる……！」




　リサの決心は固まりつつあった。

　それが今日きよう、リサがまさしく決死の覚かく悟ごで手に入れた確信だった。

　大金庫に隠かくされていた駆の心の中身を、飛び込んで覗のぞき見たも同然の行動。

　失敗すれば、自分ではもう取り返しがつかなくなる状況を招いたであろう蛮ばん行こう。

　それをリサはやり遂とげた。

　やった甲が斐いがあった。

　自分は確かに確信を得た。そう思った。

　あとはどうやって彼に打ち明けるか、それだけだ。

「ね、お腹なかの調子とかは、もう平気？」

　シャワーを浴び終えた駆かけるは、レオが冷蔵庫の前に置きっぱなしにしていた食材を冷蔵庫に入れながら聞いてきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだけど？　駆のおかゆのおかげで、もうなに食っても、たぶん平気だし！」

　本当はまだ胃の中で大量の鰻うな重じゆうが消化しきれていない感かん触しよくがあったのだが、リサはそれをおくびにも出すわけにはいかない。

　というか、ようやく震ふるえも憂うれいも、なにもかも消え去ったこの充実ボディーからは、あの時のウナギのエナジーが目から鼻から吹き出そうになっているのだ。

　なんでも来いだった。

「よかったぁ！」

　立ち上がって元気さをアピールしてくるレオに、本気で喜びを見せる駆は、

「見て！　帰りのスーパーで国産の特売してたから買っちゃった！　どうしても食べたくってさ！　鰻うなぎの蒲かば焼やき！」

「……は？」

　スーパーの中から大きなパックを出して、レオに掲かかげて見せる。

「これで美味おいしい鰻重作るから期待してて！　夏はまだまだ続くから精を付けなくっちゃね!!」

「お、おう……!!　た、楽しみだなぁ、駆の鰻重……ッ!!」

　レオはヨタヨタ……っと、へたり込むようにベッドに腰こしを掛けた。
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　高く遠く、夕暮れの空に花火の音が響ひびいた。

　やまない夏の波動をまき散らすように、立て続け三つ鳴ったそれは、地上にあった多くの人々の期待を膨ふくらませ、空のどこかを仰あおがせた。

　大気中に満ちた花火の音は、この町を挙げて行われる祭りの始まりを報しらせる合図だった。




　瑞みず星ほしリサが、とある事情により昼と夜に連続で鰻重を食べた日──もとい、プールで彼女が引き起こしたきわめて小さな事件から、三日が経たっていた。

　その間、駆とレオは朝昼晩の三食をきちんと食べ、一日中家でごろごろしたり、部活に顔を出したり、少し遠くにある面白い本屋に入り浸びたったりして過ごした。

　もしも駆かレオのどちらかに日記を書く習慣があったりしたら、それらの日々をどのように短くまとめたらいいか四し苦く八はつ苦くするような毎日だった。







　駆かけるには駆なりの喜びや充実があり、リサにはリサの爆ばく笑しようと舌した鼓つづみがあった。

　そして、表に出すコトができない、それぞれの思惑と行動。

　互たがいの心の奥底、地下深くに流れる熟じゆつ考こうの水脈は今や熱く沸ふつ騰とうし、地表の温度を徐じよ々じよに徐じよ々じよに押し上げていた。

　そして『祭り』が訪れた。

　その祭りの正式な名を『大おお烏とり神社例れい大たい祭さい』と言う。

　町の中心にある大たい社しやが夏に執とり行う祭事。それが長い時の中で拡大され、いつしか近きん隣りんにある大小の寺社とともに、町ぐるみで開かい催さいされる『お祭り』となったものだ。

　期間は一般公開されない祭事を含めて五日。

　その間に町を訪れる観光客は五万人を超えるという大規模なお祭りだった。

　開催の中心は、フォトバシカメラのある駅の南口とは反対にあたる北口方面。

　そこには、最近になって整然と行われた区画整理が作る綺き麗れいなオフィス街。それと同時に意図的に残され、森林限界に達してこんもりと茂る森がそこここに点在する、静かな街が広がっている。

　いつもは豊かな自然と静せい謐ひつな空気に包まれているその区画が一年に一度、夏休みの数日だけ、閃せん光こうのような盛り上がりを見せる。

　北口ロータリーに接続される四車線道路が歩行者天国と化し、中央分ぶん離り帯たいで分けられた二車線の両端には、ずらずらずらぁああああっと屋や台たいが並ぶ。

　そして夜が訪れれば屋台の裏にはガソリン式の自家発電機が置かれ、低い駆く働どう音と共に、テントに吊つるされた裸はだか電球がオレンジ色の光で大通りへと影を投げかけた。

　鉄板に焦こげるソースと醬しよう油ゆの匂におい、肉やポテトがこんがりからっと油で揚あがる煙けむり。人々の汗あせの臭においとアスファルトの熱気。子供の笑い声と泣き声、それから酔よっぱらった大人おとな達の嬉うれしそうな悲鳴。

　それらあらゆる喧けん噪そうに包まれ、この歩行者天国を更さらに北上すれば、巨きよ大だいな鳥とり居いが人々を迎え、さらにその奥の巨大な森に大烏大社が鎮ちん座ざしいる。

　駆かけるを含むいつもの演劇部メンバー達は、そんな壮そう絶ぜつな激げき混こみを見せる大社の方では無く、そこから少し離はなれた場所にある、大社よりも二回りは小さい神社を目指していた。

　そこに、伎ぎ芸げいの神様が祭られている。

　この参さん拝ぱいは、演劇部毎年恒こう例れいのことであるらしい。

　しかし、比較的こぢんまりと静かな社やしろが目的地であったとしても、彼らがそれにあわせておとなしくしている必要はまったくなかった。

「かき氷大盛りっスよおぉおおーッ！」

　今日きようこれで何杯目だろう。音おん響きようの保やす田だくんは首に巻いたヘッドフォンから大音量で『大烏音おん頭ど』を音漏もれさせながら、屋台のおじさんにグランデ・サイズのかき氷を注文し、ぶっかけ放題のシロップを前にして、

「そこでイチゴだ！　保やす田だくぅぅうーんッ！」

　勢いの止まらない茶髪ちやぱつ気味のアリオッチの乱入により、シロップかけ機の蛇じや口ぐちが最大にされ、小さな桶おけのようなかき氷の器から、濃こいピンク色の液体があふれかえり「んぎゃはははははははははは！」という悪あく魔ま的笑いと、「なにするんスかぁああああッ!?」という悲鳴が響ひびく。

「おい駆かける。おまえ……なんでこのクソ暑い中、ジャガバター食ってんだよ」

　そして今年の安あ土づちくんは、両親が駅前の着物屋さんで作ってくれたという浴衣ゆかた姿である。

　最初は着慣れない和装に若じやつ干かんイライラしていた安土くんだったが、今は浴衣の着き崩くずし方もなかなか様さまになっていて、なんだか少し大人おとなびて見える。

「え？　でもぼく、これを食べるのが楽しみだったんだよ!?」

　駆はさらに汗あせをかきながら、そんな同級生に答えた。

　熱あつ々あつのじゃがいもをスプーンですくって食べる手をやめない駆は、普段と変わらない夏の装よそおいだった。お気に入りの小さなボディーバッグを、いつものようにたすき掛けにして、機動性だって抜群だったが、

「見てるこっちまで汗かいてくるんだよ！」

　その屋や台たいチョイスは少々ズレているようだった。

　大通りを曲がって県道に入っても、そこは引き続き歩行者天国。元気のいい呼び込みを続ける屋台が並ぶお祭りゾーンである。

「あ、だったら私、冷たいりんご飴あめ買うから、駆くん、シェアする？」

　からころと赤い下げ駄たを鳴らして近づき、そんな駆に提案したのは、こちらも浴衣に身を包んだ灰はい塚づか静しず莉りだった、

　いつもはロングの黒髪かみを後頭部でひとまとめにして、浴衣の帯おびと同じ柄がらの飾りで留めている。すらりと背が高く、白いうなじがあらわになった彼女の姿に脚あしを止めてしまう祭り客も少なくない。そんな灰塚静莉に向かってためらいなく、

「え？　いいの？　じゃあ半分こしよう！」

　と朗ほがらかに笑う駆に、となりを歩く安土くんの方がいつもながら啞あ然ぜんとする。けれど、当の本人達はそれぞれ事情が異なるが、いたって嬉うれしそうにりんご飴を食べ始めている。

　安土くんがやれやれと視線を前に向ければ、そこには墨すみ色の浴衣に身を纏まとった個性派女優、黒くろ須す先せん輩ぱいと、その隣となりに副部長の氷ひ坂さか先輩。そしてさらに氷坂先輩の隣に、今日きようは部長の姿があった。部長と副部長が寄り添うように歩き、黒須先輩がそれを道々、冷やかしている。

「あっ！」

　不意に、安土くんの隣で駆が声を上げ、背後を振り向き、

「レオも欲しい屋台のがあったら言ってね？　じゃないとみんな歩いて先に行っちゃうから！」

　このお祭りが珍めずらしいのか、レオはきょろきょろと人混ごみや屋台に目を向け、みんなより遅れ気味で歩いている。

「あ、か、駆かける……っ」

　けれど急に不安になったのか彼は小走りで追いついて来る。

　レオはおなじみの黒いキャップに、今日きようもグレーのハーフパンツに白いシャツという、駆とあまり変わらぬ出いで立ちだった。

「なんか俺おれ、こういうのって、初めてで、うまく進めなくて……」

　確かにレオはこの混雑した人混みの波に乗れないようで、あたふたしながら迫り来る歩行者を避よけ、前を歩く駆達の姿を見失いがちなようだった。

　しかもそれに輪を掛けるようにして、視界いっぱいに立ち並ぶ屋や台たいはどれもレオにとって魅み力りよく的だった。注意力は否いや応おう無しに散さん漫まんになってしまう。

　駆はそんな、あわあわなレオがおかしくて笑った。

　するとふてくされるようにして、美少年はキャップのツバを深く降ろしてしまう。

「もしかしてレオ、こういうお祭りって初めて？」

　駆のその問いに、こくっとレオはうなずいた。

「そっか、ごめんレオ！　じゃあもっとゆっくりじゃないと危ないよね」

「い、いいけど……」

　駆は気づいてはいないが、灰はい塚づか静しず莉りはこの時、レオの耳が普段より赤くなっていることがどうしても気になってしまう。

　ひょっとしたらそれは、日中の日焼けが残っているだけなのかもしれなかったが、たとえそう言われても、静莉の気持ちは落ち着かない。

「じゃあレオくん、なにか食べたいものある？」

　そんな感情が咄嗟とつさに発はつ露ろしたのだろうか。静莉は駆と並ぶレオの反対側に回り込んで尋たずねた。

　すると、

「お、俺おれも、さっき駆の食べてた、ジャガバターが……」

「ええっ!?　早く言ってよ！　そうすれば一いつ緒しよに食べたし、さっきの屋台、もう結構行きすぎちゃってるよ？」

「あ、でも見て？　前の方に北ほつ海かい道どうバターって書いてある屋台が見えるけど、あれ、そうじゃない？」

　静莉が指し示す前方に、確かにそれらしきのれんを出した屋台があり、はたしてそれはジャガバター屋さんだった。

　レオはそこで大きな器に入った蒸ふかしたてのジャガイモを一つ買い、塩とバターをたっぷり塗ってもらって、歩きながらそれを頰ほお張ばった。

　途と中ちゆうで水が欲しくなって、ちょうど道すがらにあったコンビニ前の出で店みせでペットボトルのお茶を買い、それを飲みながら続きを食べたら、余計に汗あせが噴ふき出て来て「だから言わんこっちゃない」という安あ土づちくんの言葉に、みんなが笑う。

　レオは頰ほおを膨ふくらませて、お決まりのようにキャップのつばを深く降ろした。




　──昼間の太陽にじゅっくりとあぶられ、じんじんと足裏から吹き上げ続けるアスファルトの熱気が、より暗く、涼すずしい風に吹き払はらわれ始め、駆かける達は目的の場所が近いコトを知った。




　県道から細い道に入り、さらに横断歩道を渡って、その一区画の縁ふちをなぞるようにしてぐるりと進めば、うっそうとした夏の森の入り口に鳥とり居いが現れる。

　演劇部のメンバー達は、ためらうことなく、そこへ脚あしを踏ふみ入れた。

　白い和紙が張られた提ちよう灯ちんで灯ともされる細い参道。

　表通りとはほど遠いが、この神社にもぽつぽつとお参まいりするお客さんはいるらしく、敷しき地ち内は巫み女こさんなどの手によって、お祭りのために掃はき清められ、飾かざられていた。

　こぢんまりとした拝はい殿でんに辿たどり着くと、駆達は賽さい銭せん箱に小こ銭ぜにを投げ入れて、それぞれ、柏かしわ手でを打って目をつぶる。

　駆の隣となりには、最初はオロオロと、けれどみんなのマネをして拝殿に向かって目を閉じるレオがいた。

　駆はお参りをする振りをして、数秒間、そんな彼を見つめてしまう。

　それからゆっくりと前に向き直り、自分も社やしろに向かって瞳ひとみを閉じる。

　──その暗くら闇やみの中で駆は、脳裏に湧わき上がる二日前の出来事。圧あつ縮しゆくされた感情と映像に一いつ瞬しゆんで、支配される。




　レオのマネージャー・大おお貫ぬきの訪問は、一度目と同じく唐とう突とつなものだった。




「はかどっているかね、小こ井い戸どくん」

　もはや「鍵かぎは……？」という疑問すら、この巨きよ体たいを有する狼おおかみ男おとこのような彼の前では抱いだくことが馬鹿馬鹿しかった。

　とにかく、駆一人で部活から帰ってきた部屋で、大貫はすっかりくつろいでいたのだ。

「は？　なぁ……ッ!?」

　駆の肩かたからどさりと荷物がずり落ちる。

　あのマネージャー達とは、もうあと一週間は顔を合わさずに済むと思っていたのに、三日と立たないうちにまた来るなんて……!!

「その調子だと、レオにはまだなんの話もできていないんだろう。困ったモノだな」

　部屋の中にはあのトカゲ男、兼かね藤とうの姿は無く、駆かけるの前にいたのは巨きよ漢かんの大おお貫ぬき、ただ一人。

　駆はそんなくつろいだ様子を見せる大おお柄がらすぎる狼おおかみ男おとこの姿に若じやつ干かんホッとするが、いくらなんでも昨日きのうせっせとレオのために作り置きしておいたボール山盛りのポテトサラダを、これも買い置きしておいた食パンに挟はさんで既すでに半分以上食べてしまっているのはちょっとなごみすぎではないだろうか。困ったモノなのはあんたの方だよ!!　と駆は玄げん関かんで硬こう直ちよくしたまま心の中で突つっ込んだ。

　が、

「まあ、上がりたまえ。今日きようはそんなキミに見せなければならないものがある」

　駆は言われるがままに自分の家へと上がるしかなかった。そして正座の姿勢で、大貫がセットしたＤＶＤを見せられたのだ。

「この舞台は今から二年以上前に上演されたものになるが、伊い豆ず島しまレオが初めて主役を演じた芝しば居いの記録映像だ」

　始まった映像に、駆は声を失った。

　大貫が編集してきたのだろう。レオの登場シーンや印象的な長台詞ぜりふ、他ほかの役者との掛け合いやアクションシーンがダイジェストされたその舞台に、駆は身を乗り出し、食い入るようにして目を見張った。

　まさか、これほどまでとは思っていなかった。

　きっと対比用だろう。レオのライバル役の男優のシーンもＤＶＤには挿そう入にゆうされているのだが、彼とレオ、双そう方ほうが内在するオーラとも言うべき迫力は比べようもなかった。

　伊豆島レオは、頭一つ飛び抜けている。彼がこの芝居の全すべてを引っ張っていた。

　舞台の上にはもちろんレオよりずっと年上の役者さんだって出演している。演技の深みは確かに彼らの方に分ぶがあったが、それでもなお──いや、かえって年長者の演技が巧たくみであればあるほど、レオの演技はそれをより生かすかの如ごとく、千せん変ぺん万ばん化かの色彩を放つ。

　彼が世界の中心にあって、あまねくストーリーと世界を照らし出している。

　それはまさしく主人公。

　生々しくそこで呼吸し、生きている。

「彼のような人間が、この芸能界にはおよそ十五年周期で生まれてくる。逸いつ材ざいという言葉は彼のためにある言葉だ」

　レオの立っているステージは、芝居小屋という言葉がぴったりの小さいものだった。

　しかし彼の立ち振る舞いは、完全にそれを内側から破は壊かいし、その舞台をとてつもなく広く見せている。

「これでわかっただろう。彼がどんな世界で生きなくてはならないか」

　この部屋でごろごろしているレオを知る駆からすれば、それは少なからずショッキングな映像だった。駆はうなずくコトすら忘れ、クライマックスシーンのレオを見つめている。

　──大おお貫ぬきは、微び動どうだにしなくなってしまった彼を見て、確信する。

　巨きよ体たいのマネージャーは、駆かけるがとてもロマンチストな性格であると見抜いている。

　もはや小井戸駆は、レオを説得する。

　この映像の駄だ目め押おしが、少年の内面を完全に塗ぬり替えたことを大貫は悟さとった。

　小こ井い戸ど駆の中には既すでに動かしがたいほど、自分がレオを芸能界に復帰させるというストーリーが組み込まれているハズだった。

　──そして、果たしてその通りのコトが確かつ固こたる勢いで、この時の駆の中には生まれようとしていた。

　レオは、こんなぼくの家になんか閉じこもっていちゃいけない存在だ。もっともっと表の舞台に立たなくちゃだめなんだ。この観客達を見ろ。レオが出てくるだけで世界の質感が変わる。

　それがテレビ越しにでも充分伝わってくる。

　レオ、キミは凄すごい。本当に。ぼくは幸せだ、キミみたいな役者と知り合いになれて。キミと友達になれたことをぼくは本当に嬉うれしく思う……。ぼくはレオ。キミには幸せになって欲しいと思っているんだ……。そしてキミは、みんなを幸せにできる力を持っている。

　なによりも、

「ぼくはもっと、もっともっとキミの舞台が、観みてみたい……」

　敏びん腕わんマネージャー・大貫が、ＤＶＤの最後に入れて来た──きっとここにこそ、彼は最も力を入れたに違いないのだが──レオに対するビデオレターは、言っちゃ悪いが蛇だ足そくだった。

　きっと事務所の役者達を使ったのだろうが、レオのファンと名乗る若者やおじいちゃんやおばあちゃんが「レオー、帰っておいでー」と語りかけているこの田舎いなかの風景をバックにした映像は明らかにヤラセだ。お涙なみだ頂ちよう戴だいで駆をさらに揺さぶろうとする魂こん胆たんがみえみえだった。

　そんなコトしなくてももうわかったから!!　レオが今の芸能界に必要な存在なのはもうわかったから、もうこのＤＶＤを持って帰って大貫さん！　後半のビデオレターが苦心の作なのは充分わかったから早くお帰りください……!!　レオがここに帰って来ちゃいますよ!?




　……そこまでを一いつ瞬しゆんで思いだし、

　ふと目を開ければ、レオはまだ賽さい銭せん箱ばこの向こうの闇やみに向かって手を合わせ、瞳ひとみを閉じている。

　ここまで来ても、駆の胸は、迷まよいとためらいに揺ゆれている。

　レオ。ぼくはキミに芸能界に戻もどって欲しい、いや、ずっと側そばにいて欲しい──

　駆の胸の中にはただ、「自分はきっと言うのだろう」という確信だけがある。

　浅くなる呼吸。

　──駆は『夏休みの核心』、その縁ふちに立っていた。










　★




　瑞みず星ほしリサは瞳ひとみを閉じていた。

　伎ぎ芸げいの神の前で、高鳴る心に平静を呼び込もうと手を合わせる。

　リサの心は決まっていた。

　今にも割れてしまいそうなほど固く、彼女は意志を定めている。

　もう後あと戻もどりなどできない。するべくもない。

　彼女は二日も前に、既すでにその仕込みを終えていた。駆かけると部活に顔を出し、その帰りに、自分はちょっと駅前に用事があるからと彼を先に家に帰した。

　瑞星リサの決意は、こうである。




　自分は、伊い豆ず島しまレオという男の子ではなく、瑞星リサという女の子なのだと、きちんと、もれなく駆に伝えきる。




　それはもう岩よりも硬かたい決定事項。

　彼女は我が慢まんできなかった。

　この罪悪感を背負いながら駆と一いつ緒しよにはいられない。

　まだ足りない。もう一歩、あと一歩──それ以上に彼に近づくために必要なステップ。一切の後ろめたさを抱いだかない関係。

　そのためには、彼だけにわかるように舞台を整えなくてはならない。

　キーワードは《浴衣ゆかた》であった。

　駆が見に来たという温泉地でのミニライブ。

　そこでリサは、最後に浴衣でステージに立ったのだ。

　きっと彼はそれを憶おぼえてくれている。

　彼女の浴衣姿は好評で、後に出たプロモーションＤＶＤでも浴衣を着たシーンがいくつかある程だ。

　来るお祭りの日に、自分は浴衣で駆の前に現れるのだ。

　彼の中にある瑞星リサの姿で、全すべてを打ち明けよう。

　大だい丈じよう夫ぶ、きっとうまくいく。

　だって駆は駆だもん……!!　絶対に受け入れてくれるのはわかってるんだから!!

　必死に落ち着かせようとしていた気持ちが、また舞い上がってしまう。

　どうにかこれを……、……ええい、もうしかたない。このままいく！

　テンション下げたっていいことなんて一つもないに決まってる!!

　瞳ひとみを開ければ、駆かけるはまだ神様に向かって手を合わせ、目を閉じていた。

　後は舞台を、整えるだけ。

　カウントダウンは始まっている。

　──リサは『夏休みの核心』、その縁ふちに立っている。




　★




　お参まいりを済ませた後、メンバー達は休きゆう憩けいをかね、それぞれに神社内を散策し始めた。

　レオはその中で、神社が用意しているらしいテントの下の縁えん台だいに腰こしを下ろしている。

「ねえレオ、きちんと神様にお願いできた？」

　突とつ然ぜん、駆にそう声を掛けられて、レオはびくっと顔を上げる。

「お、おうっ！」

「ここって芸事の神様が奉たてまつってあって、演劇部はここでいつも次回公演の成功祈き願がんをするんだってさ」

　隣となりに座って来た駆は、周囲に漏もれないような小さな声で、そう言った。その声の響ひびき方に、彼女は、さらに全身が汗あせばむのを感じた。

　レオは、一いつ瞬しゆんだけキャップを脱ぬいで、汗をぬぐうようにして再び元に戻もどした。

「……レオ？」

　その気配を、駆は感じ取ったのか、

「ひょっとして、またちょっと、調子悪い？」

「そんなことねえけど、どうして？」

「なんか、レオ。ここに来てずっとそわそわしてるっていうか……あ、トイレならさっき社しや務む所しよの方にあったけど……」

「ち、ちげぇよ！」

　レオは顔を赤くしたまま、腰こしを浮かせて駆に両手を振った。

「なんというか……」

　彼女は、思い出していた。

　神社に手を合わせ、あまりにも一直線に、神様に願い事をしているかのような駆の横顔。

「あのな、駆……」

　そして、切り出していた。

「俺おれ、お前にちょっと、伝えなきゃならないことがあるんだ」

「実は、ぼくもレオに言わなきゃいけないことが、……ある」

「え、えええッ!?　な、え？　か、駆も？　駆も俺に、なんかあるの!?　そ、そんなの、き、聞いてないっ！」

「レ、レオ……？」

「あ……いや、悪い……っ」

　レオの取り乱しように、さっきまでのレオにつられるようにして真ま面じ目めな顔をしていた駆かけるは、同じように少しだけあたふたしてから、

「うぅん……、平気」

　と、少しだけ穏おだやかな顔になる。

　それを見てとったレオは、けれどそんな駆にお構いなしに、呼吸を速めたまま、

「そ、それ駆、今ここで、言っちゃって！」

　目の前の少年を急せかした。駆は、呼吸を飲み込むようにして止めてから、

「……う、うん。じゃあ、……レオも今、ここで言ってくれる？」

「それはダメだぁ……ッ！」

「ぇえっ？　だ、だめなの？」

　息が合わないコト甚はなはだしかった。

　これほどお互たがいにずれっずれの会話なんて、それこそ初めて。

　二人はあわあわしながらも、なんとか周囲に漂ただよう雰ふん囲い気き、そのバランスを取りつつ、

「い、いや、俺おれ、準備があるんだ。それから駆と、話がしたい」

「準備??」

「お、おう……」

　駆はレオの提案を、

「わかった。……じゃあぼくも、レオの準備ができてからにするよ。なんというか、ぼくもその方がありがたいし」

　胸の中に落とし込むようにして、うなずいた。

　レオもそれに応こたえるようにして、首を縦たてにコクリと動かし、

「だったら、一時間後に、……ここの神社の裏手に、来てもらって、いいか？」




　★




　駆は、境けい内だいの裏手に座り、イヤホンを繫つなげた携帯ゲーム機の画面を眺ながめていた。

　映っているのはモンブレでは無い。

　彼は今、一つの動画を見ている。

　そうやって駆は、彼なりに決心を固めようとしていたのだ。

　もうそろそろ始まる、祭りのメインイベントである花火大会。

　駆は、それがよく見える広場へと部活の仲間達と移動したあと、所用で別行動していたレオを迎えに行くと言って、彼と別れた小さなこの神社へと、しばらく前に戻もどって来ていた。

　駆かけるはその道すがら──もとい、レオが姿を消してからずっと──肺と心臓を押しつぶして来るような想おもいと、もつれ合い続けていた。

　直前になってまで、まだこんなコトをしているなんて。

　自分の優ゆう柔じゆう不ふ断だんさに落ち込みそうになる片足を、「今はそっちどころじゃないから！」と、逆の足で踏ふん張るようにして、駆はきちんと考え込む。

　駆はレオが与えてくれた一時間という猶ゆう予よを目一杯使うつもりだった。

　ゲーム機の画面を見ながら、駆は自分を鼓こ舞ぶし続ける。

　世の中には自分の年ねん齢れいと同じでも、どんどん先に行っている凄すごい人だっているのだから──




　画面に映っている『瑞ミズ星ホシリサ』のＤＶＤ映像を見ながら、駆はそう心の中で繰くり返した。




　頼んでもいないのに保やす田だくんがわざわざメモリーにセッティングしてくれたこの動画を、駆はここ最近、再生していなかったコトに気が付いている。

　レオと出会ってから、今まで、ずっと寂さびしく無かったから。

　保田くんは、

　演劇部のみんなは、駆に「一人暮らしは寂しい？」とか聞いてこない。

　ただ、家に遊びにきてくれる。

　ただ、メモリーにデータをぶち込んで行ってくれる。




　──駆の父親は、少々エキセントリックな人物だった。




　よく言えば芸術家肌はだの直感型人間というコトになるし、悪く言えば人としてどうかというコトになる。

　社会一般、世間一般としては、父が残す功こう績せきだけを評価すればいいだろうが、息子むすこである駆はその父を、一人の人間、自分の親としてみなければならなかった。

　これは控ひかえめに言っても、少々やっかいなコトだった。

　結果として、両親は聞き分けのいい息子の言葉だけを信じて、今は遠く離はなれた場所に住んでいる。

　当時の駆はそれが結構ショックで、かなりへこんだまま、幽ゆう霊れいのような生活を続けるようになってしまっていた。

　それを見かねた友人の中でその時、一番行動力があったのが、音おん響きようの保田くんであった。

『へこたれてるなら任せてくださいッス！』

　彼はそう言って、駆を無む理り矢や理り、奇き妙みようなライブへと誘さそった。

　それが、辺境の温泉宿で行われた『瑞ミズ星ホシリサ』のライブであった。

　最初はそこでも、ぼうっとしてしまっていた駆かけるだったが、屋外宴えん会かい場じようのステージに彼女が立った途と端たん、そこだけに色がついたみたいに見えた。

　駆は感動していた。

　瑞ミズ星ホシリサという存在に見とれていた。

　そしていつの間にか保やす田だくんや他ほかのお客さん達と一いつ緒しよに、歌う彼女の応援をしていた。

　こんな辺境の地にあっても、テレビそのまま元気いっぱいのリサから、まるで生気をダイレクトに注入されたようだった。

　それから駆は、あまりくよくよしなくなった。

　独学で家事を憶おぼえ、家に部活のみんなを招くようになった。

　保田くんには本当に感謝だった。そして部活のみんなにも。

　それ以来だった。

　駆は家で一人寂さびしくなったり、大きな決断を迫られるような時には、瑞ミズ星ホシリサから力を分けて貰もらうようになっていた。

　その駆の姿は保田くんのように、布教にも熱心な『瑞ミズ星ホシリサファン』というスタンスというより、むしろ聖女を密かに崇すう拝はいする隠かくれキリシタンに近かった。

　駆は違う世界で頑がん張ばっている少女への共感、共鳴からエネルギーを奮ふるい立たせてもらっていたのだ。

　今回も駆は彼女の姿から、自分の中の『孤独』に対する対抗力を湧わき上がらせようとしていた。

　今、レオに打ち明けようとしている内容は、正直言えばそれほど駆にとって辛つらいコトだった。

　けれど、六日目の今日きよう。

　自分はレオに、きちんと向き合おうとしている。

　レオのマネージャー達に言われた期間は一週間。

　その期限の一日前に『祭り』があるコトは、なにかのお告げのような気さえした。

　レオを説得し、芸能界へと復帰させる。

　大おお貫ぬきが見せたＤＶＤが、駆の行動に拍はく車しやをかけた。

　あれほどの才能は、咲き誇らなければならない。

　強くそう思った。なにより自分が、あの続きを欲していた。

　どうしてぼくが、という疑問はもはや無かった。

　むしろあのマネージャー二人になんかやらせられない。ぼくがやる。説得はぼくにやらせて欲しいとすら思っていた。

　けれど駆は、まだ少しも彼に、それについて触ふれるコトすらできずにいるのだ。わかっていても身体からだが動かない。

　心が前に踏ふみ出さなければ、手も腕うでも頭も動かない。

　いくじの無い自分を今こそぬぐい去って、レオときちんと向き合うべきだった。

　なにしろレオを知ろうとする中で、既すでに駆かけるには気づいているコトがある。




　レオは今も、お芝しば居いという世界に夢を持ち続けている。




　だから、きちんと話をすることができれば、きっと彼は自分の道に復帰してくれるハズなのだ。

　──レオに、行って欲しいわけがなかった。

　彼は家出をして、駆の家に転がり込んで来た。

　極きよく端たんなコトを言えば、彼が家を出て行ってしまえばもう二度と逢あえなくなる可能性だって、ないわけじゃないのだ。

　なにもかもが、元のままでいられるとは限らない。

　それを思うと、祭りの真ん中で立ち止まってしまいそうになる駆だったが、そんなコトになるわけにはいかない。

　今日きようが最後の思い出になってしまうかもしれないのだから、レオの前でずっと笑顔でいたかった。

　少しでも怖おじ気づいて歩みを止めてしまったら、自分はレオに、行かないでと言い出してしまうかもしれない。

　駆は自分の本心を決めなければならなかった。

　──レオのコトを思えば、彼は仕事を続けるべきだし、

　──自分だけを思えば、レオには離はなれて欲しくない。

　そう考えて、再び駆は決心を固め直す。

　我わが儘ままを言うべきではなかった。

　ぼくはレオの友達なのだ。彼のコトを、第一に考えるべきなのだ。

　脳裏に巨きよ体たいの黒スーツマネージャーの姿がちらついた。あの大おお貫ぬきという人も、そう言っていたのを思い出す。

　結局は、それが正しいのだ。

　駆は携帯ゲーム機の動画が止まっているコトに気が付き、それを丁てい寧ねいにボディバッグへとしまい直す。

　レオは間もなく、現れるだろう。

　彼も自分に打ち明けたいコトがあるようだった。

　駆にはそれが、なぜか嬉うれしかった。それが唯ゆい一いつの救いのような気さえしていた。

　自分の要件の方が重たいモノになってしまうだろうけど、レオの話を聞けばこちらの話もきちんと聞いてくれるような気がするからだろうか。

　まずはレオの話から聞こう。

　そうすれば案外、自分もうまく話ができるような気がする。

　今まで抱いだいてきた思いを、駆かけるは上う手まく心の中でバランスを取ることができたようだった。




「お待たせ、……駆」




　それからしばらくして。正確に言うならば、二人が別れてから五十分後に、駆は背後から声を掛けられる。

　駆は不意をつかれていた。

　それは聞こえたレオの声こわ音ねに、原因があるのかもしれなかった。

　こぢんまりとした神社はその時、ピークを過ぎていたのか無人に近いうえに、ここは境けい内だいの裏手。

　そこに背後から響ひびいたレオの声には、どこか秘めた喜びが滲にじんでいた。

　彼は機き嫌げんがいいようだった。

　レオが打ち明けたいというモノは、どうやら彼にとって嬉うれしいコトらしい。

　それで駆は、少しだけバランスを崩くずしてしまう。自分が打ち明けようとしているのは、決して楽しい話ではない。

　お祭りの夜の、小さいお社やしろの、提ちよう灯ちんと裸はだか電球の色につつまれた境内。

「う、うん！」

　その薄暗い社やしろの裏手で、駆は背後に立ったレオに振り返ろうとした。

「ストップ駆、振り向くな」

「……え？」

「頼む。このまま、言わせて欲しい」

　さわさわと周囲の森が風に揺ゆれた。遠くには微かすかにお祭りの喧けん噪そうが聞こえていた。

　駆は肩かたに入っていた力を抜いて、前方の薄うす暗くらがりにあった灯とう籠ろうに視線を留とめたまま「うん」とうなずいた。

「……言うのは、俺おれが先でいいか？」

「うん、いいよ。……レオが言わなきゃならないコトって、どんなこと？」

「その前に、……一つ、質問がある」

「それって、『一日一回』？」

　レオは一いつ瞬しゆん、ためらった。

　二人にはお互たがいに一日に一つ、お互いに質問しあって、それに絶対答えなきゃいけないルールがあった。

　それをいつの間にか、駆は『一日一回』と呼んでいた。

　二人はあの衝しよう突とつから『一日一回』を重ねて、少しずつ距きよ離りを縮めて来たハズだった。

「お、おう。その『一日一回』だ」

　レオはうなずいてから、唇くちびるを湿しめらせ、尋たずねた。

「俺おれ、お前のコトを、とっても大事な友達だと思ってる」

「……ぼくもだよ、レオ」

　駆かけるは一いつ拍ぱくおいて、うわずってしまいそうになる声を真しん剣けんに堪こらえて、そう言った。

「な、なんだよ……」

　レオの耳は、かっと熱くなる。そして駆の背中を見つめながら、

「俺が質問する前に、答えちゃう、なよ……」

　駆は背後に立つ美少年の声の小ささに、少しだけ炙あぶられたようになりながら、

「で、ぼくに言わなくちゃいけないことって？」

「……ええと、」

　いつも竹をすぱーんと割ったようレオが、今日きように限って歯切れが悪かった。駆は彼の新たな一面を感じながら、言葉を待つ。

「や、やっぱり、駆から先に言ってもらっていいかっ？」

　駆は先ほどから異様にもじもじしているレオの気配を感じとっている。なにをそんなに恥はずかしがっているのだろう。

「だいじょうぶだよレオ、真剣に聞くから、言って？」

「いや、たのむ駆！　そっちから先で、な……!?」

「まったく、しかたないなぁ」

　土ど壇たん場ばで意気地が無いレオに、駆は無むし性ようにおかしくなった。レオに背を向けたまま、

「じゃあ、先に言っちゃうけど、そのあと絶対にレオの話を聞かせてね」

　駆は彼に、語りかける。

「ねえレオ」

「……な、なんだ？」

　駆は、自分の心を、暴あばれ出そうとするもう一つの本音を封印しながら、切り出した。

「レオってさ、役者さんなんだよね」

「……へ？」

　その言葉に、レオは焦あせったように、

「あ、いや、役者になりたいとは言ったけど、俺はまだ……」

「ぼく、別に怒おこったりはしてないんだ。逆に、やっぱりレオって凄すごいなって思ったくらいで」

「か、駆……？」

「わかってるんだ、ぼく。レオが、実は芸能人で、役者さんなんだってこと。だって、レオ、そんなにかっこいいし、あたりまえ、だよね……」

　そして、核心部分を、切り出した。

「レオ。レオは戻もどるべきだよ、役者の世界に。芸能界って、誰でもいける場所じゃないよ。ぼくは、そうするべきだと思う。……ぼく、キミが主役で舞台に立っていた舞台の記録映像を見たんだ」

　レオの沈ちん黙もくが怖こわかった。黙だまったままということは、つまりは、反論するコトがないっていうわけだから──

「すごかった。お客さんもみんな魔ま法ほうに掛かったみたいになってた。あんな演技ができるなんて、レオは本当にすごいと思う。だからまた、レオは舞台に立つべきだとも思う……」

　なにかに駈かられるように、駆かけるは続ける。

「……でもぼく、できればずっと、レオと友達でいたいんだ。レオがどんな場所に行っても。……だから、よかったらこれからも……──」

　けれど、あまりにも背後から反応がなさ過ぎた。

　気配というものが消え去ってしまっている。

　まさか突とつ然ぜんのコトに、どこかに行ってしまったんじゃという不安に襲おそわれた次の瞬しゆん間かん、

「レオ……？」

　駆は、とっさに背後をふりむいていた。

　そうしないわけにはいかなかった。

　背中越しに後方を見やり、それから脚あしを組み替えるようにして半回転、駆はレオと対面する。




　駆の目の前には、一人の白い浴衣ゆかたの少女が立っていた。




「……、……あれ？」

　その他ほかに、神社の境けい内だいには、誰もいなかった。駆は素早く周囲を見回す。

　そして目の前に視線を戻もどす。

「あ、あの……」

　黒くろ髪かみの少女だった。山深い場所にあるせせらぎをそのまま織おったような白と紺こんの浴衣を身にまとい、お祭りの夜だからか、目元にうっすらと化け粧しようを施した、同い年くらいの女の子だ。

　その大きな瞳ひとみは震ふるえていて、揺ゆれる提ちよう灯ちんの明かりと、駆の表情が映っていた。

「……ええと、レオは──」

　駆が、その女の子に言っていいものか、悪いモノか。判断もつかないまま、濃こくなる夕ゆう闇やみの中でそうこぼせば、

「な、なんというか、」

　少女はくっと、うつむくようにして彼から視線を逸そらして、




「わたしが、レオです……」




　それから、恐おそる恐る、駆かけるへと顔を上げた。

　レ、オ……？　というカタチに、唇くちびるが動く。けれど、駆の喉のどから出た声は違った。

「……瑞ミズ星ホシ、リサ……」

　それが、伊豆島レオが言いたいコトだった。

　言うだけではなく、駆に見て貰もらい、理解して欲しかったコトだった。




　★




　本当なら。

　リサの思おも惑わく通どおりに物事が進んでいたならば、振り向いた駆は最初はびっくりするものの、だんだん本当のコトを飲み込んでくれて、最後には自分を受け入れてくれるハズだった。

　駆の驚きよう愕がくは反転した喜びに変わって、リサと駆はお祭りの後半を二人きりで過ごすことになるハズだった。

　断じて、駆がこんな顔──感情が抜け落ちたような表情──で、自分の本当の名前を呟つぶやく予定などなかった。

　ましてや、わたしが役者を──芸能人をしているコトを、知っていたなんて、突とつ然ぜん言い出す予定もなかった。

　駆は、どこまで知っているの？

　浴衣ゆかたを着た、女の子の格好をしたリサの頭の中はぐしゃぐしゃになっていた。

　どうして、どうして、どうして、どうして、どうして──

「…………なんで……」

　彼のつぶやきにも似た声音に、リサの心臓が収しゆう縮しゆくしたまま、戻もどらなくなった。

　駆の脳みそは、それでもどうにか回転しようと軋きしみをあげていた。

「……なんで、あなた、が……」

　一いつ瞬しゆんで目の前の少女が瑞ミズ星ホシリサだと理解した駆の反応だけが、自分が欲していた反応そのものだった。

「……お、思い……出さない？」

　リサはたどたどしく、祈いのるように自分の両手を握にぎりしめて言った。

「わたし、これでカケルに会うのは、二度目なんだけど……」

「え……？」

「その時は、ウィッグで髪かみを長くしてたし……。それに、」

　彼女は提さげていた小物入れから、携帯電話を取りだし、

「……ほら」

　そこに付いていたのは、見覚えのある二体のマスコット。

　一つは駆かけるも携帯に付けている、カラオケボックスでもらった『モンブレ』の『ギャンニー』ストラップ。

　そして、もう一つは、

「あの、プールの時の……」

　特上にしか付いてこない『ウィナッギー』くんストラップ。

　持ち去られていた記き憶おくを、たった今、返された気がした。

　彼女こそ、駆がレオと見み間ま違ちがえ、鰻うな重じゆうを奢おごらされ、そして忽こつ然ぜんと姿を消してしまったサングラスの少女だった。

　彼女の言葉、一いち言ごん一いつ句くが、不意に去きよ来らいする。




『あなたが友達だっていうレオくんが、本当は女の子だったとしても、カケルくんは今までと変わらないでいられる？』




「じゃ、じゃあ、レオって、……レオって、本当は……」

「うん」

　リサは、深々と頭を下げていた。

「カケルを、ずっと騙だましてて、ごめん」




　★




　それでも駆は踏みとどまろうとしていた。

　美少年すぎると思っていた彼は、実は美少女だったのだ。

　それだけならば、なんとかなったかもしれない。十じつ中ちゆう八はつ九くだめだったろうが、希望はあった。

　けれど、美少女は美少女でも、彼女はあの『瑞ミズ星ホシリサ』だったのだ。

　今まで自分を支えてくれた希望が彼女だ。

　それを明確に意識した瞬しゆん間かん、駆は足場となる理性ごと、フラッシュアウトした。




　次に駆が取った行動を、誰が責めるコトができるだろう。




「う……あ、」

　駆の理性はこの『お祭り』が始まる前から、自分がレオに切り出さなくてはならないコトで、最初からなみなみと満たされていた。

　レオを説得しなければならない。

　彼と、もう逢あえなくなってしまうかもしれない──

　その感情を抑おさえ込むのに、どれだけ駆かけるが努力を必要としたか。

「ぁあ……」

　そこにまず、その葛かつ藤とうと同量以上の出来事が注ぎ込まれた。

　彼は本当は女の子で、

「……ぐっ、」

　そして、その五倍くらい体積を持つ事実が出現した。




　──ぼくは彼女と……『瑞ミズ星ホシリサ』と、ずっと暮らしていた──




　どういう、コトなの？　ぼくはあの瑞ミズ星ホシリサに助けてもらったっていうこと？　だって彼女、ぼくの部屋でえっちな本をあんなに熱心に読んでたよね!?　というかぼく、彼女がシャワー浴びてるスグ横でなんかやってなかったっけ!?　そもそも同じ部屋で一週間も、布ふ団とんを並べて寝てたじゃん……ッ!!　ぼくが家に泊とまっていけばいいって言ったから……！

「ぁあああッ！」

　……しかも、ぼく、彼女に、自分の夢まで語って……

　あまつさえ……

　自分の書いた、脚きやく本ほんを、あんなに一生懸けん命めいになって……

　きっと、きっときっときっときっと、笑われてたに違いない心の中で笑ってたに違いないだって相手は本当のプロであんなにも凄すごい役者でテレビにだって出てる！　みんなが憧あこがれる別次元の人間で……ッ

　頭の中が猛もう烈れつに渦うず巻まいて立っていられなかった。身体からだが内側へ内側へ収しゆう縮しゆくしていくようで、行き場のなくなった内臓が口からせり出してくるようだった。

　どうして言ってくれなかったのか。

　レオはどうして、教えてくれなかったのか。

　自分はなんでも知っているつもりだった。

　けれどそれは、現実ではなかった。

　自分だけがなにも知らずに、ずっとこの一週間を過ごしていたのだ。




　──ぼくは、なにもわかっていなかったんだ。




　顔からマグマのような炎ほのおが噴ふき出そうだった。

　感情が感情として認識できる値を振り切り、駆は一種、強迫観念に囚とらわれた夢む遊ゆう病びよう者しやのようにぐらついた。

「あ……ぐッ！」

　ここではないどこかになら、自分が思い描いていた答えがある気がしたのだ。

　駆かけるはそれに縋すがり付くように、足あ搔がき求めるように、

「待って！　カケルッ!!」

　その足が崩くずれ落ちる前に、走り出していた。

　どうしてもここだけには、『瑞ミズ星ホシリサ』の前にだけは、いたくなかった。

　こんな自分は見せられない。

　今だけは、どうしてもだめだった。

「待って！　待ってよカケル……っ！」

　声が背後から聞こえた。だからこそ、そこから逃げなければならなかった。

　やがて声が遠く聞こえなくなっても、彼の足は止まることがなかった。




　★




　慣れぬ浴衣ゆかたと下げ駄たを履はいた『瑞ミズ星ホシリサ』は、彼に追いつくコトができなかった。




　リサは、祭りの喧けん噪そうの中で立ち尽つくしていた。

　全すべてが終わってしまったのだ。

　自じ業ごう自じ得とくだった。

　愚おろかすぎてやけくそ混じりの笑みさえ浮かんだ。

　伸のばした手は、彼に届くことが無かった。

　独ひとりよがりに過ぎなかった。

　駆を責めるコトなんてできなかった。

　ほとほと自分は卑ひ怯きようだった。

　プールで、あんな不ふ意い打うちのような問いかけをして、その答えに自分は縋すがり付いた。

　全すべてを打ち明け、自分が瑞みず星ほしリサだということを、女だということを否定されたら、「一度認めたのに、いざ本番で拒きよ絶ぜつするなんて、ぜんぶ駆のせいだ！」と、自己弁護できるようにしかけた、あれは卑怯な罠わなだった。

　なんてずるい。

　ずるいと言えば、最初から自分は駆に噓うそをつき続けていた。

　駆の好意に甘あまえ、彼をいいように利用した。

　何一つ、自分は正しいコトをしてこなかった。

　その報むくい。

　ただそれだけ。

　いやなことから逃げ続け、利用できるものを利用しつくした結果が、これだった。

　しかも駆かけるは、

「わたしを芸能人と知った上で……」

　きっとなにかの加減から、瑞みず星ほしリサとはわからずとも──というか、レオが本当は異性だと気が付かずとも──伊い豆ず島しまレオが役者であると気付いてしまったのだろう。

　今から思えば、その片へん鱗りんを自分はばらまいていた気がする。

　それでも彼は、わたしに変わらず接してくれたというのに──




　浴衣ゆかたが窮きゆう屈くつだった。赤い下げ駄たを履はいた足が痛い。




　うめくようにリサは泣いていた。みっともなかった。

　二日前。

　お祭りに行くと聞いて、今日きようの仕掛けを思いついた時、自分はきっと天才なんじゃないかとさえ思った。

　駆はきっとびっくりして、そしてそれから、喜んで自分を受け入れてくれるに違いないと思い込んでいた。

　駆にちょっと用事があるから先に帰っててと言い残し、目を付けておいた駅前の呉ご服ふく屋やさんに自分は飛び込んだ。

　そこで、あの温泉地で着たのと似たような生き地じの浴衣を選び、店主であるおばあちゃんに事情を説明したら、快く、当日には着付けも化け粧しようもしてくれると言ってくれた。

　あのおばあちゃん店主は、リサがお祭りの夜、思い人に愛の告白をするのだと勘かん違ちがいして、ちょっと異常なくらい興こう奮ふんしてこの企たくらみに乗ってくれたのだ。

　リサは説明が面倒なので、とりあえずおばあちゃんにはそういうことにして、コトを進めた。

　勇気さえ出せれば絶対にうまく行くと思っていた。

　なにしろ自分は『瑞ミズ星ホシリサ』なのだ。

　それがこの結果だ。

　散々だ。なに一つうまくいきはしなかった。

　自惚うぬぼれ以下の大惨ざん敗ぱいだ。

　あの頃の自分を、完かん璧ぺきに絞しめ殺してやりたかった。

　そして今の自分自身も、できればそういう感じにしてしまいたかった。

　ただ呆ぼう然ぜんと、祭りの喧けん噪そうの中を歩いた。

　歩行者天国のまま今日という日を終える予定の車道、その両脇には屋や台たいが並ぶ。

　彼女はただでさえ、祭りの人混みの中を歩くことが苦手であった。

　だからこそ気を付けて歩いていたのだが、それももう、限界だった。

「あ……っ」

　リサは、ついに一人の歩行者の背にぶつかり、よろめいて倒れた。

「す、すいません……っ！」

　彼女は慌あわてて立ち上がろうとする。

「あ、こちらこそ……！」

　そこへ、リサがぶつかり大きくつんのめった相手が、彼女を手助けしようとかけ寄った。




[image: ]




「あれ……？」

　リサの腕うでを取った相手が、戸と惑まどいの声を漏もらす。リサは、そこで初めてぶつかった相手を見上げた。

「もしかして─―」

　自分がぶつかった相手は女性だった。しかも、

「─―レオ……くん」

　知り合いだった。

「え？」

　浴衣ゆかた姿の灰はい塚づか静しず莉りだった。

「は、灰塚さんっ！」

　リサは彼女に支えられて立ち上がりながら、手の甲こうで涙なみだを急いでぬぐった。

　灰塚静莉は部活のメンバーのために買い出しにでも来ていたのだろうか。彼女はたこ焼きのパックが複数詰つまった白い袋を提さげている。

　リサは慌あわてて笑顔を浮かべようとするが、

「本当にレオくん……なの？」

　静莉の動どう揺ようは収まる気配を見せない。

　リサは不ふ審しんに思ったが、その理由が咄嗟とつさにはわからない。

　静莉は目を丸くしたまま、声を高くした。

「どうしてレオくん、そんな格好してるの!?」

「あ……っ!?」

　そして悟さとった時にはもう、遅かった。

「え、あ、ちょ……っ！」

　どこまで灰塚静莉は特殊な眼力の持ち主なのだろうか。

　どうして女の子の格好をしているのに、それを伊い豆ず島しまレオだと見抜いてしまう!?

　これでは自分は、女性モノの浴衣ゆかたを着た（というか、呉ご服ふく屋やのおばあちゃんのおかげで、必要以上に着こなしてしまっている）、女装好きの変態でしかないじゃないか……！

「えっと、あの……ッ！」

　もう、破れかぶれだった。

「これは、……あの、駆かけるのリクエストで……」

「なぁあっ……!?」

　大混乱は、極めてスムーズに灰はい塚づか静しず莉りにシフトした。

「あぁあッ！　ち、違くてッ！　こ、これは、なんというかぁ……っ！」

　これでは駆も自分も大変態だった。

「やっ、やっ！　やっぱり！　やっぱり二人は!!　二人はそういうぅううううッ!!」

　灰塚静莉は、自分がその全命運を握にぎっているたこ焼きの将来を全く考えない挙動で両手を振り回した。

「お、おちついて灰塚さん！」

　思わず飛び退のく浴衣ゆかたのリサ。そして、振り回される無む軌き道どうなたこ焼きの袋をひょいと避さけて、現れた人物があった。

「失礼」

　その男は、興こう奮ふんする灰塚静莉に背を向けるようにして、二人の間に立ちふさがり、リサを見下ろした。

「……か、」

　黒い背広を着た、背の高い、まるでトカゲのような男が、そこにはいた。

「兼かね藤とうっ？」

「見つけたぞ、伊豆島レオ」




　★




　町のさらに北にある河川かせん敷しきまで走り出た駆かけるが、土ど手てのてっぺんで立ち止まった時には、自分がしてしまったコトの重大さに気が付いていた。

　頭に昇った血が冷え、正気に戻もどったと言ってもよかった。

「ぼくは、ばかだ……ッ！」

　走って逃げた倍の速度で、駆は神社に舞い戻もどった。

「レオ……！」

　叫さけんだが、呼びかけに応こたえてくれる者の姿はあたりまえのようにない。

　狛こま犬いぬは二体とも沈ちん黙もくし、その奥にまします神様も、あの浴衣ゆかたの少女がとぼとぼと歩き去って行ってしまった方角を駆に教えはしなかった。

　レオの携帯もずっと繫つながらなかった。呼びだしているはずなのに、誰も電話に出ようとしない。

「どこに、どうすれば……」

　自分はなんの事情も聞きもしないで、ここから立ち去ってしまったのだ。

　あの女の子が、本当はレオじゃなかったとしても、でも、彼女はずっとレオだったのだ。

　レオの噓うそは知っていた。

　けれどそれは半分だった。

　その上に更さらにあった真実、彼が『瑞星リサ』だったという、どうあがいても現実な現実をどう受け止めていいのか、正直言ってまだわからない。

　けれどそんなコトは関係が無いのだ。

　確かにこれまでの六日間は書き換わってしまうかもしれない。けれど、その全すべてが無くなってしまうわけじゃなかった。

　本当に自分を変えてくれたのは誰だ？　きっかけは確かに瑞ミズ星ホシリサと名乗るアイドルだ。けれど、彼女のコトを忘れてしまうほど自分を動かしてくれたのはレオだ。伊い豆ず島しまレオと名乗るあの少年だ。

　レオとぼくの間には、確かになにかがあった。

　ぼくはそれまでもが噓うそだったなんて信じない。




　もう失うわけにはいかないのだ。




　その感情がなによりも勝まさった。

　──どうすれば良かったんだろうと、いつもいつも考えていた。

　駆かけるの心は、自分の中にある生なま々なましい傷きず痕あとの上に立っていた。

　見つかる当てすら無い、レオの姿。

　今の状況が、かつて駆の上に降りかかった事件に類似し、彼の中で状況が繰くり返される。

『大おお烏とり神社例れい大たい祭さい』。

　かつて幼い頃、駆はここに家族で来たことがあった。

　そこで同じように、駆は両親を見失い、はぐれた。

　哀かなしい記き憶おくと、お祭りの景け色しきが引き金になった。

　駆の重たい記憶の扉とびらが開く。




　──決して乾かわかぬように細さい工くされてしまった傷きず痕あとから、駆の中に流れる血。




　両親の出しゆつ立たつの日。

　どうして一いつ緒しよにいてくれないの？　という言葉を、当時の駆は飲み込んだ。

　いつも一緒にいたかった人達は、今やとても遠くにいた。広すぎる家には、他ほかの人が住み、自分は一人で今の部屋に移るコトとなった。

　もう離はなればなれになるのはいやだった。

　幻げん影えいの傷口からこぼれる痛みが、駆の心を幼い感情で満たそうとする。

　それを打ち消そうと躍やつ起きになった駆の視界の中に、レオはいない。

　どうやったらそこに手が届く。

　もう、一人はいやだった。

　追うべきだった。

　彼に、自分はレオと一緒にいたいんだと、今度こそ伝えなければならない。

　自分は、レオが役者であると知っていた。

　真実の半分を、自分は知っていたのだ。

　いくらあの巨きよ軀くの狼おおかみ男おとこやトカゲ男、二人のマネージャーから口止めされてたとはいえ、そんなものは言い訳にならない。

　自分が知っていた真実を、レオにずっと黙だまっていた自分は、彼と同罪のハズだった。

　ぼくらはまったく、正しく生きてなんかいなかった。

「レオ、ぼく達は、まだ……──」

　切れた息をそのままに、駆が神社から大通りへと戻もどろうとしたとき、自分が気付けるようにとわざとそういう風ふうに設定しておいた携帯電話が、激しくバイブレーションしながら大音量で『モンスターブレイブ』のオープニングテーマを奏かなで始めた。

「もしもし……！」

　とっさに駆は電話に出た。それが灰はい塚づか静しず莉りからのコールでも構わなかった。

『駆かけるくん！　聞こえてる!?』

　電話の向こうは騒さわがしく、静しず莉りの声は雑音に紛まぎれて明めい瞭りようには聞こえない。

「うん！　どうしたしたの灰はい塚づかさん！」

『今！　レオくんが！　レオくんが……!!』

　灰塚静莉は取り乱していた。

　しかたがなかった。レオは今、女の子で、浴衣ゆかたを着ているのだ。

　駆は電話の向こうの静莉を落ち着かせ、そこの場所を聞き出そうとした。しかし、駆の言葉を遮さえぎって、

『ねえ駆くん、聞いて！』

　静莉は言った。

『レオくんが、変な、なんかトカゲみたいな男の人に、連れて行かれちゃったの……!!』




　★




　奇き妙みような安心感に、リサは包まれていた。

　そうだった。

　自分の帰る場所はここだったのだと、リサは煙けぶった頭のままで兼かね藤とうの後について歩いた。

　やがて周囲は静かになった。

　喧けん噪そうを外れ、大通りを逸それ、いつのまにか祭り明かりの灯ともっていない寂さびれた神社に辿たどり着いていた。

「兼藤……？」

　霧きりが掛かった瞳ひとみのまま、立ち止まった男にリサは尋たずねた。

「手間を掛けさせたな、リサ」

　冷たく小さい蛍けい光こう灯とうの下で、細いトカゲのような男は影に包まれたまま振り向いた。

「……え？」

　そして、リサは我に返った。

「ここは……？　ねえ、駅は……？　なんでこんなトコロで止まって──」

「楽しかったか？」

　その言葉に、リサは飲まれた。

「楽しかったかって聞いてんだよ、この一週間」

　兼藤は、静かに、踏ふみ外していた。

　条件は全すべて揃そろっていた。

　男は執しゆう念ねんを持っていた。

　我わが儘まま放題のリサのせいで、リストラ一歩手前にすらいた。

　そしてなによりも、

「おっと……、正確にはまだ、あれから六日しかたってないがな」

　全部が気に入らなかった。

　上じよう司しの大おお貫ぬきも気に入らなかったが、この瑞ミズ星ホシリサとかいう生意気なガキがなにより許せなかった。

　教えてやらなければ、ならなかった。

「兼かね藤とう、なにを、言ってるの……？」

　ここは人の寄りつかぬ暗がりであり、大通りからの音が届かない代わりに、こちらからの叫さけびも聞こえない場所であること。

　そして瑞星リサは、美しい少女であること。

「わかんねえのか？」

　二人の間にあったのは、二メートル強の距きよ離りだけだった。

「それとも、わからねえ振りをすれば、やめてくれると思ってるのか？」

　相手の鬼き気きがリサの制空権に触ふれた瞬しゆん間かん、彼女は本能的に構えを取っていた。

　そしてリサは、がら空きになった。

　その隙すきをあらかじめ察していたような兼藤の長い脚あしが、少女の腹へ潜もぐり込むようにたたき込まれる。

「あんなガキに説得させようとか、甘あまいんだよ大おお貫ぬきもジジイも」

　リサは背後に吹き飛び、剝むき出しの地面に転がりながら、自分が女性モノの浴衣ゆかたと下げ駄たを履はいているコトに今さら気が付いた。

　それをまったく失しつ念ねんしていた。

　長い裾すそは両足にまとわりつき、ぽっくり型の下げ駄たは、大地をまったく嚙かもうとしなかった。

「お前、なにを、言って……！」

　苦く悶もんに表情を歪ゆがませながらリサはうめき、

「待て……！　ガキって、だれだよ!!　説得!?」

　うつぶせのまま、愕がく然ぜんと砂を摑つかんだ。

「お前が一いつ緒しよにイチャコラしてた、あの駆かけるとかいうガキだよ」

　息ができなかった。

　自分の内側と外側から、跡あと形かたもなく押しつぶされるようだった。

「なんで、お前が、駆を知ってるんだ……」

「は？　まだあいつ、なにも言ってねえのか？　信用されてねぇな、『瑞ミズ星ホシリサ』ともあろうお方がよ」

　喜びに震ふるえるような高こう笑しようが、兼藤の喉のどを震ふるわせた。

「もうとっくにばれてたんだよ、お前のことは、あのガキに」

　起き上がれぬままの両の手に、仄ほのかな熱が灯ともった。

「……お前が、言ったのか？」

「オレじゃねえ、言ったのは大おお貫ぬきだ。五日前だよ。お前がいない時にお邪じや魔まさせてもらって、大貫があのガキを説得したんだよ。駆かけるくん、あの家出少年が家に帰るように説得してくれないかってな」

　リサはその、二つの手を握にぎりしめ、静かに瞳ひとみを閉じ、その想像に耐えた。

　大貫と兼かね藤とうは事務所きっての武闘派だった。業界でも有名であり、彼らに敵意などが一切なくとも、周囲への圧力はすさまじいものがあった。

　その二人に一度、駆は晒さらされていたのだ。

　自分のいないところで。

「笑えるぜ」

　兼藤は、地面に転がり、身じろぎを止めたリサが、完全に諦あきらめたと感じ取ったのだろう。

　言った。

「あのガキは、今でも本気でおまえのことを男だと信じてんだぜ？」

　そしてリサは、

「駆……」

　瞳を開いて、自分がこれから成すべきコトを想おもった。

「で、なんでお前はそんな格好してんだ？」

　倒れ伏したままのリサの襟えり首くびを、いつの間にか距きよ離りを詰つめていた兼藤が摑つかみ上げていた。

「ま、俺おれはそっちの方がいいと思うけどよ」

　リサに意志はあった。立ち上がるだけの気力もあった。

「や、やめろ……」

　なのに身体からだが動かなかった。

「触さわるなぁあっ!!」

　生まれて間も無いほ乳類のように、リサの自由はもどかしかった。

　全身に全力が戻もどり、そこに魂たましいが宿るには、まだ何かが足りなかった。

「た、たすけて……」

　リサは、胸の中にいた少年の名を呼んだ。

「助けて、……駆」




　空気が弾はじけた。




「ぁがア……ッ！」

　という兼藤の喉のど鳴なりが頭上で破は裂れつし、熱い何かが風となって全身に吹き付けてきた。

「レオっ!!」

　なつかしい声がした。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　なにもされなかった？」

　噓うそじゃないかと思った。ずっと噓を吐ついてきた自分が、今度は自分自身に吐いた噓なのじゃないかと。

「駆かける……っ」

　噓でもよかった。駆なら。

「レオごめん！　でもぼく、助けに来たよ……！」

　駆はリサの手を取って立ち上がらせようとしたが、

「てん……めぇ！」

　兼かね藤とうの方が早かった。

　駆に力一杯体当たりされたトカゲのような背広男は、尻しり餅もちをついていた状態から身を起こそうとして、

「なん……ッ!?」

　駆が腰こしから引き抜いて、目の前に突つきだしたモノに言葉を失う。

　兼藤は一いつ瞬しゆん、それを凶きよう器きかと思った。けれど眼前の視界を覆おおったものは妙みようにのぺっとしている。

　瞬しゆん間かん、それが《どばん！》と大音おん響きようを立てて弾けた。

　兼藤は腰こしを抜かし、「うへあっ!?」みたいな声を上げてもう一度へたり込んだ。

　すわ拳けん銃じゆうか!?　とすら思ったが、直後に、自分の目の前で弾はじけ飛んだものがただのゴム風船だったことに兼藤は気付く。

　おそらく屋や台たいのどこかで手に入れてきたのだろう。 

　それを、あの少年はこちらの目の前で握にぎり割ったのだ。

　立ち上がった兼藤は周囲を見渡し、さらに悪態を吐つく。

　リサの姿も、駆も影も、もうどこにも見あたらなくなっていた。




　★




「も……もう降ろして、ねえお願いだから、カケル……っ」

　リサは囁ささやくようにそう言った。恥はずかしくてたまらなかった。

　最初はなにが起こったのかまったくわからなかったリサだが、彼女はスグに自分の置かれた状況に気付いていた。

　信じられなかった。

　リサはその時、駆の腕うでの中にいた。

　駆かけるは浴衣ゆかたのリサを両腕うでで抱かかえると、いわゆるお姫ひめ様抱だきであの場から撤てつ退たいしていたのだ。

　この少年のどこにそんな力があったのだろう。

　自分を抱えたまま走る駆の表情と夜空を見上げながら、リサは言葉も無かった。

　けれど、自分はいつまで、こうしていればいいのだろうか……！

　あの場を切り抜けた安あん堵どよりも、今の状況に耐えられなくなってきて、リサはうめいた。

「ねえ、カケルったら……！」

「うん……っ！」

　彼は息を切らせ、ようやく歩調を緩ゆるめる。

「ここまで、くれば、たぶん、大だい丈じよう夫ぶだと、思うから……」

　駆はゆっくりと、リサを地面に降ろした。

　そこは、あの神社であった。

　レオが自分の正体を明かした、伎ぎ芸げいの神が祭られた小さな社やしろの境けい内だい。

　周囲には今も人影は無く、駆とリサだけが、ここに戻もどって来ていた。

「はぁ……、はぁ……」

　テントの下の縁えん台だいに、ぐったりと腰こしを下ろした駆は、立ち尽つくしたままのリサと目が合うと、「あはは」と笑った。

「カケル……、ごめんね、わたしは──」

「おあいこだよ」

　駆がリサの言葉を遮さえぎる。

「レオ、ぼくだってキミが、本当は芸能人なんだっていうのを、知ってた」

　リサは頷うなずいた。頷きながら、胸の前で両手を力一杯握にぎりしめていた。

「この前、レオのマネージャーだっていう二人組が来て、ぼくにレオを、家に帰るよう説得して欲しいって言ってきた」

「……うん」

　リサの瞳ひとみから涙なみだが溢あふれた。自分はもうとっくに駆を巻き込んでいたのだ。それに気付かなかった自分が本当に愚おろかで、悔くやしかった。

「ごめん、レオ」

　けれど駆は、そんなコトなど無かったように、リサへと続ける。

「ぼく、レオは家に帰ったほうがいいって、最初から思ってたんだ」

　リサは、駆のその言葉に固まったことで、今まで自分の身体からだが小こ刻きざみに震ふるえていたのを知った。

「でも、それを、ぼくは言い出せなくて……」

　駆はうつむく。

　空が、鳴っていた。

『大おお烏とり神社例れい大たい祭さい』のクライマックスである一万発の花火が、河川かせん敷しきの夜空に打ち上がり始めたのだ。

「レオと、いつまでも一いつ緒しよにいられたらって、……そんなコトできるはずが無いのに、そう思って……」

　そして駆かけるは、花火の音と光を空から浴びているようなリサに向かって、

「だからレオ、ぼく達は──」

　立ち上がり、手を差し伸のべた。

　その時だった。

　二人は同時に気が付く。




　濃こい異い臭しゆうを嗅かいだかのように、頭ず蓋がいの奥が痛みに軋きしんだ。




　祭りの夜に、誰もが動物的な第六感を刺激され、鋭敏になってしまっているのかもしれなかった。

　背筋の産うぶ毛げが総そう毛け立だつ。

　とっさに駆はレオを背後にして、暗がりへと目を凝こらした。

　──黒い夜の森の中にあって、浮くような影がこちらに近づいてきていた。

　それは長身、人の形をした敵意の固まりだった。

　はっきりと二人に向けられた悪意と害意が、容よう赦しやなく吹き付けてくる。

　兼かね藤とうは右の手に細い金属のパイプを握にぎりしめ、ゆっくりと灯あかりの中に姿を現した。

「なにか言い残すコトはあるか」

　武器エモノを手にした人間は、それを摑つかんだ瞬しゆん間かんに理性までをも握りつぶす。もしくは、駆かけるの風船と一いつ緒しよに、最後の抑よく制せいまでもが爆はぜていたのかもしれない。

　夜店の屋や台たいを支える鉄パイプによく似たそれをぶら下げるトカゲ男が発したセリフ。

　もはや駆は、それを人の言葉として聞き取るコトができなかった。

　意味よりも憎ぞう悪おが、少年の意志を揺ゆるがせた。

　けれど駆は今、一人ではない。

　駆はリサが今なにを考えているのかが不意に、手に取るようにわかりぎょっとした。




　そしてリサは、駆が自分を把は握あくしたコトを直感し、それ以上のコトが、今度は駆から流れ込んで来たことに目を見開いた。




　二人の息が重なった瞬しゆん間かん、兼藤が距きよ離りを詰つめた。

　駆は瞬間、激しい怒いかりを覚える。

　両眼に涙なみだがこみ上げる程の激情が、全身を苛さいなむ。

　よくもレオを、よくも彼女を……！　奥歯を嚙かみ締しめ、きしらせる。

　兼かね藤とうはそれを、少年の怯おびえと見て取ったのだろう。濁だく音おんにまみれた気合いもろとも、手にした鉄パイプを横薙なぎに、駆かけるへと迫った。

　駆は、目をつぶらなかった。

　むしろ眼前のキルゾーンに飛び込むようにして、破は裂れつの一いつ瞬しゆんへと踏ふみ込んだ。

「ぼくの、友達ツレに……ッ！」

　駆が左腕うでに巻き付けていたのはお気に入りのボディバッグだった。あたかも小型盾たてのように構えたそれが、鉄パイプの軌き道どう上に置かれていた。

「手を出すなぁああああ!!」

　総プレイ時間、八百と七十二時間、十一分。

　モンスターブレイブ３ｒｄ、および３ｒｄ〝Ｇ〟のデータ。そして駆の心を鼓こ舞ぶし続けてくれた彼女の動画が入った携帯ゲーム機は、兼藤が振るった金属パイプの直ちよく撃げきを受け止め、破れたボディバッグから粉々の破片となって飛び散った。

　それらに見向きもせず、駆はそのまま兼藤の身体からだに組み付いた。

「ガキ、がッ！」

　衝しよう撃げきで鉄パイプを取り落とした兼藤が駆を振りほどこうと、激しくもがき、両腕が少年の喉のどに迫る。その時、

「レオ！　今だ……!!」

「まかせろぉッ！」

　瑞みず星ほしリサは、浴衣ゆかたの裾すそを高く、腰こしまでまくり上げていた。

「どぉりゃゃああ!!」

　下げ駄たは脱ぬぎ捨てて裸足はだし。

　そのまま下着なんか隠かくさず、リサはダッシュで地面を蹴けっていた。

　駆は、目をつぶらなかった。

　両足を揃そろえたリサのドロップキックが兼藤の顔面に、音を立ててめり込むのを感じながら、駆の眼は彼女の穿はいていたボクサーパンツに釘くぎ付づけになっていた。
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　ああ。

　やっぱり彼女、瑞みず星ほしリサはレオなのだ。

　レオはあの時、確かにユニトゥロでボクサーパンツを買ってきていたのだ。

　だがしかし、

　レオ、

　よく似ているけど、それは、

「ぼくのパンツだよぉぉ……ッッ!!」

　彼女は確かに、ぼくの家で過ごしていたのだ。

　どうぅっと兼かね藤とうが倒れ、レオが膝ひざをついて着地し、浴衣ゆかたの裾すそが重力に引かれて彼女の細い両足を隠かくした。

　夜空には花火があり、小さな神社には一人の少年と、一人の少女があった




　★




「今さらだけど、」

　そう言ってリサはベッドの上から、床ゆかの布ふ団とんで横になっている駆かけるに囁ささやいた。

「わたしがなんで家出というか……、仕事から逃げ出して来ちゃったかっていう理由……」

　一応言っておくね、と彼女は暗くら闇やみの中で、駆へと寝返りを打った。

　──二人は兼かね藤とうの意識を祭りの場外まで吹っ飛ばした後、事件の顚てん末まつを携帯で一方的に大おお貫ぬきに報しらせた。

　そして汗あせだくで走ってくる巨きよ体たいが、白目を剝むいたままのトカゲ男と、その胸の上に置いてあった白い封筒──これだけは受け取れないと、いつでも突つき返せるようにと駆が持ち歩いていた、あの滞在費──を確認したのを見届けると、大きく彼に手を振ってスタコラ、その場から撤てつ退たいした。

　部活のみんなには、今日きようだけ黙だまって。

　二人はそのまま駆の家へと歩を進める。

　──ほら、きっと今は花火に夢中で、携帯の着信にも気付かないだろうしさ。

　道すがら、目に付いた屋や台たいで夕ご飯の代わりに大おお判ばん焼やきと美味おいしそうなお好み焼きを買って歩く。

　ビルと森の隙すき間まから見える花火の光と音がずれているのを観察しながら、からころと下げ駄たを鳴らす。

　辿たどり着いたアパート。駆の部屋は、なんだか懐なつかしかった。

　裸足はだしで神社を走ったリサが先にシャワーを浴び、その後に駆。

　リサは必死に照れを隠かくすのに一生懸けん命めいで、その間、駆がどんな表情だったかまったく憶おぼえていない。

　でも、彼はいつもと変わらず、どうでもいいコトを喋しやべって、笑っていた。

　リサにはそれが、とっても嬉うれしかった。

　二人でテーブルに向かい合い、お祭りの余よ韻いん引き摺ずるメニューを平らげ、「やっぱりお好み焼きは屋台のに限るね」的な話しの後。実はお互たがいくたくたに疲れているコトに気が付いて苦笑する。

　無理もなかった。

　歯を磨みがいたり、お皿を洗ったりした後、布ふ団とんを用意して眠ねむってしまうことにした。

　電気を消して目を閉じると、身体からだの中にまだ祭りの喧けん噪そうが響ひびいている。

　空そら耳みみが奏かなでる旋せん律りつに、ふいに心臓が高鳴った。

　あの神社で襲おそって来た恐きよう怖ふが、フラッシュバックとなって身体を通り抜けていく。

　反射的にリサは身体からだを丸めた。

「どうしたの？　レオ」

　駆かけるはベッドの上に声を掛けたが、彼女がどうして身じろぎしたかわかっていた。

　二人は、あの出来事は既すでに終わっていることを知っていた。

　それと同時に、けれども実際には、自分達がまだどこにも辿たどり着いていないことも、わかっている。

　リサはためらわなかった。

　そして言ったのだ。「今さらだけど、」全すべての理由を聞いて欲しいと。

「仕事は好きなの。とっても。女優にだってなりたいし、アイドルでステージに立つのも好き」

　駆は小さく「うん」とうなずく。その気配が伝わったのだろう。

「わたしの両親って芸能人でさ、しかもおじいちゃんも映画俳はい優ゆうだった人で、今は事務所まで持ってて……。それで自然とわたしも小さい頃からそういうのに触ふれてたから、憧あこがれもあって、頑がん張ばってたんだけど……」

　一気にそこまで言って、リサは「ふぅ……」と息をつく。

　瑞みず星ほしリサは、駆に胸の内うちを全て晒さらした。

　自分の意見と意志が無視され続け、もうそれに我が慢まんができなくなって、アテもなく飛び出してしまったと。

　そして、両親のことも。

「わたしのお父とうさんとお母かあさん、今、離り婚こんしそうなの」

　なにかに絆ばん創そう膏こうを張るみたいに、リサはぴたりとそう言った。

「で、幸いにもわたし、けっこうメディアでも話題になってて、それで、奪うばい合いが始まっちゃってさ。両親のどっちがわたしを、手元に置くかって」

　そこからリサの声は、解き放たれたように、少しだけ高くなる。

「でもね、あの二人はわたしと一いつ緒しよにいたいとか、きちんと育てなきゃっていう、親としての気持ちで引き取りたいって言ってるんじゃないの。わたしにはわかる。あの二人は、ただただ、わたしの親であるっていう話題が欲しいだけだって」

　駆はじっと聞いていた。

　リサは枕まくらに顔を押し付けるようにして、自分を抑おさえていた。

「子供の頃からぜんぜん二人には構ってもらえなかった。いつも一人で遊んでた」

　しばらくして、無理な体勢から声を漏もらしたように、

「でも、二人に離婚なんてしてほしくないよ……」

　ひゅひゅひゅっと、リサが弱々しく息を吸うのが聞こえた。

「わたしは、……ただ……──」

　シーツをぎゅっと摑つかんで、白くなっていたリサの手に、その時、別の手が重なる。

「か、駆かける……っ!?」

　少年は上半身を起こして、さらにリサの手を握にぎって、

「え、え……っ？　ちょっとっ！」

　そのままするりと、ベッドに腰こし掛かけた。

「やっぱり、ぼくらは、最初から似てたのかもしれないね」

　駆はベッドの端はしっこを見ながら、そう言っていた。

「……、そう、かもね」

　リサの両肩かたから力が抜けていく。

「ねえレオ」

　駆の声が、細くなる。

「ぼく、約束する」

　リサの右手の甲こうに自分の手を添えたまま、そっと持ち上げて、やさしく握る。

「絶対にぼくは、夢を叶かなえる」

　息を飲んだのはリサ。

「だから、待ってて」

　目を見開いた後に、彼女はこくりと頷うなずいた。そして、

「うん。駆の脚きやく本ほん、楽しみ……だ、な……」

　言葉の後半が、つっかえつっかえになった。駆が書く台本の内容を思い出したらしい。

「いや、本当にがんばるからっ！」

　駆は慌あわててそう言った。リサは小さく笑って、再びこくこくとうなずいた。

「ねえ駆」

　リサはぐいっと、右手に力をこめて、駆を見た。

「ねえ、今日きようはずっと、こうやって手を繫つないでてよ」

「え、で、でも……っ」

「いいから」

　リサはすとんと。

　それを見た駆は、おずおずと、ためらいがちに。

　ベッドに身体からだを預けた。




　二人は、知らなければならなかったお互たがいの全すべてを、知っていた。




「わたしもう、どこにも逃げなくても、いいのかもしれない……」

　眠ねむりに落ちる寸前、リサがそう言ったのを、駆は微かすかに憶おぼえている。




　★




　翌日、駆かけるが目を覚ますと、リサの姿は荷物と一いつ緒しよに部屋から消えていた。

　ユピテルの頭を撫なでながら、駆は洗面所にも浴室にも、人の気配が無いことを感じていた。

　左手を見つめ、それからぐーぱーぐーぱーする。

「ん……？」

　その視線が、テーブルの上で止まる。

　なにか、布のようなものがたたんで置かれている。

「まったく、もう……」

　それは駆のボクサーパンツだった。




　駆もリサも、気付いていた。

　昨日きのうが二人にとって、最後の夜だったということを。

　それでも、もう寂さびしさだけは、この部屋に無いのだということを。




　★




　服ふく飾しよく室しつに激しく響ひびいていたミシンの音が止やんだ。

「でっきったぁぁ……っ！」

　最後の攘じよう夷い志し士しの衣装からミシン糸を切り離はなし、駆はその忍にん者じや装しよう束ぞくのような帷かた子びらを両手に掲かかげる。

「おおおッ！　やったな駆！」

　特別教室の後方、丸めた新聞紙で《学園ミュージカル『新しん撰せん組ぐみ』バルハラでキミを待つ・リミックス》の殺陣たての稽けい古こをしていた安あ土づちくんは手を休め、さっそく駆の傍かたわらにやってきた。

「これで一応全部できたから、あとはみんなに着てもらって、手直しすれば完成だよ？」

「どれどれ」

　衣装を安土くんに渡し一息つくと同時に、駆は胸が苦しくなって、なるべく音を立てないように溜ため息いきをついた。

　この教室にいるとどうしても思い出してしまう。

　──伊い豆ず島しまレオこと、瑞ミズ星ホシリサが駆の前から姿を消してから一週間が経たっていた。

　あれからというもの、駆は頻ひん繁ぱんに部活に顔を出していた。

　再会の約束はある──

　でも、やはり一人であの家にいたくなかったのだ。

　だからこうして部活に出てきているのに、時たまレオのコトを思い出しては、手を止めてしまう。

　自分の力、自分の想おもいだけでは、どうしようもないトコロに、それはあった。

　後悔などは一つもない。

　それでも、うずく心をどうにもできない。

　どうにもできないからこそ、駆かけるはつとめて明るく振る舞った。

「すごいね駆くん、結局全部一人で、夏休み終わる前に仕上げちゃった」

　並ぶトルソーに着せられた衣装をズラリと見やって、灰はい塚づか静しず莉りは駆の隣となりのイスに座った。

「うぅん、みんなが手伝ってくれたからだよ」

　一方、毎日にこにこと部活に顔を出してくれる駆に、灰塚静莉のテンションは高い。

　彼女からすれば、祭りの夜に二人で抜け駆がけしただなんて……！　と、怨うらみコツズイだった伊い豆ず島しまレオが、するっと家に帰ってしまったと聞いて、少し張り合いが無い半面、ある種の単独首位を維持できている現状に大満足なのだった。

　今こそ、この夏こそ、駆にはハッキリ、こちらに振り向いて貰もらわなくてはならない。

　いい？　レオくん。キミがいなくても、私は手加減なんかしてあげないから。

　静莉がそう、心を決め、

「そうだ駆くん、今日きよう部活が終わったらみんなで、駆くんの家に──」

　言いかけた時だった。

　ミシンの隣となりに置いてあった駆の携帯に着信ランプが灯ともり、激しくバイブレーションしながら『モンブレ』のテーマをまき散らし始めた。

「も、もしもしっ？」

　慌あわてて駆は携帯を耳にあてる。静莉はちょっとだけむくれ、安あ土づちくんは衣装を着たまま殺陣たての動きを繰くり返しつつ、にたにたしている。

『カケルサぁンッ！　今、部活っスかッ!?』

「どうしたの音おん響きようの保やす田だくん！」

　電話の向こうで、なにやら爆ばく音おんが響ひびいている。

　そういえば、彼は今日、

『聞こえるっスか!?　今まさにリサリサがリーダーを務める『★ナイトフライト夜間飛行★』のデビューライブが始まったところっスッ！　リサリサと同じ空間、同じ空気を吸えるこの感動を、カケルサンにもォォ……ッ！』

　そこで携帯はぶつっと切れてしまった。完全室内のライブハウスでは、携帯の電波も悪いだろうから無理もない。

「誰……から？」

　半分予想はついているものの、あえて静しず莉りはそう尋たずねる。

「音おん響きようの保やす田だくんが、ライブ会場から」

　──レオも、がんばっているようだった。

　彼女は自分の世界に戻もどって行った翌日くらいから、さっそくメディアに復帰し、それまでの一週間が無かったかのように振る舞っていた。

　そして、電撃的な発表がなされた。

　あの瑞みず星ほしリサがリーダーを務める、歌って踊れて舞台もこなす三人組のアイドルグループ『★ナイトフライト★』の結成のニュースは、あらゆるメディアを席せつ巻けんした。

　それはあっという間にテレビやラジオや雑誌のトップを飾かざり、誰もが知るところとなった。

　瑞星リサが身を潜ひそめていたのは、実はこのためだったのだと、誰もが思った。

　リサは事務所に戻もどって、きっとあのマネージャーや社長達と、真まっ向こうから勝負したに違いない。

　そして、勝ち取ったのだ。

　駆は大きく息を吸い込み、吐はき出して、

「あれ、そういえば灰はい塚づかさん、今なにか言いかけてなかった？」

　彼が自ら、話題を戻もどしてくれたことが静莉には嬉うれしい。

「あのね」と彼女が前置きしたそこへ、

「小こ井い戸どくん、ちょっといいか」

　次に駆を呼んだのは、流線型のマスクにくぐもる声、廊ろう下かから服ふく飾しよく室しつに姿を現す氷ひ坂さか先せん輩ぱいだった。

「は、はいっ」

　駆の反応は素早く、瞬しゆん時じに表情が切り替わる。少年は静莉に「ちょっと待ってて」と残して席を立ち、廊下へと急いだ。

　当然静莉は、駆の背後で頰ほおを膨ふくらませてむくれた。

「昨日きのう見せて貰もらったキミの脚きやく本ほんだけど」

　氷坂先輩は単刀直入だった。

「はい……」

　駆の声は否が応にも緊きん張ちようで強こわばり、心臓が跳はねる。

　それを静めるように、氷坂先輩の次の言葉を待った。

「あれを、次の自主公演でキミ達一年生達にやって貰もらうことにした。ただ、タイトルの『尿意によーい、どん！』は変えて貰もらうかもしれないが」

「あ、ありがとうございます……!!」

　その声は大きすぎて、服飾室の安あ土づちくんと灰塚静莉はびくっと出入り口の向こうにいる駆に反応する。

「確かに以前より、ずっと良くなっていたよ」

　氷ひ坂さか先せん輩ぱいは、うつむいたまま固まっていた駆かけるの肩かたに「がんばったな」と、手を置いて、それから部室に戻もどって行った。

「なにがあったの？　駆くん」

　安あ土づちくんと並んで、静しず莉りが廊ろう下かに身を乗り出すようにして尋たずねて来た。

「……二人とも、実はね──」




　★




　お祝いをしなくちゃだった。

「ユピテルには、今日きようは金のまぐろ缶かんだっ！」

　言った瞬しゆん間かん「にゃにゃっ♪」と頭の中で子猫ねこが鳴いた気がする。

　スーパーからどっさりと買い物袋を提さげた駆は、ロードバイク風ふう自転車を飛ばして家路を急いだ。

　部活のみんなが遊びに来てしまう前に掃除を済ませて、ごちそうを作らなきゃだった。

　自分の台本が上演されることに。

　そして、瑞みず星ほしリサの復帰と、アイドルグループ『★ナイトフライト★』結成の記念に。

「絶対に……」

　駆は夏空に叫さけぶ。

「……絶対に追いつくから！」

　目の前の信号は、決していつも青ばかりじゃないだろう。けれどもペダルを漕こぎ続ければ、いつかは辿たどり着くハズだった。

　自転車の上で立ち上がった駆は、自分の身体からだに力がミナギッていることが嬉うれしかった。

「ただいまユピテル！」

　自転車置き場に愛車を止めアパートの扉とびらを開けた少年が、留る守す番ばんをしていてくれた同居人に声を掛ければ、

「にゃっ！　にゃぁっ」

　トコトコと子猫が玄げん関かんを上がった駆の足に頭をこすりつけ、じゃれついてくる。

　駆はユピテルのお腹なかを片手で抱だきかかえ、そのまま肩かたに乗せ、「今日はこれからみんながくるからねー」と喋しやべりかけ、冷蔵庫の中身を整理し、買って来たものをつぎつぎと詰つめてゆく。

「……え？」

　にゃごにゃごと耳元でユピテルが囁ささやいた。

　自分でも異変に気が付き、部屋を振り返った。




　 ──こんなに、散らかっていたっけ？




　ベッドの周りに、本棚だなからごそっと抜いた小説や漫画が塚を作っていた。

　コンビニで買ってきたらしい雑誌やおにぎりやお菓子の袋が床ゆかに散乱している。ＦＭラジオは鳴りっぱなしになっていたし、テーブルの上にはペットボトルのお茶が出しっぱなしにしてあって、コップの周りが濡ぬれている。

「……あ、あれ？」

　ラジオのスイッチを切り、駆かけるはようやくそこで、浴室からずっとシャワーの音が響ひびいていることに気が付いた。

　そんな、

　まさか。

　だって、彼女、今日きよう、さっきまでライブだったんでしょ……!?

　駆は、床に脱ぬぎ散らかされた洋服と、大きなスポーツバッグからはみ出た荷物に蹴けつ躓まづきながら、浴室へと向かった。

　普通ライブが終わったら、その後はメンバーとかスタッフさんとかと、色々あったりするんじゃないの!?　百歩譲ゆずってそういうのをキャンセルしたとしても……っ!!

　こんなにも自分の部屋が広く感じたことはなかった。浴室にいつまでも辿たどり着けないんじゃないかと思った。廊ろう下かに漏もれる水音が大きくなり、駆の鼓こ動どうも高くなる。

　曇りガラス越し。

　浴室で、確かに誰かがシャワーを浴びていた。

　子猫ねこのユピテルがぴくっと耳を反応させ、駆の肩かたからとっさに飛び降り逃げ去った。

　けれど駆はそのまま、震ふるえる手でシャワールームの扉とびらを開け放つ。




　二人の夏休みにエンドロールが降りてくるまで、あと二週間。


★了★












　　　あとがき




　お久しぶりです。総プレイ時間は五百五十九時間、おかゆまさきです。好きな武器は大たい剣けんです。

　さて、この『バニッシュ・ドロップス　家出中アイドルをフォローしますか？』は、電撃文庫が隔かく月げつ十日に発行している雑誌、『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』 の〈Vol.４〉に掲けい載さいされました短編を、この度、その原型が跡あと形かたもなくなるくらい大幅に改かい稿こうしたものとなっております。

　今からおよそ四年前の短編を書き直すくらいなんだから、よっぽどその短編が気に入っていたんだね？　とみなさん思われるかと思いますが、えーと、実はそうでして、かなり思い入れのある短編だったのです、実際。

　マガジンに短編を掲載した経けい緯いは、電撃文庫十五周年を記念して行われたコラボレーション企画、『The Stories of 15』というものに参加させてもらったことがキッカケでした。

　そこで僕ぼくは、とある演劇部の十五日間を描きました。演劇部です。実は僕、高校時代には演劇部に所属していまして、ええ、それからもお芝しば居いには色々、裏方として関わった経緯もありまして、いつかは演劇部モノを書きたいなと思っていたのですが……、

　なんといいますか、

　実際に深く触ふれていたモノを小説にするというのは、実は僕にとって結構大変な作業でして。これが今まで、なかなかうまいこと描えがくことができなかったのです。

　実際の苦労を知ってしまっていると、なかなかエンターテイメントできなかったりするのです、これが。なんか生なま々なましくなってしまうといいますか……。

　あ、ほら、よく言うじゃないですか。女子校に通ってる女の子に、実際の女子校のコトを聞いちゃだめだって。僕らが深夜ファミレスで「きっと女子校ってすごいところなんだぜ！　なあなあ学校の先生になってさ、もしも女子校に配属されたらどうする!?」とか「そうなった場合、生徒に告白されたら困るよな実際！　しかもいっぺんに二人とか三人とかからさ！　おおい俺おれはもうどうすればいいんだよーっ！」とか語り合ってる世界とは、まったく別の世界だと。僕自身、正直信じたくはないですが、現実は往々にして──……って、いや、あれ？　まってくださいよ……？　はたして、本当に、僕らが深夜のファミレスで語り合うそれらの物語は、間違っているのか？　そして、女子校に通う女子高生の言葉が真実であるという確証が、いったいどこにあるというのだ？　来たんじゃないですかこれ。今。パラダイムシフトが。そうですよね、彼女達はみんなツンデレなんですよね。そうです彼女が僕らにウソをついているんですよ。それなら全すべての辻つじ褄つまがあうじゃないですかそうなんですよなんで気付かなかったのかなぁこんな大事なことに！　とある詩人は言ったといいます。

　悲しみで花が咲くわけがないじゃないかと。

　そう、僕らは母の体内から生まれ出でた時に、うれし泣きに泣いたはずなのです。

　真実はいつも、自分が決める。

　よい言葉です。

　そう、だから！

　僕ぼくが語るこれが、本当の演劇部なのです！

　このあとがきで僕がなにが言いたかったのかといいますと、あまりにもリアル過ぎる体験は、実際にそれを語ろうとすると、まるでさっきまで見ていた夢を他人に説明するみたいに視点が定まらないということなのです。得てして真実というのは、ある程度の距きよ離りを取らなければ見えてこない。そして当事者がそれをやるには、ある程度の年月が必要になります。

　そして、くぐり抜けたそれを書けるようになった言うコトは『僕の中でなにかが固まったのだな』たというちょっと感かん慨がい深い短編が、今回の元になっているんですよー、というコトを、そうそう、僕は言いたかったのです。

　そのような思いもあって、僕は常に薄ぼんやりと考えていたのです。あの短編で活かつ躍やくした主人公の駆かける、そしてヒロインのリサと静莉をまたいつか活躍させてあげたいなぁと。

　結果、なんだか跡あと形かたもなく短編の設定は変更されてしまったけれども……！　そもそも短編の方では、瑞星リサは脇役で、灰はい塚づか静莉こそがメインヒロインだったのですが、アイドルモノを書きたいな！　という作者のわがままで、こんな感じになっちゃっていますけれども……！　なので、短編と長編の読み比べをしてみるのも一興かと。タイトルは『アクロバチック　フィフティーン』。あっちの三人もなかなかオツなものですぞ。




　というわけで、読者であるあなたを含め、僕を支えてくださっている全すべての方々に感謝を表しつつ（ここで全方位感謝のポーズを担たん当とう編集さん、イラストの前まえ田だ理り想そうさん、友人各位、そして小説冒ぼう頭とうに脚きやく本ほんの一部の引用を許可してくださった西にし田だシャトナー様へ向け）、今回はこの辺で。

　次回は、あのメイド委員長が帰って来る予定です。それではまた！





おかゆまさき









おかゆまさき

毎月十日は電撃文庫の発売日！　なのですが実は電撃文庫公式ウェブラジオの更新日だったりもします。写真はその収録ブース。写ってるのはパーソナリティのうえむらちかさん。本が大好きで、恋に対してルール無用のアイドルです。が、本編のアイドルのモデルではありません。念のため！
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前まえ田だ理り想そう

神奈川県在住。海と山に囲まれたところ。マンガを描いたりイラスト描いたりして生きています。









電撃文庫





バニッシュ・ドロップス




家いえ出で中ちゆうアイドルをフォローしますか？











おかゆまさき
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